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俺の妹が最高のオカズだった〜妹と同級生、二人の巨乳に挟まれる背徳の大量射精〜
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０１．誰にだって人に言えないことはある









　妹のエッチな姿を想像するか、俺がイクところを妹に見ていてもらわないと、他の女の子が相手では射精することができなくなった。

　そんな不健全な体質を改善させるために彼女を作って童貞まで捨てたのに、結局はこの特殊性癖が治ることはなく。妹に恋心まで拗らせそうになっている俺は、また独り身になって夏休みまで残り少なくなった学校生活を過ごしながら、実の妹である美優との関係を見つめ直すことにした。

　恋人がいなくなっても、登校する景色は変わらない。一緒に学校に行っていたわけでもないし、クラスの誰かに教えていたわけでもない。教室に入れば見知った顔だけが並んでいて、毎週繰り返される同じ流れの授業が、今日も始まるだけだ。

「よお、ソトミチ。夏休み前なのに冴えない顔してんな」

　教室で最初に話しかけてくるのは、大抵は朝練上がりの高波だ。こいつの見慣れたアホ顔は俺にとっての精神安定剤になっている。そして、高波の背後から出てきたのが、すっかり上げた前髪が定着した鈴原だった。

「ソトミチ、お前もいつまでショボくれてるつもりだ。夏といえば、海だろ、海！」

　こっちはもはやお前誰だよ状態になっているが、急速に変わっていくサマが面白いのでよしとする。夏明けには日焼けして真っ黒になってそうだな。

「別にショボくれてないって」

　俺は俺で悩み多くも楽しい人生を送っている。家に帰れば妹がご飯を作って待ってくれているんだぞ。お前らの暑苦しい青春なんぞちっとも羨ましくはない。

「ほんとに出かける予定とかねえの？」

　高波は肩に掛けていたタオルで髪を掻き上げるように拭く。部活をやっている高波のような連中は、それだけで夏休みの大半の予定が埋まる。運動部だけではなく、有志の合唱やダンスでの活動で大会がある生徒も多い。なんのグループにも属していない俺が旅行の一つもしないのが理解できないのだろう。バイトか勉強に勤しんでいるならまだしも、俺はそのどちらでもないからな。

「考えてはいるけど、予定はまだないな」

　美優も家に引きこもる日が多いとはいえ、あいつは遥と旅行をすることが決まっている。それも飛行機や船を使っての豪華な旅だ。休みの充実度が違いすぎる。

「なら、ソトミチもオフ会に来いよ」

　俺の答えを聞いた鈴原が割り入って提案してきた。

「ネトゲで知り合ったやつがイベントを企画してるみたいでさ、暇なら夏休み中にパソコンとスマホでゲーム二本くらい平行して進められるだろ？」

　オフ会か。あえて陽気な奴らがいるグループに無理して所属せず、自分の得意分野で勝負するのは賢いな。

「考えとくよ。内容だけ後で連絡してくれ」

「オッケー。……お前もさ、ひと夏だけでも彼女を作ってみろって」

　鈴原は俺の背中を叩いて自席に戻っていった。すっかり人生の先輩になっちまいやがって。たった一回でも女ができるとあれほど人は変わるものなのか。──その元カノさんはといえば、こちらもすっかり元気になった。

「ねえねえ奏さぁ、数学の宿題の範囲がどこか知ってるってほんと？　先輩に会えるうちにやらせちゃいたくて」

「演習書のページ番号は先生に教えてもらってるよ。後でまとめて流すね」

「やぁりぃ！　さっすが奏！　頼りになるわ！」

「ふへへ。褒めたまえ褒めたまえ」

　学校中からの人気が再燃している山本さんは、今でも日が途切れることなく複数の男から告白をされている。明らかに見込みのない者でも告白をするために山本さんを呼び出すのだ。特に今年で卒業となる三年生たちは順番待ちをするように他の男の後へと続いていき、誘いを突っぱねることができない山本さんはかなりの苦労をしているらしい。

　とはいえ、これは俺が山本さんの実情を知っているからそう思えるのであって、誰とでも仲良く話す山本さんを相手に気があると勘違いしてしまうのも無理からぬこと。

　今でもほら、こんな遠くから眺めているだけの俺と目が合う。

　山本さんはその秀美さゆえに不要な悪感情を抱かれないため。美優は一人の時間を邪魔されないため。いつだって周囲に気を配り続けている。そつがない奴らってのは、そういうものだ。

　この日の授業もつつがなく終わった。そして、放課後に俺が帰りの支度をしながら、夏休みの予定について考えていたときのこと。

「そーとみーちくん」

　山本さんが俺に話しかけてきた。横髪を耳に掛けながら、ブラウスをパツパツに張ったデカい乳をこれみよがしに弾ませて、もうこの美少女に声をかけられることに驚かなくなっている自分がいる。

「なにか用か？」

「先生が呼んでるよ。私と職員室に来いって」

　なぜ、こんな唐突に？

　清く正しく生きてきた俺に職員室に呼び出される理由などないのだが。

「私たちが日直だったとき、朗読会の準備をお願いされてたじゃない？　あのとき任命された理由がね、私がパンフレット作りに協力してたり、朗読のサポートをする予定があったからなんだけど」

　それってつまり当日も俺は巻き込まれただけだったんだよな。まあ山本さんと一緒に仕事をするのを嫌がる男子は稀だろうが。

「その後始末が残ってるので、まとめてやることにしました」

　そして俺はまた巻き込まれることになったわけだな。

　仕方ない。日直のよしみで助けてやろう。

「──そいつでいいのか？」

　職員室に着いて、担任の第一声がそれだった。そりゃクラスでもそいつ程度の名もなき存在ではあるけど、手伝いに来たのだからいくらかの敬意は払っていただきたい。

「日直を一緒にやったこともありますし」

「なるほどな。世間体としては悪くないか」

　山本さんとペアになった男子は妬みの対象になりやすいので、それを考えれば地味で目立たない俺が選ばれたのも納得はいく。だが、俺は日直の都合でここに連行されたわけであって、山本さんが選んだわけではないんだよな？　そいつでいいのかって、どういう意味だ？

「これが資料室と多目的ルームの鍵だ。シュレッダーの使い方はわかるな？　落とし物はあらかた探して見つからなかったらもうないでいい。掃除もされてだいぶ経ってるわけだしな」

　担任が指示をした俺たちがやるべきことは三つ。一つは朗読会にやってきた子供が失くしたキーホルダーを探すこと。もう一つは資料室に放置されたままのパンフレットの残りを捨てること。そして、そのついでに明日配布するプリントを教室に運んでおくことだ。

　俺と山本さんは落とし物ボックスを確認してから、多目的ルームの掃除当番であるクラスにキーホルダーを見かけなかったかを聞き込みした。そのどちらも無駄足で、多目的ルームに行って数分間、掃除とは関係がなさそうな場所を探し回った。

「ないねー」

「あるはずないって。何週間も前のことだし」

　むしろどうしてこのタイミングで捜索依頼が来たのかが疑問だ。失くしたことに気づかなかったのか、失くして探していたけれどこの学校にある可能性に至っていなかったのか。なんにしても遅すぎる。

「あのさ、ソトミチくんって、何か悩みとかない？」

　山本さんはキャスターのついた椅子に脚を揃えて座っていた。スラッとした生足がスカートから伸びていてそれはもう色っぽい。諦めるにしてもまだ早いぐらいの時間だと思うが、山本さんは清楚な振る舞いに見るほど真面目な人ではないのかもしれない。

「いきなりどうしたんだ？　悩みなんて別に……」

　なくはない。妹をオカズにしなければ射精ができないという由々しき悩みが。だが、こんな深刻な悩みをおおっぴらにできるわけがないし、そもそも信じてもらうことも難しいだろう。

「前に悩みがあるって言ってなかったっけ？」

「あっても言えない悩みだってあるよ。山本さんだってそうだろ？」

　結局、鈴原と付き合う理由になった山本さんの悩みとやらは、聞けずじまいだ。ならば俺の悩みだけを打ち明けるのはアンフェアというもの。俺の悩みはそこいらの人が抱えている悩みなんかよりずっとセンシティブな話題だからな。山本さんに嫌われるのだけは御免被る。

「私のは、話せって言うなら話すけど……。悩みじゃなくてもさ。何か頼みたいことがあったりしない？」

「ないと困るのか？」

「そういうわけではないけど」

　山本さんは硬い笑顔で誤魔化した。なるほど困るわけだな。ならばと俺が追及しようとしたところで、吹奏楽部員たちが練習のために多目的ルームに入ってきて、俺たちはそこで捜索を断念することになった。それから資料室に移動して、不要なパンフレットと、それを作るために山本さんが集めた書類をシュレッダーにかけることに。

　そうやって真面目に仕事をしている俺の横では、組んだ腕で重たそうな胸の贅肉を持ち上げて、男の性的好奇心を煽るだけしている学園のアイドルがいる。機械が一台しかないとはいえ、こいつは本当に自分で仕事をしないな。

「あの、ソトミチくん？　私の悩みを聞く以外に、してほしいことはない？」

　やたらと強引に迫ってくる山本さんは俺に期待の眼差しを向けている。これは何か具体的な話を俺から引き出そうとしているな。こうも露骨だとこちらも探りを入れたくなってくる。

「なんで山本さんの悩みを教えてもらうじゃダメなんだ？」

「ダメっていうか、ソトミチくんからしたらしょーもない悩みだし、話したところで理解できないと思うから……」

「俺の悩みも同じようなものだよ」

「なら、私の悩みと交換で！　教えてくれたら絶対に解決するから！」

「いやいやいや」

　俺にだって、この悩みを吐き出したい気持ちはある。できるだけ多くの人に打ち明けて、理解されずとも真剣に受け止めてもらって楽になりたい。でも、これは人間としてアウトなレベルの悩みなんだ。言ってみれば「人を殺してしまったがどうすればいいかわからない」と相談するようなもの。人は痛みまでは同情できても、歪んだ人間性までは許容できない。

「本当にいいの？　どんなことだっていいんだよ？　この放課後に告白する予定だった男の子みたいに、私に向けて吐き出したい欲望があったりしない？」

　山本さんは緩んだ笑みでブラウスのボタンを外して谷間を見せつけてくる。資料室に入ってくるまではＴシャツで隠されていたはずのそこは、いつのまにかブラジャーだけになっていて、ブラウスの一面に肌色とレース生地が透けていた。移動のときもずっと一緒だったのにいつ脱いだんだ。

「告白のときは、なんて言われてるの？」

　あまりに美味しすぎるご褒美をぶら下げられて、俺は一歩引いてまた問いを挟んだ。山本さんがタチの悪いイタズラをするはずがないことはわかっている。こうした俺の態度は、過去の経験からくる習性のようなものだった。

「別に普通だよ？　こんな感じの密室に呼び出されて、好きです付き合ってください、って。ズボンを膨らませた男の子にお願いされるだけ」

　山本さんは意味ありげな言葉を選んで答えた。その声は苦労が滲んでいるようでもあり、そんな状況をどこかで誇っている様子でもあって、求められるのは困るけど嬉しいという女心が垣間見える。

「山本さんが相手なら誰だってそうなるよ」

　俺は教室で山本さんに耳フェラをされたときのことを思い出しながら、申し訳なくも素直な気持ちを口にした。山本さんのフェロモンが漂ったときのあの甘い香りを嗅いだ瞬間に、俺の雄としての本能が悟ったのだ。この人を相手に生殖欲求を抑えられる男などいないと。

「そうだね。ソトミチくん以外はね」

　山本さんは俺の胸骨の中心部を人差し指で押してきた。

「ソトミチくんは私から迫らないと、ここをおっきくしてくれないんだもん」

　そして、胸から股間へと手を下げた山本さんは、いじけたように俺のペニスをズボンの上からつついてきた。俺の意中の人が誰なのかを山本さんは気にしている。このやりとりは階段下で山本さんとしたスキンシップの続きでもあった。

　俺だって妹のことがなければ山本さんの提案に飛びつきたかった。でもこの前みたく、射精ができなくて傷つけるようなことはしたくない。山本さんは自分の体にかなりのプライドがあるようだし。

「勘違いがあるようだから言っておく。俺も山本さんとはエッチがしたい」

　山本さんは俺を高僧のように評価しているが、性欲を向ける先が妹かクラスメイトかの違いがあるだけで、根っこのところにあるものはその他の男子と同じなのだ。その性欲が自分に向かないことが許せないという山本さんの気持ちは理解するけれども。

「それでもできないのは、悩みのせいなんだよね？」

「まあ、そういうこと。……って、だから、俺の悩みを聞きたがってたのか」

「半分はそれで正解」

　山本さんはしたり顔で微笑んだ。だったらもっと直接的に聞き出せばいいのに。そうしない理由がもう半分にあるのかな。

　山本さんが本当に俺とエッチをしてくれるというのなら、こちらとしては乗りたい意欲はある。俺には妹離れをする使命があって、山本さんが相手ならそれも夢ではないかもしれない。なにより、ここまで誘われると、俺も男として我慢ならぬものがある。

　こうなったら、試してみるしかないか。俺がこれまで美優を相手に学んできたことが一つだけあるのだ。それは、エッチの結果で女の子を申し訳ない気持ちにさせないためには、男が欲望のままに動くのが最も単純で効果的な選択になるということ。

「俺の方もまだ半分だ。もう一つ、勘違いがある」

「……ん？　なあに？」

　山本さんは驚きに一瞬だけ瞠目して、それを悟られないように平静を装って訊いてきた。

「山本さんは、俺がお願いをすればどんなにエッチなことでもしてくれるって、そんな口ぶりだったけど」

「何も勘違いはないよ？　今回だけは特別に、どんなにエッチなことでもしてあげる。この前のお詫びも結局はできてなかったみたいだし」

　山本さんは俺の言葉に安堵して、またエッチな顔で俺を誘ってきた。きっと俺がフェラ抜きをお願いすると思っているのだろう。フェラチオは数あるプレイの中でも一番に好きではあるけど、どんなことでもしてくれるというのであれば、また話は変わってくる。

「なら、要望を言うだけ言っていいかな？」

「うんうん！　何をしてほしいの？」

「制服を着たままパイズリをしてもらって、そのまま服の中で射精したい」

　俺が欲望のままに答えると、山本さんは息を呑んだその瞬間になぜか目を輝かせて、それからそっと赤らめた顔を正面からそむけた。

「どうかした？」

「ううん。なんでもない」

　山本さんはキュンとしたような照れ顔でニヤけていた。まさかの反応だった。

「山本さん……だ、大丈夫……？」

　勢いのままに押し通るつもりだったのに、逆にこちらが呆気に取られてしまった。山本さんは告白のされすぎで頭がおかしくなっているのかもしれない。でなければこの清楚可憐な美少女はただの変態ということになる。

「したいの？　私のおっぱいで、射精するの」

　山本さんはその厚いリップで、一言ずつ強調するように、再度の確認を取ってきた。このエロさは俺にまったく耐性のない大人の誘惑で、俺のペニスは後ろから鉄芯を入れられたように剛直化してしまった。そんな俺の興奮状態をしっかりと目で確認した山本さんは、嬉しそうにニッコリと微笑んだ。

「どうしようかな。予想以上にエッチなお願いだったから、少しだけ意地悪しちゃおうかな」

　山本さんは話をしながらペニスを引っ張り出した。学校という公共の場で、俺はまた性器を露出させられている。そこに、背後に回り込んだ山本さんが、後ろから腰を抱くように腕を伸ばしてきた。

「パイズリで中出しがしたいなら、させてあげるよ。挿れるための準備をするから、それまで射精は我慢してね」

　山本さんは美優と比べてふた回りは大きい手で、俺の肉棒を包み込んできた。それから、余った皮で張り出したカリを擦って、我慢汁が漏れてからはそれを塗りたくってすべりをよくしていく。パイズリをするためのローションがないので、カウパーが充分に出るまでは手コキに耐えろということだった。

「山本さん……そ、それっ……はぁ、あっ……上手すぎる……！」

「うふふ。ソトミチくんが勃起してる姿は何回も見てるのに、エッチをするのはこれが初めてだね」

　お風呂やトイレでの美優の手コキも、雑にやられてたとはいえかなりの快感だった。それは美優の持ち前の器用さと、俺のオナニーを何回も観察していたからという理由があった。

　しかし、山本さんの手コキは開始数秒でもうそのレベルを超えていた。何往復かする頃には竿全体が我慢汁まみれで、始めこそはゆっくりと前後に擦っていた山本さんも、痺れを切らしたようにすぐに素早い手コキへと切り替えてきた。

「あっ、あっ、あっ……山本さんの手……気持ちいい……っ！　うぅ、ああっ……こんなっ、ああっ……！」

「ソトミチくんの、すっごく硬くてステキだよ…………脈打ってるのまでわかる……はあっ、どうしよう……ずっと触ってたい……」

　山本さんは長い指で亀頭から根元までを丁寧に撫でて、すでに俺の右手よりも男根のツボを把握しているくせに、まるで勃起したペニスに初めて触れたかのような歓びを声に滲ませていた。

「や、山本さんっ、急にそんなっ……ああっ、あっ、やばいって……！　で、出る、出ちゃうから……！」

「んー？　出ちゃうの？　でも、まだ頑張ってるね、ソトミチくん……もっと喘いで……もっと、私の手で感じて、ソトミチくんっ……！」

　山本さんは横顔でもわかるくらいに恍惚とした表情で、背後から腕を回して手コキをしてくる。そのむっちりとした体を全身で押しつけるようにギュウギュウと抱きついてきて、俺たちはさながら情熱的なバックハグをする恋人のようだった。

「うっ、ううっ……ああああっ……も、もう出るうっ……！」

　俺の陰茎にはもう射精できるだけの刺激が与えられていた。というより、俺はもうイッているのだった。精液が出ていないというだけで、脳内にはオーガズムと同じだけの快楽物質が吐き出されている。

「ソトミチくんの、ピクンピクンって、お射精おねだりしてる……かわいい……。いっぱい我慢できたもんね。それじゃあ……」

　おっぱいにしよっか、と。

　山本さんがその言葉を俺の耳元で囁いた。

　そのときだった。

　──コンコン、とドアをノックする音が聞こえてきて、突然のことに俺と山本さんは咄嗟にエッチをやめて服を直した。俺の股間はズボンをはいても盛り上がりすぎて人に見せられる状態にはなく、俺は部屋の奥で資料の裁断を再開して、代わりに山本さんがドアを開けて対応してくれた。

「なんで鍵を掛けてるんだ？」

　やってきたのは担任だった。山本さんも俺を誘惑するためにＴシャツを脱いでブラ透けしているので、不純異性交遊を疑われたら弁明をするのは苦しい。

「男の子と二人きりで作業してるところを誰かにを見られたら、面倒なことになると思いまして」

「そうか。まあ構わんが。まだ資料の処理中か？　ずいぶんと熱心に探し物をしてくれてたみたいで助かるが、私は用があって学校を出るからお前らも切り上げてくれ」

「わかりました。では、プリントだけ置いて帰りますね」

　山本さんの沈着冷静としたサマに、担任は不自然な状況であるにもかかわらず何も突っ込んでくることはなかった。それでも、鍵は受け取っていくということで、俺たちが部屋に居続けることもできず。俺は股間を山本さんが間に入ることで上手い具合に隠してもらって、それからすぐに、近くのトイレに駆け込んで個室に籠った。

　山本さんが着ていたＴシャツは資料室の棚に隠してあって、それをドアを開ける直前に着ていたので、エッチをしていたことへの疑いは持たれなかったらしい。しばらくして動悸が落ち着いてから、俺は山本さんを待たせまいと、スマホを開いてペニスを萎えさせる動画でも見ることにしたのだが。

（ん？　なんだ？）

　スマホには一件のメッセージが送信されていた。

『いつもなら人が来る前に気づけるんだけど、夢中になりすぎちゃった。今回も射精させてあげられなくてごめんね。次はちゃんと中で出させてあげるから、また明日ね、ソトミチくん！』

　送り主は山本さんだった。

　俺はそのメッセージを読んで、激しく混乱した。

「えっ、マジ？　帰るの!?　……ってか、なんで俺のアカウントを知ってるんだ……!?」

　予想外の出来事の連続で、疲れきった頭に、ペニスは都合よく萎むことになった。それでもしばらくは動くことができなくて、俺は便器に座って天井を仰ぎ見ていた。

　あれだけの技巧で手コキをしてもらって、美優が相手なら邪魔が入る前にイッていたはずなのに、あの山本さんをしてもまだ俺はイケずじまいだ。まさかとは思うが、本当に美優以外ではイケないなんてことはないよな。山本さんでダメならいよいよ解決の芽が潰えることになる。まだ諦めるわけにはいかない。

（にしたって……山本さん、なんか本気っぽいよな……俺に対して……）

　これまではただの社交辞令だと思っていた言葉の数々が、心からの本音だったように思えてくる。それも含めて、山本さんへの告白が絶えない理由なのだとも考えられるが、いくら俺が山本さんを女として意識しなくなったからって、それだけでエッチを迫ってきたりするものかな。

　好きな相手じゃないと、エッチなんてしないだろ、普通。美優といい、山本さんといい、どうしてこうもミステリアスな女の子ばかりなんだ。

（あー、ムラムラする。もうダメだ、早く帰って抜こう。美優に濃いのを飲んでもらわないと気が済まない）

　そうして俺は、再びペニスが勃起してしまわぬうちに、並々ならぬ性欲を抱えたまま帰宅をした。

　家に帰るまでずっと早足で、かなりの汗をかいてしまったが、シャワーを浴びることすらもどかしかった。俺は顔だけを洗って、冷房に体を慣らしてから、すぐにリビングに入った。

「ただいま、美優」

　美優はソファーの脚に背を預けて、ファッション雑誌を読んでいるところだった。暇そうだし、精液を飲んでくれるはず。すぐにでも射精させてもらおう。

「早速で悪いんだが、頼み事があって」

「はいはい」

　美優は俺が用件を伝える前に、雑誌を畳んでテーブルに置いて、俺の前で正座をして顔を上げた。

「どうぞ」

　どうやら俺が射精したがってることがわかったらしい。美優の感情を読み取る術は、このようなときにも役立っている。だからこそ、佐知子にも俺にも、あれだけ上手に世話を焼けたわけだな。

「また濃いのが出そうなんだけど、いいかな？」

　俺が尋ねると、美優は眉根を下げて辟易した顔になった。

「帰ってきて早々にお願いしてくるぐらいだから、まあムラムラしてらっしゃるんだろうなとは思いましたが。何にそんなムラつくことがあったんですかね」

「学校で、山本さんと。色々あってな」

「エッチなこと？」

「そんなとこ」

　俺の回答に、美優は真顔でジッと俺を眺めてくるだけだった。俺が美優以外の女の子で興奮するということは、妹離れへの第一歩である。ということは、美優からするとこの流れは好ましいはずなのだが。

「どうしてかこのところ、山本さんが俺と親しくしてくれて。悩みも聞いてくれるっていうし、エッチな雰囲気にもなってきてるから、いい傾向かもしれないんだ」

「じゃあ私が飲まなくてもいいのでは？」

「それはっ……」

　そう、そうなる。妹離れをするということは、そういうことなのだ。

「まあいいけどさ」

　美優は軽く顎を上げてぼーっと俺を見つめてきて、それが「するなら早く射精して」という催促であることも、俺はだいぶ察せるようになってきた。妹離れしてしまえば、なんの意味もないんだけれど。俺は冷たい風に吹かれたような寂しさを覚えながらも、性欲に任せて露出させたペニスを擦った。

「すぐに、出すからな……」

　美優の目の前でオナニーをしていると、今度は山本さんに対しての申し訳なさが募っていった。こんな俺を高く評価してもらって、やっていることはこんなことで、兄妹でエッチなことをするのはやっぱりよくないことだったのかもしれない。

　美優は黙りこくったままで、妹離れの糸口が掴めたことをそれほど喜んでくれてはいなかった。そんなことよりも、濃い精液を飲まされるのが嫌みたいだ。とはいえ、いつだかは溜まっているときの精液は苦いから飲まないと言われもしたが、美優の態度はお風呂の一件から加速的に軟化していて、最近では濃い精液を口に出すこと自体は許してくれていたりする。

　このまま俺が美優以外で射精できるようになったら、俺は美優に精液を飲んでもらうことはなくなるんだ。これまで俺の射精を受け止めてくれていた理由を聞く機会もなくなってしまうけど、いつまでも妹に頼ってばかりの生活からは、もういい加減に抜け出すべきなんだよな。

「うっ……ふう、あと、ちょっとで出るはずなんだけど……！」

　一生懸命に竿を擦るのだが、美優に射精できなくなった生活を想像すると寂しさに気が散ってしまって、射精のスイッチが入らなかった。ムラムラはしているので出しておきたいが、時間をかけすぎると美優に悪い。

「少しだけ、協力してもらってもいいかな？」

「ん？　何をしてほしいの？」

　美優は目を覚ましたように瞼をぱっちりと開いた。

「ここの、先っぽだけでいいから、指で触ってくれないかな？」

　美優の意志で俺のペニスに触れるという、これまでだったら間違いなく断られていたお願い。それでも、美優はいつものように嫌な顔をしたり、毒を吐いたりはしなかった。

「指で？　こういう感じ？」

　美優は人差し指を伸ばして、俺がペニスを握って皮で擦っていた亀頭を、我慢汁を塗りたくるように指の腹で撫で回してくれた。

「ん、あっ……！　ああ、いいっ……！　すぐに出そう……！」

　物理的な刺激以上に、美優が俺のペニスに触れてくれているという事実に興奮をしている体が、精液を出そうと脳に神経パルスを送っていく。

「んんっ……あっ、美優っ、出るよ……！　口を開けて、飲んで……！」

「出るとなったら早いよね。はい……んっ……」

　美優は俺の要望通りに口を開けてくれて、お願いをせずとも下唇に被せてくれた舌の上に、俺は白い液体をびゅっ、びゅっ、と飛ばしていった。

「うっ……ふぅ……。はあ、美優の口に射精するの、ほんと気持ちいいよ」

「それはようございました」

　美優はごくんと精液を胃に流して、唇の端をティッシュで拭いた。

「直接口でしてもらったら、どれぐらい出るんだろうな」

「そんなことは想像させないでください」

　美優は喉の引っ掛かりを気にして、精液を飲む大変さをアピールしながらも、指先についた液カスをチュッと吸いついて舐め取った。ここまでしてくれる妹はどうして手コキもフェラもしてくれないんだろうな。

「もうスッキリした？」

「ああ。ありがとう」

　俺はペニスをしまってズボンを上げる。

「では、私からもお兄ちゃんにお話がありまして。一つお願いしたいことがあるんだけど、いい？」

「おお！　なんでも言ってくれ。美優には助けてもらってばかりだからな。できる限り力になりたい」

　美優からの頼み事なんて、俺からすれば嬉しいくらいだ。恩を返す機会を逃がすわけにはいかない。

「具体的に何をしてほしいって話ではなくて。私、明日はすごく不機嫌かもしれないから。どう言えばいいのかわからないけど、とにかく気をつけてもらえると嬉しいかな」

「そんなことなら、もちろん、構わないよ」

　明日って普通に平日だよな。学校で特別なイベントでもあるのだろうか。

「よろしくね」

　それだけ言って、美優はリビングを出て部屋に戻っていった。階段を登っていくその背中は、いつもと変わりない、筋の通った美しい後ろ姿だった。











０２．妹の深刻な悩み









　美優に不思議なお願いをされた俺は、その翌日となる放課後の帰路にいた。「明日は不機嫌かもしれない」と忠告してきた美優の意図からすると、俺が下手を打てば美優を怒らせる可能性があるということ。

　いわゆる女の子の日でもメンタルの不調を言い訳にすることのなかった美優があえて俺に宣言してくるほどの事情だ。充分に警戒をしておくべきだし、何よりも心配をしておいてやるべきだと俺は思った。

「ただいま」

　すっかり板についた帰宅の言葉に、返事はなかった。鍵が開いていたから美優が帰ってきているはず。リビングに近づくとかすかに鼻腔を突く香ばしい匂いが。魚を調理したものだ。香りの強さからして料理がもうできているぐらいで、タイミングが悪く声が届かなかったのかもしれない。

　俺はリビングのドアを開けて、再び美優に帰宅の報せをする──つもりだった、その行動は、ドアを開けた瞬間に飛び込んできた、衝撃の光景にキャンセルされることとなった。

「み、美優……!?」

　救急車を呼ぶべきか、本気で迷った。

　美優が倒れていたのだ。ソファーの上で、うつ伏せに。

　鞄も床に放ったらかしたまま、ブラウスのボタンは中途半端に開けられて、潰れた乳房が大胆に露出してしまっている。腰からはブラウスどころかキャミソールの裾まではみ出ていて、こんなにだらしなく美優が寝ることなんて、物心がついてからは一度だってなかった。

「美優!!　大丈夫か!?」

　俺は急いで美優に駆け寄り、体を揺すった。美優の背中は上下に動いていて、口からは呼吸音が聞こえる。意識不明ではないみたいだ。過労か、熱中症の可能性もあり得る。

　俺は冷蔵庫から水を取り出し、コップに注ぐと、美優の足を下ろしてソファーに座らせた。美優はかすかに目を開けようとするだけで、ぐったりしたまま。水を飲みやすいように美優の上体を支えてやるが、それでも美優の首が据わっていなくて、俺が飲ませてやるのも難しかった。発熱、発汗はなく、目立った外傷もないようだが。

「美優、どうした。水を持ってきたけど、いるか？」

　俺が尋ねると、美優はなんとかわかるくらいに首を横に振った。

　このときの俺の脳を支配しているのは不安と恐怖だけだった。そのせいで、普段は考えないようなことばかりが浮かんできた。

　帰宅途中に暴漢に襲われたのではないかとか、学校でイジメにあったのではないかとか。果てには、海外からやってきた虫に刺されて病気になっているのではないかなど、突拍子もないことまでが頭に浮かんだ。

　体に異変がないかを確かめるために、脱がすことにも躊躇はなかった。隠れた傷はないか、痣はないか、炎症はないかと。ブラウスの裾を上げて背中まで確認して、やがてどこを探しても見つからない異常に、俺の頭は徐々に冷静になっていった。

「うむぅ……んにゃむにゃ……ふぅっ、うん……」

　そんな俺の心労など知らない美優は、寝言とも取れない声を出して俺に寄り掛かってきた。

「……み、美優？　もしかして……寝てるだけ、なのか？」

　俺に体重を預けてきた美優の顔は、いつもの仏頂面からは考えられないほど安らかで、俺の緊張はそこで一気に解けてしまった。そんな油断が俺の腕から支える力を奪って、美優の体がすり抜けて倒れそうになったところを、俺は両手で、がっしりと、掴んでしまった。

　不意のことだった。そのままゆっくり横にしてやればよかったのに、美優が頭から床に落ちたら大変だと、無理をして美優の体を支えてしまった。

「おわっ、や、やば……」

　服の上から美優の胸を掴んでいた。大きくて柔らかい、その豊かな実りを。何度も触れたいと思って、一度も確かめることができなかった美優の感触。予想通りの弾力に、想像以上の柔らかさがあって、鷲掴みにすると、圧縮されきらずに溢れた贅肉の厚みを指の間に感じることができる。

　そこでやってきた、第二の混乱。俺はブラウスの上から美優の胸を鷲掴みにしているのに、どうしてこんなにも柔らかいのか。

　俺は美優の裸を抱いているわけではない。服の上から触れているということは、そこには当然として硬さが存在しているはず。なぜなら、このサイズの胸を持つ女の子が、ブラジャーをしていないはずがないからだ。

「つけて、ない……？」

　無意識のうちに揉んでいた。布の上からでも吸いつくような柔らかさに、本能が我慢をすることを許さなかった。美優のおっぱいを堪能しながら、俺はそれを確かに見たのだ。テーブルの下に投げ捨てられた、カップ面積の広いブラジャーを。焦るあまり埒外になっていたが、体に異常がないかを確かめたときに美優がノーブラであることに気づいておくべきだった。

　ここまで手に収まってしまうと、もう、ダメだ。柔らかくて、気持ちいい。ずっと揉んでいたい。死ぬまでに、一度だけでもいいから、この乳内での射精を──

「ふぁ……んん…………あれ、わたし……なんでこんなところに……？」

「み、美優、起きたのか！　よかった！」

　俺は慌てて手を離し、美優を解放してソファーを降りた。

　そこにはきちんと背筋を伸ばし、瞼を擦る美優がいる。

「あ、お兄ちゃんだ。おはよう」

　美優は自分が帰宅してから今までのことを覚えていないようだった。料理を作ったのは間違いなく美優のはずだが、寝込んで記憶が飛ぶほどショッキングなことがあったのか。

「おはよう、美優。そんな格好で寝るなんて、らしくないな」

「ん？　そんな格好って……」

　俺の言葉の意味を、美優は数秒かけて理解して、周囲を見渡してから、自らの惨状に深いため息をついた。

「ああ、そっか。うん。ダメだったみたい」

「ダメだった？　何がだ？」

　訊いてはみたが、美優が俺の質問に答えることはなく、のそのそと無気力に服を着直していくだけだった。俺がブラジャーを拾って渡してやると、美優は受け取る前に自分の胸を何度か触って、首を傾げてからそれを身に着けた。

　違和感を残してしまったか。今さらながらとんでもなくリスキーなことをした。俺の目の前でもおっぱいを丸出しにしてブラジャーを着けている辺り、美優もまだ頭は冴えていないみたいだけど。

　マズいことをしてしまったよな。でも、最初に掴んだのは事故なんだ。それは間違いない。揉んだのは、申し訳ないけど。そこは不可抗力ということで。

「ご飯、そういえば私が作ったんだっけ。一緒に食べよっか」

　美優がおぼつかない足でキッチンに向って、そこからテーブルに運んできたのは鯛のムニエルととろろの定食だった。これを作るだけの気力はあったのか。こんな立派な料理を用意してもらって、兄である俺は無断でおっぱいを揉んでいるなんて。最低だ。これはさすがに懺悔しなければならない。

「お兄ちゃん、帰ってくるの遅かったね」

「色々あってな」

「また奏さんとエッチしてたの？」

「あ、いや！　鈴原と、夏休みのことについて話をしてて……！」

「へえ。そう」

　なんだその遠い物を見るような目は。嘘はついてないけど、もし仮に俺が山本さんとエッチしてたって構わないだろ。美優のことを考えずに射精できるようになったら、いよいよ妹離れができるんだから。

「まあいいんだけどさ。さっきはごめんね、心配をかけて」

「怪我とか病気ではないんだろ？」

「うん」

　美優はとろろに醤油を垂らして力なくかき混ぜる。

「俺からも、ひとつ、謝罪しなきゃならないことがあるんだ」

「ん？　どうしたの？」

　俺は美優の置いた醤油を取り、行動のミラーリングとしてとろろをもう片方の手に持って、ごく自然な流れになるようにその言葉を口にした。

「さっき美優が寝てるとき、胸を揉んでしまって……」

　それを言いきったか、言いきらなかったかのところで、『ダンッ!!』と強い打撃音が俺の真向かいのテーブルで鳴った。俺は飛び跳ねるように驚いて、その後に手に持っていたとろろが器ごとなくなっていたことに気づく。

　美優が俺から奪っていた。とろろだけではない。ムニエルから味噌汁、漬物に至るまで。米以外のすべてが、いつの間にか美優側のテーブルに並べられていた。

「と……とろろ……」

　おかずになりそうなものが醤油だけになった俺が、ポツリと呟いた。

　その言葉に、殺意を眉間に寄せた美優が俺を睨んできた。

「知らない。自分の精液でもかけて食べれば」

　美優は俺の分のムニエルをバクッと大口で早食いすると、とろろを二人分かき混ぜて茶碗に流し込んだ。

「わ、悪かったとは思ってる！　でも、美優の体を支えてたら、タイミング悪く……あくまでも事故であって……！」

「いい機会だから、お兄ちゃんの精液がどれくらい不味いか知るといいよ」

　やばい、めっちゃ怒ってる。機嫌が悪いとは言っていたが、ここまで美優が感情的になるなんて。

「そ、そんなに、不味いのか」

　気まずい雰囲気で終わるのが嫌で、俺はどうにか会話を繋ぐ。

「とろろの五倍は粘つくし、イカ刺しの三倍は生臭い」

「そこまで酷いのか……」

「そもそもお兄ちゃんは量が多すぎ。男優さんだってそんなに出してなかったよ」

　美優の説教は続いた。美優は佐知子にセックスを教えるためにＡＶで勉強をしていたことがある。せっかく他に男を知らない娘だったのに、比較対象ができてしまっていた。

「精液だって濃すぎだし。お兄ちゃんは私のことを考えないと射精ができないんだよね？　どうしてそんなにたくさん精子が出るの？」

「す、すまん」

「私は妹だよ？　血の繋がった実の妹。毎日のように抜いてるくせに、どこにそんな量の精液を溜め込んでるのかな。まったく」

「俺も不思議なくらいです……」

「私が人とスキンシップを取らないのは知ってるよね？　おっぱいはダメって、お風呂でもあれだけ言ったのにさ。お兄ちゃん、最近は女の子にモテるとか勘違いしてない？　私が方々に手を回してあげなきゃ、お兄ちゃんなんて女の子とロクにお喋りもできないのに。家事ができることを抜いたらお兄ちゃんに残るのなんて性欲だけでしょ」

　ああ、ダメだ。もう手のつけようがない。

　何一つとして俺に非がないところがない。

「孕ませたがり」

「申し訳ない」

「変態」

「ごめん」

「ばか」

「ほんと悪かった……」

　美優の声がだんだんと小さくなっていく。怒気が収まってきたのか、美優はしばらく黙り込んでから、静かに食事の手を進めた。

　ご飯のお供を冷蔵庫から取ってくるのも気が引けたので、俺は醤油だけで米を食べることにした。こんなことで誠意になるとは思えないけど。

　お互いに何も言わなくなって、静かになって、美優が茶碗をテーブルに置く。

「ごめん。ちょっと言いすぎた、かも」

　美優は気まずそうに伏し目で謝ってきた。

「いやいや。完全に俺に問題があるから。美優は何も悪くないよ」

　恩を仇で返すつもりなんて毛頭ない。それどころか美優から受けた恩は二倍にも三倍にもして返してやりたい。でも、俺にはまだそれだけの能力がなくて、いつも後手後手だった。

「はぁ……」

　美優は大きなため息をつくと、泣きそうな顔になった。

「わ、悪かったって！　お詫びは何でもするから！」

「うん。まあお詫びはしてもらうつもりだけど。そうじゃなくてね」

　美優は茶碗のまだ手をつけていない側から、溢れそうな分のとろろを元の容器に入れ直して俺のテーブルに戻した。

「今日は何かあったのか？」

「まあ、うん」

　それから、美優は話を続けなかった。俺も深掘りする気にはなれなくて、お互いに黙ったまま食事を終えた。食器をキッチンに運んで、俺が洗い物をしようとしたところで、その手が止まった。美優がソファーで膝を抱えていたのだ。

「なにか、買ってこようか？　それとも……なんだ。紅茶でも、飲むか……？」

　真面目に淹れたことのない俺の紅茶など、美優からしたら飲めたものではないだろうけど。こんな俺でもできることがあるなら美優にしてあげたかった。どんなことでもいい。美優の気が楽になるのであれば。

「ありがと。別に何もいらないよ」

　美優はそう呟いて顔を膝に埋めて丸くなった。こんなに弱った美優は初めて見た。一人にしてやったほうがいいのかもしれない。でも、それなら自分の部屋に戻るような気もするし。美優がリビングから出ていくまでは、俺もここに残っていることにするかな。

「今日ね、健康診断があったの」

　顔を俯かせたまま美優は口を開いた。

「健康診断？　こんな時期に？」

「六月に学校で季節外れのインフルエンザが流行って。中間試験もあったから、この時期に延期になったの」

「そうだったのか。で、その健康診断がどうかしたのか？」

　学校の健康診断なんて、目と歯を診る以外は身体測定しかないよな。今さらになって、ここまで落ち込むようなことなんてないと思うけど。

「身長」

　美優がボソッと呟く。

「去年から一センチしか伸びてなかった」

　なるほど、そうだったのか。でも一センチも伸びたなら、元々小柄な美優からしたら悲劇的な数値でもないような。

「それは、残念だったな。身長は、努力じゃどうにもならないもんな」

「それなのに」

　美優は俺の言葉を遮るように続けた。

「おっぱいが四センチも大きくなってた」

　鼻水を啜る音が聞こえた。美優が泣いている。

「そ、それはまた……」

　おっぱいって、胸囲が去年より四センチ増えてたってことだよな。

「そんなに成長してたら、ブラのサイズが合わなくなるんじゃないか？」

「だから先月にも新しいのを買ったんだよ。そのときは、まだ去年と比べて二センチも大きくなってなかったのに」

　バストの成長が直接カップサイズに効いてくるとは限らない。でも、美優を見る限り、胸だけが成長していることは明らかだ。プラス四センチがそのままトップとアンダーの差に響いてくる。

「この数カ月で急に二センチ以上も増えたのか……」

　あり得る話なのかはわからないが、それが本当だとしたら、下手をすればまたブラの替え時が来ていることになる。

「最近は多少痩せ型になってもご飯の量を抑えてたのに。もうイヤ……可愛い服がない……形も維持できない……」

　美優は体を抱えたままソファーに横たわった。もとより自分の見栄えにこだわる美優のことだ。そのダメージは深刻なようだった。

「実際……その……どれくらい……なんだろうな……」

　気になることを聞こうとして、さすがにデリカシーがなさすぎたかと小声になった。

「……Ｇカップ」

　美優は生気の抜けた声で答えた。

「が、もうキツい。ホックの外側を使ってなんとか入ってる。これ以上大きくなったらまた買い直し。お金かかる。肩凝る。周りの目が気持ち悪い。もう家から出たくない」

　憂鬱な胸を抱いて呪詛のように呟いた。この数カ月で急激に成長した美優のバストサイズ。俺との関係が変わったのもその辺りからだ。美優が俺に胸を揉まれて怒ったのは、そういう背景があったからだと思う。

「その、悪かったな」

　自然と謝罪の言葉が出た。

「私の胸に触ったこと？」

「それもあるけど。飲ませてたのとか」

　精液を飲んだら胸が大きくなる、なんて話は聞いたことがないが、思春期の発育にまったく影響がないとも考えにくい。それに、飲ませていたこと自体も、あれだけ不味いと言われてしまうとな。美優は感情を面に出さないから、てっきり精液の味が気にならないタイプなのかと思っていた。

「うーん……それが原因じゃないとは言いきれないけど……。飲んでたのは私の意思だから、謝られるのも違う気がする」

　美優は俺が精液を飲ませていたことを問題とは思っていないようだった。まあ美優の言う通り、美優が飲むことを同意していなければこの関係はあり得なかったし、そもそもの始まりはオナニーを手伝うという美優からの提案だからな。

「でも、これからは、控えたほうがいいよな」

「彼女作りをまだ諦めてないなら、控えたほうがいいかもね」

「諦めたわけではないけど。じゃあ、その、したいって言ったら？」

「今？　また射精したいの？」

「お、おう」

「はあ。別にいいけど」

「えっ。マジで」

　頼んでおいてなんだが、この妹の判断基準はどこかおかしいんじゃないか。

「俺の精液、不味いんじゃなかったのか？」

「不味いよ。何度も言ってる通り、すごく不味い。でも、不味いのと嫌いなのは別だから」

　怒気がすっかりと落ち着いた声で「イヤなら飲んでないし」と続いた美優の言葉に、俺はそれはそうだと思いながらも、不味い物は普通は飲みたがらないのではと逆に混乱を深めていくばかりだった。

「で、射精したいの？」

　美優にそう訊かれて、俺のペニスが欲望と共に膨れ上がってくる。先ほど触れた美優の胸の感触が手のひらに蘇ってきて、無許可で揉みしだいてしまった罪悪感に鼓動が大きくなっていった。

　美優の口に射精するという行為だけは、何度も繰り返しても飽きることがない。それでも、こんな落ち込んでいる妹に、射精をするなんて。そんなこと、考えられるわけが──

「……だ、出したい」

　下半身は本心を隠さなかった。スラックスの上からでもはっきりとわかるぐらいにペニスが膨張している。昨日だって美優に飲んでもらったのに、俺は落ち込む妹を相手に欲情している。

　美優が相手だと理性が働かない。歯止めが利かない。常人なら弁えるはずの状況でも、美優が射精を許してくれるとなったら、俺の体は性欲を第一に優先してしまう。

「イキたくなったら我慢しないでね」

　美優は疲れた体を労るようにソファーに横になった。我が家の両親が帰宅するにはまだ早い時間だが、夕方ともなると可能性がないわけでもない。であれば自分たちの部屋に移動するのが最も安全なのだが、そんな流れでないことはお互いにわかっていた。

「昨日みたいに先っぽを触ってもらうのは、ダメなんだよな？」

　美優に亀頭をイジってもらいながら射精するのは、死ぬほど気持ちがよかった。

「しちゃった事実があるので、ダメとまでは言いませんが。今回はお断りしておきます。私が手で出してあげるのと変わらなくなりそうだし」

　なるほど、それはそうだよな。昨日のあれだって、お風呂場での手コキで美優の感覚が慣れていたからこそ、ギリギリで許されていただけのことだもんな。

「なら、匂いを嗅ぐのとかは、どうかな」

「どうしても妹をオカズにしたいんですか……」

「も、申し訳ない」

　山本さんと上手くいきかけているのに、妹をオカズに抜くなんておかしな話だとはわかっているが、こうしんみりした空気になるとどうしても美優にお願いしたくなる。

「まあいいんだけどさ」

　いいのか。優しい妹だな。

「パンツとか靴下は論外として、どこの匂いを嗅ぎたいの？」

「制服で、いいんだ。その、今着てる、シャツとか」

「えっ、髪の毛とかじゃないんだ。女の子の制服の匂いを嗅ぎたいって、フェチっぽくて気持ち悪いんだけど……」

「だ、だよな」

　俺もどうかしていた。山本さんとのエッチのせいで、制服への妙なこだわりが生まれてしまっていた。素直に髪の毛の匂いを嗅がせてくれとお願いするべきだった。

「でもしょうがないか」

　何がしょうがないのかはわからないのだが、美優は思いがけず協力的で、自分の鳩尾のあたり──ちょうどブラウスがおっぱいに押し上げられてできる布の浮き際を、トントンと手で叩いて俺に示してきた。

「ほら」

　俺は導かれるがままに美優の横に膝立ちをした。そこなら匂いを嗅いでも構わないということらしい。その場所は下乳側にある逆谷間とも呼べる場所で、それこそフェチゾーンなんだが、この妹はもう俺を更生させるつもりなんてないんだろうな。

　俺もこのときだけは妹離れだとかを忘れ去ってパンツを脱ぎ、ペニスを擦りながら美優の胸とお腹の間に鼻を近づけた。

「あぁ……すぅ……はぁ……ああぁっ…………脳が……溶ける……！」

　鼻腔いっぱいに空気を吸い込むと、麻薬のように脳に痺れが広がった。

　あまりにも濃すぎる、美優の匂い。女の子特有の甘さ。柔軟剤の香りに、胸の谷間から流れてきた汗が混じった陽だまりのようなフレグランス。

　肉棒を握るその手が、浮き出す血管を捉えていた。心臓が供給してくる血液の量に、海綿体のキャパシティが追いついていない。美優の下乳の匂いを嗅ぎたいあまりに肺が異常稼働して過呼吸にさえなりそうになる。

「お兄ちゃんてほんと私のこと好きだよね」

　そんな俺の様子を見て、荒い鼻息に紛れてしまいそうな小声で美優が呟いた。俺の性癖のすべてを捻じ曲げた元凶である美優は、俺の性欲を形作る母親のような存在で、こうして下乳の匂いを嗅いでいると、甘えたい気持ちが芽生えてしまう。

「美優のこと、好きになりすぎて……ふっ、すうぅっ……はぁ……正直、彼女を作れる自信がない……」

「妹離れができるのはいつになるだろうね」

「わからない……一生ムリかも……」

「そんなこと言わないの」

　美優の声は優しかった。内側から押し広げようとする血の圧力でペニスが痛い。それでも容赦なく送りつけられる血液に、ビクンビクンとペニスが跳ね上がる。吹き出す先走りのカウパーが、悲鳴に喘いで涎を垂らしているようだった。

「うぅぅ……美優……ぁ……あぁぁ……すごく興奮するよ……」

　ぼやけた頭が、麻酔をかけられたようにふわふわする。その頭頂に人肌が乗っていたことに、俺が気づいたのは一分ほどしてからだった。

　美優に頭を撫でられている。それを認識した瞬間から、髪の毛の一本一本が美優の体温を感じ始めた。

「あぁっ……ッぐ……うぅぁぁはぁ……！」

　それはもはや性感帯への愛撫と等しかった。美優の手が俺の頭をひと撫でするごとに、快楽のパルスが雪崩のように押し寄せてくる。

「気持ちいいならさっさと出そうね、お兄ちゃん」

　冷淡なそのセリフすら、俺の射精を煽る責め句となっていた。

「美優……はぁぁ……ぁああっ……美優ッ……！」

　速まるストロークに、美優も射精まで間もないことを感じ取っていたはず。

「お兄ちゃん、息を止めて」

　それなのに、美優はあまりに残酷な命令を俺に下してきた。思わず赤ん坊のように喚き散らしたくなった。それでも、美優の命令に逆らう権利などない俺は、素直に息を止めた。

　薄くなっていく血中の酸素濃度に、意識が遠のいていく。美優という脳内麻薬がどうにかごまかしていた苦しさが、危険信号を発していた。オナニーの快感まで薄くなって、手が止まりかけた、そのとき。

「はい、深呼吸」

　美優は俺の頭を撫でていた手を、左右で重ねて。

　ギュッと、自らのお腹に俺の顔を押しつけた。

「んっ……んんんっ……!!」

　息を吸い込んだ瞬間、酸素の吸収を求めたヘモグロビンは美優のフェロモンに染め上げられた。全身に美優の匂いが駆け巡って、ほとんど暴発してしまっているペニスの根元を強く握り、俺は急いで立ち上がって美優の口に精液をぶちまけた。発射したというより、注いだと表現した方が正しいほど、ドロドロと精液が流れ出てきて、美優の口は舌根が白濁液で見えないくらいに満たされていた。

「あ……んむっ……。ほんと不味い」

　美優はいつもと変わらない感想を呟いて、ふて寝するようにソファーの背もたれに顔を向けて眠りについた。

　山本さんに妹離れのチャンスを得た直後だというのに、どうして俺はまた、妹の口に精液を出しているのか。いくら頭を捻っても答えの出ないその謎に、俺は情けなく下半身を露出させたまま棒立ちして、その日はもう考えることをやめた。











０３．悩む妹、悩まない兄









　テーブルの上には四つのランチョンマットが並べられている。皿が置かれているのはそのうちの三つで、俺と、母親と、父親の分。

　今日の朝食はパンに各々が好きなものを乗せるもの。両親はケチャップやチーズを乗せるピザスタイル。俺はオーソドックスにマーガリンとジャム、もしくは砂糖。美優はサラダや目玉焼きを乗せて食べることが多い。

「こーちゃん、私たち、明日からもう旅行に出ちゃうから。美優の世話はよろしくね」

「ん、ああ」

　俺はパンを頬張って、リビングの外にある階段に意識を向ける。まだ登校日は残っているのに、美優が朝飯を食べに来ていない。

「あの子は普段はしっかりしてるけど、ちょっとしたことで気が抜けちゃうときがあるから。事故だけは起こさないように注意してあげるのよ」

　先に朝食を済ませた母親は、慌ただしく仕事用の鞄の中身を確認している。

　母親の言うとおり、美優にも危なっかしいところはある。美優は普通の女の子に完璧の皮を被せたタイプだ。生まれつきの秀才だったわけではなく、努力の積み重ねで今に至っている。きっと美優の冷静さはその努力の過程で染みついた緊張感からくるもので、その糸さえ切れてしまえばむしろか弱いくらいの女の子に戻ってしまうのだ。

　美優がご飯を食べに来ない理由はどう考えても昨日の健康診断にある。胸の大きさにコンプレックスを抱いていた美優は、ついに九十の大台に乗ってしまったバストサイズに頭を悩ませている。そのショックがまだ抜けきっていないのだろう。美優のことだから数日休んだところで出席日数が足りなくなることはないはずだが、起こさなかったら無視をしたみたいで後味が悪い。

　俺は食事を手早く終えて美優の部屋に行くことにした。妹とはいえ女の子の部屋なのでズカズカと入っていくわけにもいかず、ノックをしてみるも反応がない。

　ドアを開けて中を覗くと、布団が饅頭のように盛り上がっていた。

　登校の準備すらしていないようだ。

「美優、朝だぞ」

　俺が声をかけてさえ返事はなかった。昨日の事件からわかったことだが、美優は疲れて寝ているときは極端に起きにくい。

　俺は美優の部屋に入り、ドアを閉める。内装は以前と変わりはなく、淡白ながらも女の子らしい赤みのある配色。しかし、床は珍しく散らかっていて、服や美容品が出されたままになっていた。

「起きろ、美優。学校に遅れるぞ」

　俺は頭のてっぺんだけを出して寝ている美優の肩を、布団の上から揺さぶった。

「ん……んにゅ……」

　美優は布団の中から第二関節までをニョキッと生やして、目の下まで布団を下ろす。眩しそうに俺を見る顔が不機嫌そうだった。

「もうご飯を食べないと間に合わないから起こしにきたよ。休むなら休むでいいけど、どうする？」

「……行く」

　言葉とは正反対に、美優は頭まで布団を被り直す。これは重症だ。いつも必要以上にきっちりしているだけに、その落差からしてどれほどのショックを受けているかがわかる。

「今朝はパンだから、部屋で食べるなら作ってくるぞ」

　床が汚れたり壁にニオイがつくからと、部屋で食事をするのを好まない美優だが、こぼれにくいように作ってくればパンくらいは食べるだろう。勉強のときはココアとかも持ち込んでるみたいだし。

　俺の提案に、美優はまた顔を出した。いつもの愛らしい眼に戻っている。

「それは嬉しいけど、食欲がないんだよね」

　美優がギリギリまで寝ていた理由はそれだったか。ご飯を食べないなら、なるほどたしかにまだ寝ていても登校まで余裕がある。なら俺は食器を片付けに戻るか。

　そう思って部屋を出ようとしたところで、俺はふと美優のベッドの足元に違和感を覚えた。背後で美優が起き上がる音がして、布団が退けられると、その違和感の正体があらわになる。

　淡い柑橘色のパンツが一つ転がっていたのだ。セットのブラジャーと思われる肩紐までもが布団からはみ出ていて、その奥にはパジャマの裾らしき部分が見えている。

　頭をよぎる予感。いや、すでに確信となっていたそれは、俺の好奇心から配慮の二文字を奪い去っていた。

「あっ……」

　美優がそれを自覚したのと、俺が振り返ったのが、ほぼ同時だった。起き上がった美優の体が、朝日を浴びて白く輝いている。その上半身には美優の悩みの種が成熟していて、先端には淡いピンク色の膨らみが芽吹いている。

「ううっ……そうだった……」

　美優は首から下を布団で覆い隠した。「そうだった」というのがどのような意味を持つのか、さすがの俺でも理解することができた。邪推などしたくはなくても、どう考えたってそうだったとしか考えられない。

　止まない想像が俺の下半身に熱を集めていった。布団の中で脱がれた服……最初から着ていなかったのならそれだけのことだったが、美優はわざわざ着ていたものを脱いで裸になった。俺だってまさかとは思ったが、これが指し示す事実は一つしかない。

「お兄ちゃん……」

　美優の恨みと羞恥の込められた声が俺の耳に届いた。それが俺の確信をより強固なものにして、肉棒にさらなる硬さを与えていた。

「これは、ですね、寝ているときに、サイズの合わないブラが苦しくなって。それで、脱いだだけでして……」

　美優が苦し紛れに言い訳をする声はだんだんと小さくなっていった。美優の体が成長しているのは胸だけなので、ブラジャーがキツくなってもパンツまで脱ぐ理由にはならない。

　沈黙が俺の返答だった。美優は必死に体のいい言い訳を探しているようだが、この状況がひっくり返るはずもなく。

「わ、私だって、若い体を持て余すことくらいあります」

　ついに美優が認めた。

　昨晩、一人でその体を慰めていたことを。

　声はまったく聞こえなかった。美優は俺にバレないように声を押し殺して、この布団の中で自らが与える性感に身悶えしていたのだろう。考えれば考えるほど危険な脳内物質が分泌されていく。生地の柔らかいスウェットが勃起に押し上げられて、いつもよりもペニスのサイズが誇張されていた。

「バカおにぃ……」

　美優の目も俺の膨らみを睨んでいた。股間には朝勃ちでも体感したことがないくらいの膨張感がある。ここで抜いておかないと、どうにか誤魔化して学校に行ったとしても、授業中は妹がオナニーする姿しか頭に浮かばなくなりそうだった。

「そんなものを見せられてしまうと、さすがにな」

「そんなものってなに？　妹だよ？　実の妹の見慣れた裸でしょ？　どうしてそんなに元気になっちゃうの？」

「裸を見ただけならまだ平気だったんだけど」

「ぐぬ……妹の一人エッチがそんなに興奮するんですか……」

　するに決まっている。というか正直に言うと、エッチをしていなかったとしても、この状況で裸を見たら勃起する。風呂場では幾度も見た美優の裸だが、ベッドの上となると少女の裸はより淫らに映るのだ。

「美優は、そういう気分じゃないかな」

「だ、出したければ、出せばいいじゃないですか。妹離れするって言っておきながら妹ばっかりオカズにして。本当に妹でしか抜けなくなっても知らないからね」

　美優は裸を隠しながら精一杯に俺を威嚇してきた。一生妹でしか抜けなくなるぐらいなんだというのだ。合意であるならばどうあれ遠慮はしない。

　俺はパンツを脱いで美優のベッドの横に立った。美優は不機嫌そうにしながらも俺が肉棒をシゴくのを眺めている。何度もしてきたことなのに恥ずかしさが消えることはなくて、でも今は妹にオナニーを見られる羞恥心さえ興奮材料になっていた。

「ふぅ……っ……すぐに、出ると思うから……口を近づけて……」

　ペニスに与えられる快感が最高潮に達して、腰をぐいっと前に突き出すが、それでも美優の口までは届かない。ベッドを精液で汚さずに射精を受け止めてもらうためには、美優に顔を近づけてもらう必要がある。

「はぁ、はぁ……美優、射精したいから、早く……」

「うむぅ……そうやって妹が当たり前に精液を飲んでくれると思って……人の苦労も知らずに……」

　美優は不服そうに俺を睨みつつも、射精を口で受け止めるために近づいてくれた。ベッドの脇に立つ俺の腰の高さまで顔を上げるとなれば、必然、美優は四つん這いの体勢になる。すでに見られていたこともあって、美優にも諦めがあったのか、はらりと美優の体を滑り落ちた布団に、隠されていた裸体があらわになった。

　射精に向けてペニスが二回りほど大きくなるのを感じた。美優の生のおっぱいだけではなく、まだ毛も生えていないつるつるのアソコまで視界に飛び込んできて、精液が射出されるまであと数秒の猶予もない──というところだった。

「お、お兄ちゃん、やっぱり射精するのちょっと待って」

「えっ……、こ、こんなタイミングで……！　もう出る寸前なんだけど……！」

「いいから。もう擦っちゃダメ」

「うっ……くっ……っ！」

　美優に制止されて、俺は急いでペニスの根元を握り、ギリギリのところで射精を耐えた。俺を勃起させたことは美優に責任があるとはいえ、射精をする権利はどんな状況にあっても妹側に委ねられているので、これは他にない選択肢だった。

「き、急に、どうしたんだよ？」

「いえ、その、学校の前にお兄ちゃんの精液を飲むのは、やっぱりちょっと困る都合がありまして」

　俺の質問に、美優は悩ましく裸体をくねくねさせて、真実半分といった口ぶりで答えた。

「これまでは登校前に飲んでたこともあっただろ？」

「最初のうちは大丈夫だったんだけどね。このところは事情が変わってきてて」

「……なんの？」

　精液を飲むことに何を困る事情があるのか。美優の裸に精液をぶっかけるプレイであれば、学校の前は避けたいという気持ちもわかるのだが。

　美優は歯がゆい表情で答えに詰まっている。これは追及しないでほしいのポーズなので、理由を教えてもらうのはひとまず諦めることにした。今は何よりも射精がしたい。

「なら、どうやって出せばいい？」

「ティッシュじゃダメなの？　世の男の人はみんなそうしてるよ？　お兄ちゃんなんか射精するところを妹に見ててもらえるのに、なんの不満があるの？」

「それは……そう言われると……」

　男は一生で作り出す精子のほとんどをティッシュに出している。日常的な性欲の処理までしてもらえる関係なんて、俺たち兄妹ぐらいのものだ。

　可愛い子に射精するところを見ていてもらえるだけでも、男にとってはオカズに足るだけのご褒美にはなるし、美優がそうしてくれるというならそれで手打ちするべきだとも思う。

「でも、ティッシュに出すのは、せっかくの精液がもったいないような気がしてな」

「お兄ちゃんの精液なんて一日で溜まるじゃないですか」

　だんだんと美優が正論を話すようになってきた。これはもうダメか。美優の言う通り、妹の裸をオカズにシコれるだけでもよしとするしかない。

「まあ、一応、代替案がなくはないけどさ」

　俺が諦めかけていたところで美優からの譲歩があった。この妹は抵抗を示すわりには最後のひと踏ん張りが甘い。というより、どうにも美優は『一度許可したからには』という義理人情を曲げられない性質のようなのだ。しかも、美優はこのところエッチに対して寛容になっていて、一応とか言いつつ結構なエロい提案をしてきたりする。

「実はね。このブラジャーがキツかったのは、嘘ではなくて」

「新しいブラを買ったんじゃないのか？」

　まさか、昨日の一晩だけで、また急激に胸が成長したというのか？　それはそれで、すごくエッチだけど……。俺の妹のおっぱいが大きくなりすぎて、お兄ちゃんは性欲を抑えるのがツラい。

「お兄ちゃんがまたおバカなことを考えてるのは無視して話を続けますが。この下着のセットは前から使ってた古いやつなのです」

　美優は柑橘色のブラジャーを手に取って、紐をかけずにカップだけをおっぱいに当てた。脇の辺りの肉は目に見えて収まっていなくて、ブラ紐は両サイドから垂れ下がっていて、なんだか絵面がエロかった。

「そういや、普段使いのブラジャーだな、それ。美優が寝るときはナイトブラだったはずだけど」

「……妹の下着事情に詳しすぎませんか」

「俺が洗濯をしてる都合だから！」

「はあ。さいですか」

　美優は冷ややかな目を流して俺を批難してくる。いいじゃないか妹がナイトブラをつけてることを把握していたって。こっそり生理周期を記録しているとかではないのだから。

「で、その、ブラジャーがキツいことが、どう代替案に繋がるんだ？　まさかとは思うけど、そのキツキツのブラジャーをつけてパイズリをさせてくれるとかじゃないよな？」

「死んでもしませんそんな変態プレイは」

　そうか。山本さんは似たようなプレイをノリノリで承諾してくれたんだけどな。やっぱり山本さんは変態だったのかな。

「いいですか。これはもう着けられなくなった古い下着です。つまり、ゴミということです。ゴミ箱行きという点では、お兄ちゃんが精液を処理するのに使うティッシュとそう違いはありません」

「えっ……それって……」

　美優が言っているのはつまり、妹のパンツでシコって出してもいいってことか？　それはあまりに、あまりに…………変態的ではないだろうか。　

「美優の服を汚すことになるけど、いいのか？」

「何を言いますか。私の服を精液で汚すことは絶対に許せません。先ほども言いましたが、これは服ではなくゴミです。お兄ちゃんがゴミに興奮すると言うのでしたら、精液の処理に使っていただいても構わないということです」

　どこまで行ってもパンツはパンツなんだが。美優としてはそれぐらい冷たく切って捨てないと認めることができない行為ということか。飲ませることを許可しておいて射精の直前で中断させてしまった負い目があるとはいえ、兄に自分の下着を使ってオナニーをさせる妹がいるだろうか。

「わざわざ古い下着で寝てた理由はあるのか？」

「それは……巨乳になったことを認めたくなくて……」

　この妹も大概だった。昔から年齢のわりに巨乳だっただろ。背の順で並んだら前から数えた方が早い背丈にありながら、仮におっぱいのカップ順なんてものがあったら毎年のように最後尾だったはずだ。

「とにかく、時間もないから、使わせてもらうよ」

　俺は美優のパンツを肉棒に巻きつけてシゴいて、反対の手で左右のカップを重ねたブラジャーを揉んだ。男の手のサイズでも収まりきらないカップの大きさに興奮は高まって、美優のおっぱいを揉む代わりとしては申し分なかった。

　使い古されたパンツならクロッチにシミがつくものだが、美優のパンツはどうしたことか布のほつれ以外には目立った損傷が見当たらなかった。アソコがぴっちりしているから、おしっこや愛液が漏れにくいという可能性もある。汚れ跡がないことこそが美優のパンツである証だった。

「ふぅう……妹のパンツでシコるの、見られるとめちゃくちゃ恥ずかしいな……でも……気持ちいい……」

　俺のペニスを包み込んで、尿道から垂れ流れる我慢汁を吸って湿っていく綿製の生地が、膣内をかき混ぜるような粘ついた音を立て始める。

「も、もうちょっと、恥じらってください」

　そうして、室内が卑猥な空気で満たされてから、美優はようやく過ちに気づいたようだった。自分のパンツでオナニーをさせるなんてことは変態行為でしかなく、美優はその一員に足を突っ込んでいるのだ。

「ああ、はぁ……美優のパンツ……おっぱいも……んうっ、あああっ……興奮する……ッ！」

　妹の下着でオナニーをして、その最中を妹に観察されて、俺はわけがわからないぐらいに興奮していた。布の擦れる感触なんて痛いだけのはずなのに、先走りでぐちょぐちょになったクロッチが、美優とセックスしているような錯覚を俺に与えてくれる。

　ブラジャーのカップ側では美優のおっぱいの大きさを堪能して、その裏地に鼻をつけると、美優の乳首と汗が擦れて染みついた、甘く芳醇な香りが鼻腔の奥へと広がった。

「ふぅ、すぅ、すうぅうっ……ああっっ……美優の匂い、はあ、はあっ……やばい、出そう……!!」

「お兄ちゃん、あの、そういうのは、さすがに……！」

「はあっ、はあぅあっ、出る、もう出そう……射精しそう……！」

「うぅっ……やっぱり、だ、ダメっ……パンツに射精するの、やめて、お兄ちゃん……！」　

　実際に自分の下着でオナニーをされているところを見ると、美優にも想像していた以上の羞恥があったようだ。しかし、すでに美優は俺の射精を寸止めしている。二度目は許されない。それを美優もわかっていたから、強くは制止してこなかった。

「美優っ……美優ぅっ……!!　イクよ、もう射精するから、見てて……!!　はあっ、んぐっ……んああっ、ああっぁああっ!!」

　ドビュルルッ、ビュルルッ、ビュクビュクッ、ビュッ、ビュッ、ビュッ──!!

　俺が大量に射精した精液がクロッチに吸収されて、ほんのりと黄色みを帯びたシミが広がっていく。今度はその跡が美優の下着が男に汚された証になった。

「ヤバっ……う、ふぅ……まだ、出てくる……！」

　興奮しすぎて止まらない射精に、パンツだけでは精液を受け止めきれず、ブラジャーを受け皿にすることでなんとか美優の部屋を汚さずに射精を終えることができた。

　射精した後の静かになった部屋で、美優はわずかに潤みと充血を帯びた目で「使い終わったなら捨ててください」と命じてきた。美優はこれをゴミとしか思っていないので、せっかくだからもらおうとも考えたが、美優が許してくれなさそうなので大人しくごみ箱に投げ込むことにした。自分の精液にまみれた下着を再利用しようとも思えないしな。

「これまでオナニーした中で一番に気持ちよかったよ」

「自分が妹のパンツで何をしたのか理解して言ってください。まったくお兄ちゃんは。一人エッチがバレて気が動転してる妹につけ込んでやりたい放題……」

　美優への敬意を含んだ感想だったのだが、逆効果だったようだ。夜中にオナニーをしていたことがバレて、一見すると冷静に対応しているようだった美優も、脳内は焦りと羞恥でいっぱいだったらしい。というか結局あれはゴミだったのかパンツだったのか。

　射精が済んで、オカズになる役目を終えた美優は、まず布団からパジャマの上を引っ張り出してそれを着た。ノーブラで着たパジャマの布におっぱいの形が浮き出ていて逆にエロい。あれだけ大量射精したのに、また欲情してしまいそうだ。

　そんな俺の性欲の高ぶりを察知したのか、美優はまた布団で体を隠して訝しげに目を向けてきた。

「……あのさ。お兄ちゃんは実の妹に興奮して、なんの罪悪感もないの？」

「え……？」

　今さらすぎる質問だった。

　もちろん、罪悪感はある。やってはいけないことをしている背徳感も。だけど、美優も許してくれているから、問題ないものだと思っていた。

「美優の方はどうなんだ。最初のときもそうだけどさ、俺のオナニーを見てて気持ち悪いとか思わないのか？」

「うーん。別に、何も」

　ならば俺と同じではないか。

「……いや、正確にはちょっと違うかな」

　美優は布団の中でノーパンのままパジャマの下をはく。

「思うところは色々あるけど、何も感じない」

「なるほど？」

「なので気持ち悪いとは思います。とても」

「マジか……」

　前者と後者になんの違いがあったのかはわからないが、美優も気持ち悪さは感じてたんだな。普通の女の子なら、それが、普通のことだ。

「お兄ちゃん、いいですか」

　美優は学校用のカーディガンを羽織ってパジャマに浮き出たおっぱいの輪郭を隠すと、すくっと俺の前に立ちはだかった。

「妹に欲情して射精してたら、誰だって気持ち悪いです」

　先生が生徒を諭すような口調だった。

　当たり前のこと、なんだよな。

　どうして俺にはその感覚がないんだろう。

「お兄ちゃんは妹の裸で興奮することになんの抵抗もないよね」

「はい。すみません」

「少しはお兄ちゃんも悩んだらどうですか」

「留意しておきます……」

　下げた頭を上げられない。結論として俺は何を改めればよかったのか、全然わかっていないのだが、肉親に欲情してしまうことについてはもっと悩んで反省するべきだった。

　それだけ怒るくせに、美優はどうして俺の精液は飲んでくれるのか。今はもう聞かないほうがいいだろう。きっと義理堅い妹が情けをかけてくれているだけなのだ。

　部屋を出ようと、俺はドアノブに、美優はクローゼットに手をかける。ドアを開けて、視界の端に映る美優が微動だにしないのを感じ取って、なんとなくそちらに目をやった。

「何を見るつもりですか。パジャマの下は裸なのですが」

「す、すまん」

　美優に注意をされて、俺は急いで部屋を出た。お風呂のときと今日のオナニーとで、裸はもう何度も拝ませてもらったけど、それとこれとは別の話のようだ。

　それに、美優にはクローゼットの中を見たら絶縁するとまで言われている。俺の予想ではコスプレ衣装が大量に詰め込まれているはずで、俺はまだそれを検めることは許されていない。

　いつか「めちゃくちゃ可愛いレイヤーと仲良くなった！」とか言って鈴原たちにツーショット写真でも送りつけてやりたいな。そんな俺の願望はともかくとしても、美優自身のためにも、もう大人になったとは言わずにこれからも趣味を続けてほしい。

　本格的にやるとなったらかなり金がかかるんだよな。俺が美優の趣味を支えてやるためには、やはり収入が必要だ。そのためにはそれなりの大学を出て稼げる会社に入らなくては。

「……勉強、頑張るか」

　夏休みを目前にして、俺はものすごく不純なやる気に満ち溢れていた。
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　夏休み前の最後の金曜日。俺の学校生活にはとある異変が訪れていた。

　高波が声をかけてこないのだ。それどころか、どこかクラス中の男子の態度がよそよそしい感じがする。女子はむしろ普段より優しいくらいで、いつもとは世界が反転していた。

「なあ、夏休みの宿題の範囲なんだけどさ」

　休み時間になり、俺は窓を向いたままの高波に声をかける。

「なんだよ」

　高波は机に肘を突いて、俺を咎めるような態度で低い声を唸らせた。

「前にノートを貸したところと被ってるから、返してもらおうと思っただけだよ」

「あ？　そんなことか。……それより、先に言うことがあるんじゃねえの？」

「何も思い当たらないけど。どうしたんだよ急に」

　隠し事なんて、あるとしたら妹のことくらいだ。でもあれは誰かに話したわけでもないし、そんな噂が広まったら嫌われるのは男子からではなく女子からになるはずだ。何があったのやらと俺が考え込んでいると、高波はがっくりと肩を落としてため息をついた。

「ったく、なんでそうかね。俺たち友達だろ？」

「俺もそう思ってるよ」

「ならほら、ほら！」

　高波は両手を仰いで「カモン！　カモン！」と催促してくるが、ないものを出すことはできない。近くにいる鈴原にも助けを求めてみたが、「これはお前が悪い」の一点張りで、俺自身が告白するまで高波の糾弾を支持し続けるようだった。

「それよりソトミチさ、この前オフ会用のゲームのアカウントを作っただろ？　手っ取り早くレベルを上げてやるから、オフ会までにある程度は進めておけよな」

　鈴原だけは態度が変わらなかった。夏休みの計画の方がよっぽど大事らしい。

「ゲームはやるけど、オフ会に行くとはまだ言ってないからな」

　行く気がまるでない俺に、それでもゲームを勧めてくる鈴原から、俺はそのゲームアプリを入れさせられていた。キャラの絵柄が可愛い横スクロールゲーム『マジョマル』。魔法少女と動物のコンセプトを合わせたＲＰＧで、性的な萌えが強くないところに女性人気があるそうだ。

「彼女を作る気がなくてもいいからさ、人数はどっちにしても必要なんだ。いくらなんでも一日も暇がなくなるってことはないだろ？」

「え？　いや、まあ……」

　彼女を作る気がないとは言ってないし、夏休みが急に忙しくなるなんて話をした覚えもない。この噛み合わなさも高波が喋らなくなった理由に繋がっているのか。ますます気になる。

　しかし、この日の高波は、俺が正直に話すまで待ってるからとだけ言って帰ってしまった。こんな雲を掴むような話を誰かに相談する気にもならず、鈴原との話が終わった後は、俺はわだかまりを抱えながらも家に直帰することにした。

「──おかえり、お兄ちゃん」

　家に帰ると美優が玄関で出迎えてくれた。すれ違えば挨拶する程度でしかなかったのに、わざわざリビングから出てくるなんて、どういう風の吹き回しだろう。……殊勝な対応のわりに、どこか声が冷淡だったように感じたのは、気のせいだよな。

「ただいま」

　学校で溜まった妙な疲れがあって、俺は部屋に直行せずにリビングのソファーに座った。美優はキッチンに向かって夕飯の下ごしらえに入る。制服を着たまま料理を始めて、ニオイ移りを気にする美優にしては珍しいことだった。

　毎日丁寧にケアをされた美優の黒い髪が、まっすぐに腰まで伸びている。手元を見つめる、澄んだ瞳、長いまつげ。家の中でも不必要に曲げることのない姿勢が美しい。

　日に日に可愛さが増している。今朝は妹に欲情するなんて気持ち悪いとは言われたけど、もう美優のことは女としてしか見られない。何より美優の側が言うほどそれを気にしていないのだ。

　それでも美優との兄妹としての在り方は正す必要があって、彼女を作る以外に思いつく方策がなかった俺は、スマホを取り出してゲームをやることにした。乗り気じゃなかったけど、考えてみるとオフ会に出るのも悪くないのかもな。

「何をやってるの？」

　準備を終えた美優が俺の横に座った。夕刻なのにまだ髪から漂うフローラルの香りと、指先についた洗剤の匂いが、女の子の高体温から発せられる独特の熱気に混じっている。

「ゲームアプリ。友達から勧められて」

　横にいるだけでドキドキしてくる。しかも画面を覗き込んでくるから距離が近い。まずいな。彼女を作らなければと考えてた矢先に、もう美優の匂いで勃ってしまいそうだ。

「ふーん」

　興味がなさそうな反応をして、それでも美優は俺から離れようとしなかった。それどころかディスプレイを凝視したまま俺と肩を触れ合わせてくる。ゲームはやりにくかったが、せっかくの美優からのスキンシップがもったいなくて、俺は無心でストーリーモードを進めていくことにした。

　ゲームの開始直後は、レベルアップが早くて、課金せずともいくらでも進めることができる。物語もしっかり追わなければならなかったため、それなりの時間をかけてプレイしなければならなかった。

「楽しい？」

　画面をイジる俺の指の動きを追いながら美優が訊いてくる。

「まあ、思ったよりは」

　女性人気が高いだけあって、ストーリーとキャラの作り込みに余念がない。オフ会に人が集まるほどの人気作なだけはある。

「美優はこういうのはやらないのか？」

　美優がゲームをやっているところを見たことはないが、アプリくらいなら入っているかもしれない。

「やったことないけど。面白そう」

「やってみるか？」

「うん」

　美優は俺からスマホを受け取ると、ソファーに座る俺の膝の上に、さらにお尻をドスッと乗せて座ってきた。

　え、なんで。

「やりかた教えて」

　美優はゲームの待機画面をぽちぽちと触る。いくら小柄な美優とはいえ、膝の上に座られると視界が隠れてしまうので、俺は顔を横から出してディスプレイを見るしかなかった。側筋に負荷のかかるなかなかにツラい体勢だ。

「えっとだな……」

　俺の膝の上には美優の体温がある。しかも制服スカートだから生足だ。俺はスラックスをはいているので肌が触れ合うことはないが、それでも生々しい温かさが伝わってきた。

　目の前には、Ｇカップとの噂の胸の膨らみが。第一ボタンだけを外している美優のブラウスには、この距離であれば服の隙間に谷間が見える。風呂場以外での裸をまだ見慣れていない俺には過ぎた刺激だった。勃起をしたらペニスの膨張が美優の股座を突き上げることになるので、こんな状況にあっても俺は興奮することが許されなかった。

「しゅ、出撃したキャラの、体力管理をするのがポイントでな。こう、フリックするとキャラが回復モードになって、体力の高い壁役は、これですぐ体力が元に戻るんだ」

「ふむふむ」

「それで……」

　どうにか理性を保ちながら操作の説明を続ける。思ったよりも腹筋がきつい。美優の体重に膝を押さえつけられているとはいえ、美優の体になるべく触れないように体を曲げるのはかなりの負荷があった。だが、これはこれでいい。筋肉にエネルギーが集中していることで、かつてないほど美優と性器が接近している股の感覚を薄めることができている。

「別に腕を回してもいいよ？」

　俺の無理な体勢を気遣って、美優がとんでもないことをぶっ込んできた。そんなことをしたら思わず抱きしめてしまうかもしれない。せっかく欲情するのを我慢しているのだからやめてほしい。

「スキンシップは苦手なんじゃなかったのか？」

「苦手だけど。今はいいよ」　

　また美優の気まぐれか。ゲームに集中しているせいか、声はどこまでも平坦だった。抱きついていいんだな。本当にやるからな。

「な、なら、遠慮なく……」

　美優のお腹に手を回して、今度は全身に伝わってきた体温に、俺の心の奥底に打たれていた楔がガタツキ始めた。髪の毛だけではない。エアコンを効かせた室内で着る制服のブレザーには、美優が二年半、何度も何度も着た匂いが染みついている。それに加えて、首筋に残る、かすかな汗の跡。帰宅後にすぐに洗顔に向かう美優から、汗の匂いを感じたことはなかった。でも、今ならわかる。この夏の暑さで染み込んだ美優のニオイが、濃縮された芳醇な香りが、俺の鼻の奥に入り込んでくる。

「美優……ごめん……！」

　俺の理性は美優のフェロモンにあっさりと屈服した。美優のスカートの中で、俺の亀頭がゆっくりと首をもたげる。半勃ちの状態で、それを押さえつけたのは、スラックスの布だったのか、あるいは、美優のお尻だったのか。

「ボスが出てきたけど。同じやり方でいいの？」

　美優は俺の興奮状態を無視してゲームを進めている。よもや気づいていないとは思えないが、勃起してしまったことは許されているのだろうか。

「ボスは、一定のタイミングで、強い攻撃が来るから。演出に合わせて、壁役以外を待機状態にすれば……」

　美優を抱きしめる力がだんだんと強くなる。まさかこうして美優と密着できる日が来るなんて。お風呂に入ったときには肌と肌だったけど、なぜだろう。今こうして着衣状態で抱きついている方が興奮している。

「はぁ……はぁ……」

　息が荒くなって抑えられない。気が昂るほどに美優の匂いを強く感じて、どんどん下腹部に熱が集中してく。股間を押しつけるのを止められない。無機質な布の感覚のその先には、確かに柔らかさがあるんだ。

「お兄ちゃん」

　さすがに暴走しすぎた俺の行動に、美優はボスとの戦いを中断せずに忠告をしてきた。

「当たってるからやめて」

　美優の対応は、それだけだった。

　当たってる、とはどういうことなのか。俺は意図的に股間を押しつけているわけだし、勃起したペニスの硬さが伝わってることなんて百も承知している。そのうえで俺は美優を抱きしめて肉欲を擦りつけているんだ。

　つまり、こういうことなのだろうか。俺のペニスが当たっているからやめて、という意味ではなく。美優の大事な部分に当たってしまっているからやめて、という意味なのか。

「うっ……はぁ……はああっ……み、美優……ッ！」

　一気に血液が沸騰して、ズボンが破れそうなくらいに勃起した。布ごしとはいえ、俺のペニスの先端が美優のアソコに入っている。

　もう耐えられない。美優と繋がったまま射精したい。パンツを汚すことになってもいい。俺は美優とセックスをしているんだ。ゴムの代わりに、服を着て。

　この先端を覆う肉感。俺は美優の蜜口に男性器をねじ込んで、美優がそれを感じている。アソコで、俺のペニスを……ビクビクと射精しそうなその疼きを。ああ、もうだめだ、射精する……！

「はぁ。もう、バカ兄」

　俺が射精する直前に、美優は俺の腕を解いて立ち上がってしまった。美優はスマホをソファーに置いて、それでも特に怒った様子もなく黙って夕飯の仕上げに入った。

　想定外に怒られなかった。それでも、美優が離れたことで俺も冷静になった。

　妹に抱きついて、射精しそうになって。彼女を作らなければならない身の上にいる男としては、こんな感情はさっさと射精して精液と一緒に流してしまわなければならない。

　俺は性欲を鎮めるために、トイレに入った。ズボンを脱ごうとして、チャックの引き手を摘んだときに感じた、ぬるっと指をすべる粘り気。

「なんだ、これ」

　まさか気づかないうちに射精してしまったのかと、パンツを確認するが、その様子はなかった。尿道口の付近は先走り汁でぐちょぐちょになっていたが、それがズボンの、ましてやチャックのついている厚い布を貫通するとは思えなかった。

「まさか……!?」

　それに気づいた瞬間の心臓の飛び跳ね方は、それこそ破裂してしまいそうなほど激しかった。ベッドから落ちる直前に目を覚ましたような、走馬灯のように思考が駆け巡る強烈な衝撃。

　ズボンについたこのシミ。ちょうど美優の股に当たっていた範囲に一致する。これほどの粘性、汗では到底説明はできない。

　間違いない。これは美優の愛液だ。しかもパンツ越しにこれほど濡れる量。感じていたというのか。俺のペニスに股下から突き上げられて。美優は密かに肉筒から淫液を溢れさせていた。

　手が言うことを聞かない。体が、美優の体液を求めている。スボンに染みついた、その匂いを、味を。

「うっ……ぐぁっ……!!」

　俺はトイレで一人、悶え苦しんでいた。このまま美優の恥部に溺れて快楽の底に沈んでしまいたい。ズボンに鼻を埋めて、肺いっぱいに息を吸って、舐めて。この先で一生ないかもしれない美優の味を知るチャンスだった。絶滅危惧種の最後の肉が、今まさに調理された状態で目の前にサーブされているようなもの。

　それを喰らうことは、背徳的というより、もはや冒涜的な行為。神代から築き上げてきた、人間の根源にある何かを失うことになる。これは美優の、血の繋がった妹の、女性器の一部だ。その味を兄である俺が知ってしまっていいのか。神すら立ち入ることの許されない領域を、侵してしまっていいものか。

「ッ──！」

　気づいたらズボンを咥えていた。美優の性欲を吸収した濡れ布を。垣根に植えてある花の蜜を吸うように。その耽美を前に、俺の理性はあまりにも脆かった。

　瞼の裏に楽園が広がっていた。目が浮いて、止めどなく思考が流れ続けているのに、何を考えているのかが自分でもわからない。パンツを脱いでイチモツを擦り上げていることにもなんの疑問も抱かなかった。自分が自分ではないようだった。

「ぁ……ぁっ……」

　血に飢えた吸血鬼、いや、まるで人肉を喰らうゾンビのようだった。俺は口にしたんだ。美優の愛液を。もう、射精をしてしまう。トイレが汚れることなんてどうでもいい。このドロドロとした欲望を思いきりぶちまけたい。

「はっ──!?」

　射精の直前、俺は手を止めていた。

　気づいてしまったのだ。ある事実に。

　美優の口内に射精する度に、その量を増してく俺の精液は、興奮の度合いと比例して濃さを高めている。射精量と粘度が増えることは、尿道を擦る刺激が強くなるだけではなく、美優にたくさん精液を飲ませる優越感を俺に与えていた。

　では、今この状態の射精はどうだ。間違いなく、俺はまた精液の最大量を更新する。これまでも美優が文句を言うくらいに多かったのに、それを遥かに凌駕するほどの射精になることは明らかだった。

　なら、このまま出していいわけがない。これ以上にないほど昂ぶっているこの性欲を、美優にぶつけずに済ませることなんて許されるはずがなかった。

　俺は急いでズボンをはいてリビングに戻った。股間部が唾液で湿っていることなんてお構いなしに、クリームシチューをかき混ぜる美優の前に立つ。

「美優。また精液を飲んでほしいんだけど」

　俺は臆面もなくそれを口にした。美優はクリームシチューを小皿に取って味を確かめると、引き出しからコショウを取り出して加え入れる。

「今日は飲まないよ」

　美優はまた、お玉でクリームシチューをかき混ぜた。何を言われたのかわからなかった。想定していた返事と違う。美優ならいつもの妥協的承諾で引き受けてくれると思ったのに。

「今日はもう精液の処理はしません」

「それって、どういう……」

「どうも何も。妹はお兄ちゃんの精液なんて飲まないのが普通でしょ」

　それはそうだが、なぜ、今さら。普通はしないなんて理由で断るなら、最初から断ってくれればよかったのに。

「マジで、ダメ？」

「マジでダメです。今日は気分じゃありませんので」

「それって、じゃあ、明日以降は……？」

「お兄ちゃん次第かな」

　美優はまたお皿にシチューを取って味見をする。今度は納得の顔だった。

「俺次第か……」

「そ、お兄ちゃん次第」

　美優は腰に手を当てて俺と向かい合う。よりにもよって今日がダメとは。それに明日からの対応も俺次第って。どういう意味なんだろう。どうする。部屋に戻って自分で処理するか。明日まで我慢したところで飲んでもらえるかわからないし。

　でも、射精はしたい。美優の愛液を堪能できる日なんてもうないかもしれないんだ。飲んでもらえなくても、せめて最高の射精感だけでも味わっておきたい。

「わかったよ」

　俺は力ない足取りでリビングを出た。仕方がないので、また美優を味わいながらオナニーをするか。……いや、このズボン、まだ美優の味がするのか？　もう俺の唾液しか感じられないんじゃないだろうか。そもそもの愛液の量も少なかったんだ。もうすべて舐め取ってしまっている。

「くそっ」

　なぜあのとき、あのまま射精しておかなかったんだ。人生最高の射精を体験できたのに。俺はバカだ。もう美優の愛液は残っていない。カケラも、その残り香すらも。こんなことなら、美優に擬似セックスをしてもらったときにオナホに付着していた愛液を舐め取っておくんだった。

「──あ、あぁ……いや、ある……！　あるぞ、まだ、あるじゃないか！」

　俺は踵を返して再びキッチンに駆け込んだ。今朝の美優が、俺にヒントを与えてくれていた。美優のアソコから俺のズボンに染み込むまで。その間には、もう一枚の布が噛んでいるんだ。

「美優！　パンツを！　パンツをくれ！　今、はいてるやつを！」

　狂っていると、我ながらに思った。

　それが、美優という妹が持つ魔力だったのだ。

「え、パンツ？」

　美優はスカートの端をつまんでちょいと持ち上げる。

「そう、そのパンツだ！　あと、できればやっぱり精液を飲んでほしいけど……！」

　傲慢がすぎる願いだともわかっている。それでも、これが人生最後のチャンスだと思うと、なりふり構ってはいられなかった。

　死に際になって、初恋の人に想いを告げるようなもの。どんな結果になろうと遂げたい。ただ一言、本心なんて関係なく、慈悲の心で「いいよ」と言ってくれれば、俺は救われるんだ。

「飲むのはイヤだけど。パンツならいいよ」

「そこをなんとか、頼っ……！　ん？　んん？　い、今なんて言った？」

「だから、パンツが欲しいならあげるよって。精液は飲まないけど」

　俺の願いは、天へと届き得た。

「その、パンツ、あの、洗濯したやつとかじゃなくて……」

「うん。これでしょ？」

　美優は「はいはいわかってます」と言いたげな顔で、スカートの中に両手を入れて、それを脱いだ。

「あ……あっ……あぁ……」

　自分で頼んでおいて困惑した。なんでパンツをくれるんだ。どうかしているんじゃないのか、この妹は。俺は勃起をしているんだぞ。精液だって飲んでほしいと公言している。そのパンツをオカズにしてオナニーするのは明白じゃないか。

　これも、アレなのか。一度経験したことは抵抗がなくなる、いつもの美優の軟化なのか。いやそれにしたって、俺が求めているのはパンツに付着した愛液なのだから、パンツコキをしたときとはまったく状況が違うはずだ。

「あげるって言っても、お兄ちゃんの物にしていいわけじゃないからね。済んだら返して」

　そんなどうでもいい条件を付け加えて、美優は俺に、その生暖かいパンツを手渡した。広げて確認するまでもない。割れ目に沿ってシミができている。俺がペニスを突っ込んだときに漏れ出てきた愛液が、股布に吸収しきれないほど付着しているのだ。濃厚な、濃密な、美優の愛液だった。

「はあぁ……すううぅ……んっ……、あぁぁ……あぁぁぁあああ!!」

　その場で膝をついてむしゃぶりついた。美優が目の前にいるのに。三日間断食でもしていたのかと思うくらいの勢いで俺は妹のパンツを食らった。クロッチを口に含み、その真上に鼻を当てて、残りの布で顔面を覆う。あらゆる感覚器官が美優一色に染まっていた。

　美優の姿が見える。美優の、こんなにいやらしい味のする蜜を漏らす、潤んだ割れ目までもが鮮明に浮かんでくる。

　もうダメだ、射精する。美優のパンツの匂いと愛液の味で絶頂する。妹の下着に顔を埋めるだけで、金玉にある全部の精液が絞り尽くされてしまう。

「ふぐっ、むうぅぐっ……うっ……!!」

　脳が蕩けて、ペニスが激しく筋収縮を始めた。

　その瞬間に、俺は美優にパンツを取り上げられた。

「お兄ちゃん。こんなところでしちゃいけません」

「あ、ああっ、待ってくれ!!　あとちょっとだから!!」

　人類史でも稀に見るほどの幸福が、指の先を掠めて遠くへいってしまう。

「あとちょっとって何？　匂いを嗅いだだけで出ちゃいそうだったの？」

「うぐっ……それは……！」

　当たり前だ。妹のパンツの匂いを嗅いで射精しない兄がいるわけがない。

「私は代わりのパンツをはいてくるから」

　美優は俺の膝の上にパンツを置くと、鍋に火をつけたままキッチンを出ていく。そして、廊下に出ると、ひょこっと顔だけ戻して俺を見た。

「シチュー、焦げないように混ぜておいてね」

　俺は放心状態だった。射精がしたい。とにかく射精をしたい。この興奮状態では、ご飯なんて気分にはならない。

「お兄ちゃん」

　美優が鋭い声で釘を刺してきた。それに鞭を打たれるように、俺は力なくも立ち上がる。

　くそっ。もういっそ、美優が二階に行っている間に射精だけでも済ませてしまうか。美優の味はしなくなってしまったが、俺にはまだこのパンツの中に射精するという第二の楽しみが残っている。古くなって捨てるゴミにではない。美優がこれからもはき続ける、れっきとした美優のパンツに俺は射精できるんだ。

「そこ、キッチンなんだからね。不衛生なことしたら、鍋の予熱で焼くからね」

「わ、わわっ、わかった！　わかったから！」

　鍋の番をしている間はオナニーをすることも禁止されてしまった。ならば、夜ご飯は早食いして、部屋に戻ってからじっくりとオナニーをすることにしよう。済んだら返せとのことなので、俺が射精するまではこのパンツを貸してもらえるはず。

「あー……射精したい……」

　俺は鍋の前で呆然として、その後のことだけを考えていた。美優のパンツに思いきり俺の精液を染み込ませて。それを返したら、美優は古いものでなくとも捨てずにはいてくれるのだろうか。もしはいてくれるのだとしたら、もはや、それは中出しに等しい行為なのではないかと。

　考えるほどに、また興奮が湧き上がってきて。湯気の立ち昇る鍋、そこから、焼けたニオイが漂っていることに気づいたのは、一階に戻ってきた美優がリビングのドアを開けた直後だった。
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　焼けた臭いの立ち込めるキッチンには、うな垂れる俺と、憤慨する妹がいる。鍋の番を任されていたはずの俺は、射精への欲求に思考を支配されて、二十分以上もボーッと突っ立っているだけだった。

「お兄ちゃん。私は言ったよね？　焦がさないでって」

　美優が鍋の上の方からクリームシチューを掬い、皿に取り分ける。皿に乗せられた分のシチューは白色のままだったが、口に含んだときの風味は台なしだった。

「すまん、つい、スマホに気を取られて……」

　美優にも予想のつく範疇だろうが、エロいことを考えていて鍋を焦がしてしまったと、素直に弁明することはできなかった。

　言葉ほどに怒ってはいない様子の美優は、それでも、眉を顰めて俺に近づいてくる。

「やっぱりお仕置きが必要かな」

　お仕置き、というワードを聞いた瞬間、俺が感じたのは恐怖ではなく興奮だった。美優のお仕置きは耐え忍ぶにはツラいものがあるが、どれも性的な拷問ばかりだったせいで、今やその記憶もオカズに変わってしまった。

　美優を困らせて悪いとは思っている。でもこの高揚感は、抑えようとするほどに奮い立ってしまうものだった。

「むうっ」

　俺の目の前まで来ると、美優の顔が一層険しくなった。

　美優はシンクの横に設置されている水切りカゴに手を伸ばす。箸などの長細い食器が入れっぱなしになっているポケットから、美優は金属製のスプーンを取り出すと、コンロに移動して着火し、その先端を直火で炙っていった。

「お、おおおおい……！」

　その行動の意味はすぐにわかった。エッチなお仕置きを期待していた脳内が、ようやく恐怖の色で染まる。

「待て!!　待てッ!!　それだけはシャレにならないから!!」

　熱した金属スプーンを、美優は真顔で俺に向ける。それから俺が床に顔を叩きつけて土下座をするまで、コンマ数秒もかからなかった。

「ごめんなさい!!　本当に申し訳ありませんでした!!　お願いします、ゆ、許して、ください……!!」

　美優なら本気でやりかねない。いや絶対にやる。俺の体の最も大切なパーツが、二度とマスをかくことなどできないように焼かれてしまう。

「本当に反省してるのかな？」

「してます!!　してますから!!　どうかその慈悲の心を以て我が愚息をお許しください……!!」

　めり込むほどの土下座に、頭をぶつけすぎて額が凹んでしまいそうだった。人間は本能が察知するレベルの危機に遭遇すると、痛みに対する枷が外れてしまうらしい。

「お兄ちゃん、そんな謝罪の形はいいから、立って顔を向けて」

「は、はい……」

　俺が土下座をやめて美優と向かい合いになると、美優はスプーンを水切りカゴに戻した。やはりというか、その表情には口にするほどの怒りは感じられない。なぜだろう。怒られて然るべき状況であることは間違いないのに。

「鍋を焦がしたのはいいんだけどさ。食べてもらえれば」

「はい。残らず食べます」

「問題なのは叱っても効果が出てないところだよ。お兄ちゃんはもしかして痛いのが好きなの？」

「いえ、決してそんなことは……」

　美優にお仕置きされるのは好きだが、俺はドＭではない。それは必ずしもイコールにはならないはずだ。

「お兄ちゃん」

　美優の声がかすかに濁る。

「さっき私がお仕置きするって言ったとき、またエッチなことをしてもらえると思ったでしょ？」

「お、思って、ないよ。そんなことは。全然」

「本当に？　なんだか邪悪な気配を感じたから、浄化しようと思ったんだけど」

「いやいやいやいや勘弁してくれ！　ほ、本当だ！　エッチなことは考えてない！　ないぞ絶対に！」

　肉棒を加熱消毒なんて人間のやることじゃない。お仕置きをされるならエッチなお仕置きがいいに決っている。痛いだけなんて絶対に嫌だ。どう言い訳をすればいいんだ。どうやって取り繕えば、また射精地獄という最幸のお仕置きを受けられるのか……。

「へえ」

　美優の声から起伏が消える。

　やばい、悟られた。

「今正直に言えば、痛いのは一瞬だけ。でも嘘をつくなら、この先はずっとお兄ちゃんに厳しくするよ」

　美優は再び、金属スプーンを手に取った。そして、俺のズボンに指を突っ込んで、チャックを下ろす。パンツに粘つく湿り気に、美優は不快感を露わにすることもなく前開きのボタンを外した。その隙間からは、これから焼かれるとも知らない元気なムスコが飛び出してきた。美優は俺に目線を配り、白状するタイミングを与えながら、スプーンを近づけてくる。

　やばい、やばいやばいやばい。興奮してきた。バカなのか俺は。男の最も弱い部分が火傷することになるんだぞ。どうかしてる。ああ、もう直前まで迫ってきた。早く白状しないと。

　美優のことだから、逃げることなんて許してはくれない。熱したスプーンを押しつけて、俺が叫びながら倒れて、腰を打っても、すべてを焼き尽くすまで追撃の手を休めない。

　焼かれる。最悪の場合は病院行きだ。美優ならやってのける。早く謝罪をしないと。こんなときに、先走り汁なんて垂らしてる場合じゃないんだ。

「ごごごごめんなさいエロいこと考えてました本当にすみませんでしたぁああ!!」

　泣き叫ぶように謝罪する。俺の肉棒に、美優は容赦なくスプーンを触れさせた。

「ああァァあぁああっッ──!?」

　息が止まった。酸素の供給が停止して、混乱する頭に、痛覚信号は流れてこなかった。

「はぁ、はぁ、はっ、はあぁっ……あれ……つ、つめ、たい……？」

　スプーンとの接触部からは、金属独特のひんやりした低温が伝わってきている。衝撃のあまり脳が誤認しているのかと思ったが、何秒か待っても痛みを感じることはなかった。

「さっきとは別のスプーンだから。熱くないよ」

　美優の言葉に、ようやく安堵した肺から、一気に空気が抜けた。美優なら熱した方でやると本気で思っていたから、スプーンを押しつけられた瞬間、美優という人間に底の見えない絶望を覗いてしまった。

「正直に答えてくれたのはいいんだけどさ。お兄ちゃん」

　呆れた声が俺の意識を覚醒させた。美優はスプーンの縁でペニスの裏筋をなぞり、掬い取るように俺の前に持ち上げた。

「なんでちょっと出たの」

　美優は虫を見るような目で俺を哀れんできた。信じられないことに、スプーンには俺のペニスから出たと思われる白い液体が溜まっていた。

「み、美優のパンツとかで、性欲が、限界で……」

「そっか……」

　かつてないほど痛々しい空気だった。

　俺も美優も、目を合わせられない。

　心が死にそうだ。

「ご飯、食べよっか」

「そうだな」

　気まずい雰囲気の中、スプーンの処理に困っている美優に、覚える違和感。美優が不衛生なことをするなというから、俺はオナニーを我慢していたんだ。もし事前に抜いてさえいれば、こんな結果にはならなかったのに。

「スプーンを、そういうことに使うのは……不衛生じゃないのか？」

　不満があるわけではなかった。ただ、今日の美優は明らかに言動がチグハグで、その引っ掛かりを解消したいだけだった。

「うっ……こ、これは……」

　美優はやりづらそうに目を泳がせる。美優のそんな反応が、より疑念を深めて、観察する俺の目を鋭くさせた。それを美優は責められているものだと勘違いしたのだろう。思考がまとまらないまま、美優はそのスプーンをパクッと口にした。

「はむっ……んっ……これは、食べられるので、いいのです」

　美優はきれいに精液を舐め取ったスプーンを、そっとシンクに置いた。だったら俺がオナニーした手で料理をしてもよかっただろ、とツッコミを入れたくはなったが、俺の立場があまりに弱すぎたのでやめておいた。

　バケットを温めて、シチューと合わせてテーブルに並べる。対面に座って「いただきます」と小さな声を揃えて食事を始める俺と美優。色々あったが、そこには日常が戻っていた。

　互いに口数は少ない。それはいつものこと。俺はまだムラムラしていて、早く部屋に戻りたくて食事を進めることに集中していた。

「……あーあ。お兄ちゃんが鍋を焦がしたから、洗うのが大変だなぁ」

　わざとらしい口調で美優が愚痴を溢してきた。

「悪かったって。食器は俺が洗うから」

　オナニーは早くしたいけど、少しでも罪滅ぼしはしておかないとな。

「体もなんだか焦げ臭い。髪にもニオイがついちゃったし……ゆっくりとお風呂にでも入りたいな……」

「わかったわかった。風呂も俺が用意するから。な？」

「そう？　お兄ちゃんがそう言うなら任せよっかな」

　なんでそんなに白々しいんだかわからないけど。とにかく美優の要望には全面的に答えよう。今までの負債もあるし。

「そういえばさ、先週まで、お兄ちゃんが佐知子とセックスするために家を使ってたじゃない？」

　そんなにズケズケと言わなくても。

「交代制だったのに、ほとんど俺は家を空けてなかったな」

「そのひとまとめってことでいいから、明日からの二日間、丸々と家を空けてもらってもいい？」

「丸々って……夜は？」

「土曜日の夜はどこかに泊まってもらうことになるかな」

　休日の二日間を丸々か。引きこもり体質の俺にはかなり厳しい相談だが、他でもない美優の頼みだからな。

「日曜日は何時まで外にいればいい？」

「夕方の六時。きっかりに帰ってきてもらえれば」

「きっかり？」

「そう。許容誤差一分で。よろしくね」

「は、はぁ」

　遅くなるのも許されないのか。なんでって聞きたいけど、答えてはくれないよな。

　俺はそのすべてに了承した。食事を終えると、まずお風呂を洗ってお湯を入れる。その間に食器を洗っていると、洗い終わったあたりでちょうど満水を知らせる音が鳴った。

「美優、お風呂ができたみたいだぞ」

「お兄ちゃんが先に入っていいよ」

「えっ……」

　美優が風呂に入りたいって言うから作ったんだぞ。俺はそれよりも先にオナニーをしたい。そろそろ射精しないと理性が暴走しそうだ。

「俺が先でいいのか」

「せっかくだしゆっくりお湯に浸かってて」

　相変わらずワケのわからん妹め。だが、風呂場でもオナニーはできるし、むしろ邪魔が入らないからやりやすいかもな。

　俺は美優に言われた通りに脱衣所に入った。これからようやく射精できると思うだけで、ペニスが鋭く天を衝く。性欲だって一週間オナ禁をしたくらいに溜まっている。そろそろはち切れそうだ。今夜はオカズには困ることはないし、飲んでもらえないのは残念だけど、限界まで絞りきってしまおう。

　逸る気持ちを抑えきれずにズボンを脱いだ。そこで気づく、不自然なポケットの膨らみ。中身を取り出すと、決して男が持っていていい物ではない、可愛らしい下着が出てきた。

「はっ……!?」

　失態に気づき、計画がすべて白紙に戻る。お風呂でオナニーをしたら美優のパンツを使えない。美優のパンツを返すのは精液漬けにしてからにしたいが、土日は外に出ることを約束してしまったし、チャンスは今夜しかない。

　いや、落ち着け。いいんだ、慌てることはない。お風呂を上がってからじっくりとオナニーをすればいいだけだ。射精欲に負けて雑に出してしまったら、残るのは後悔だけ。古くなったゴミの下着ではなく、美優がこれからも着衣する予定のパンツだ。これほどのレアアイテムを手に入れられる機会が二度あるとは思えない。興奮は一旦封印して、体を清めよう。美優のパンツに失礼がないように。

　ペニスの重さを感じながら、俺はじっくりと体を洗った。美優が愛用しているコンディショナーも指先で摘まむくらいに使わせてもらって、匂いを感じやすい前髪とこめかみにつけて流した。湯船に浸かり、お湯の温かさに包まれていると、毛先につけたコンディショナーの匂いが早速嗅覚を刺激してくる。

　思えば俺は、美優とこうして裸で使うものを共有しているんだ。十数年という月日で、美優の体から出た汗が、この湯船に染み込んでいる。ある意味では、美優と裸で抱き合っているのと、そう変わりない状況なのかもしれない。

「変態か俺は……!!」

　自分へのツッコミが閉鎖空間に反響した。いくら溜まっているからって、こんな妄想をしていいはずがない。

　もう美優のパンツをオカズにして抜くとかこだわっている場合じゃないんだ。とにかくこの欲望を解放しないと、取り返しのつかないことになる。

「……よし」

　俺は湯船の縁に座り、諸悪の根源を右手で握った。ここで出しきってしまおう。パンツも美優に返して、今夜はもう大人しく寝るんだ。美優をオカズにするのは、そうしないと抜けないから仕方がない。ただし、ネタは妄想ではなく記憶にあるものだけ。我慢も一切なしだ。

「はぁっ……くっ……」

　今日の肉棒はまた一段と太くて硬い。射精すれば濃いのが何回も飛び出してくるだろう。一人きりでオナニーをするのなんていつぶりだろうか。美優の口に出したほうが精液がたくさん出るし、そのほうが気持ちいいけれど、これまでの美優とのエッチで溜め込んだオカズの数々が、以前のオナニーとは比べ物にならないぐらいに精子を活性化させてくれていた。

「美優……あぁ……あぁぁっ……美優……！」

　肉棒を激しくシゴいて発射のエネルギーを溜める俺には、精液の飛ぶその先に、裸の美優がおっぱいを両手で支えて待っている姿が見えていた。

　もう来る。これだけ我慢させられたんだ。射精したい。思いきりぶっかけて、美優の全身をドロドロにして、俺のニオイを染みつけるんだ。

「美優……美優ぅ……、出るよっ……！」

　美優、受け止めてくれ。俺の精液を、全部。ああっ、イク、イクっ……！

「お兄ちゃん」

　ガラッと開いた風呂場のドアに、俺は驚きのあまりお湯の中にひっくり返った。頭を打って、溺れそうになりながらも、俺は湯面からどうにか顔を出す。

「お、おまっ……！　何して……んだ……よ……」

　絶頂を阻まれて、再び思考力を奪われた俺は、そのあり得ない光景を素直に受け入れることができなかった。

　白く輝く透明な肌。ほんのりと赤みを帯びた肢体。タオルでその身を隠すこともなく、ヘアクリップだけを携えた裸の妹が、豊かな胸を張り上げて立っていた。

「こうして脱いでるんだから。お風呂に入る以外にないでしょ」

　俺の問いにさも当たり前のように答えた美優は、ためらいなく浴室に踏み込んできた。ついさっきまで兄が妹をオカズにしてオナニーをしていたというのに。

　美優は両手で丁寧にドアを閉めると、足元の鍵をロックして、椅子に座った。

　髪の毛から垂れる雫が、ちょぽんと水面に溶け込む。

　兄と妹、裸の二人。

　あろうことか美優は、性欲の限界を迎えた俺を、密室空間へと閉じ込めたのだった。
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　最も落ち着ける場所のはずだった。紀元前より続くその歴史の中で、人類の平穏を一身に引き受けてきた、この風呂場だけは安息の地であると信じていたのに。

「美優……」

　椅子に座り、シャンプーした髪を洗い流す美優。長い髪を胸の前にまとめて、コンディショナーを軽くつけてから流す姿が艶っぽい。年下であることどころか、血の繋がった家族であることすら忘れるくらいに。

　少なくとも、俺の体はすでに美優が妹だということを忘れている。今にも美優を押し倒して膣内に射精しそうなこの生殖器を見れば明らかだ。

　いつだか美優には「私のことを妊娠させたいの？」と聞かれて俺は否定した。事実、俺は本気で子作りまでしたいと思ったことはない。何度も美優をオカズにして抜いてきたが、俺の倫理は今でも近親相姦を忌避している。思考の上では、妹とのセックスを否定しているんだ。それでも、そんな理性をものともしないくらいに、本能が肉体を支配していた。

「お、俺……！」

　湯船の縁に手をかけて立ち上がった。茹だった頭を冷やさなければならない。妹とセックスをしようだなんて考えを否定するべきなのは、倫理ではなく、本能であるべきなんだ。

　この葛藤そのものが、兄として、ひいては人としてあってはならないもの。こんな俺が傍にいたとなっては美優の身が危ない。

　風呂場は危険な場所だ。ここでは誰もが裸になる。生物としてありのままの姿。本能はもはや水を得た魚だ。理性で抑え込むことなんてできるはずがない。

「もう、上がるから──」

　そう言いかけた俺に、発言の機会を美優が制してきた。

「どうしたの？　体でも洗ってくれるの？」

　スポンジにボディソープを染み込ませながら小首をかしげる美優。グシュ、グシュ、とスポンジに泡を立てて、期待の眼差しを俺に向けている。悪魔の囁きだった。俺の内にいる邪悪に代わって、美優が俺の性欲にまみれた本能を煽ってくる。

「あっ、えっ」

　疑念と、混乱と、不審感と。俺の脳内で渦巻いているそれらのあらゆる要素を、美優の魅惑の体が吹き飛ばす。

「そ、そうだな。背中でも……」

　俺はそそり勃ったイチモツを隠すこともせず、湯船から上がると、美優の背後に回った。

　水を弾くキメの細かい肌が、俺の視線を釘付けにする。毎日のケアはもちろんのこと、美優のこの美しい白色を作り出しているのは紫外線を受けつけることのない引きこもり体質だ。その生まれたままに限りなく近い肌は美白化粧品で再現された色合いなどとは物が違う。

　身長の低さに比べ、生まれ持った長い足に、しっかりとした筋肉で作られた体。俺に「彼女が欲しければ筋トレをしなさい」と言ったくらいなので、美優もそれなりに鍛えてはいる。豊かに育った二つの果実を、果実として形作っているのは若さだけではない。椅子に座る美優の姿勢のよさがどの筋肉に支えられているのか、後ろから眺めているだけではっきりとわかる。

「はい、スポンジ。手で触ったら怒るからね」

　水の滴る黒髪と、浴室の明かりに照る生肌に、俺は生唾を呑む。一緒にお湯に浸っているときは感じなかった色めきがあった。それを失ってしまわないよう、俺は渡されたスポンジで直接は擦らず、泡の摩擦だけで汚れを落としていく。

　なんで俺はこんなことをしているのだろうかと、頭の中ではそう思っていた。逃げ出すつもりだったのに、気づけば美優の命令に従っている。恩があるとか負い目があるとかも関係ない。俺はどうあがいても美優には逆らえないのだ。そして、この性欲にも。

　頭が変になりそうだった。手を伸ばせば触れてしまえるのに。その温かさ、柔らかさは、抱きしめたら、きっとそれだけで射精する。それらを我慢して、俺はスポンジを美優の腕に滑らせ、次に背中を洗い、腰からお腹、ふとももへと移った。

「む、胸は、どうするんだ」

「同じようにやってくれればいいよ？」

「同じようにって言っても、ほら。谷間のとことか、先っぽのとことか。あるだろ？」

　胸で最も汗の溜まる場所は、その大きな肉の塊を退けなければ洗うことはできない。手で触れるなと忠告されている俺にはどうしようもない場所だった。

「これならできる？」

　美優は自らの手で、左右それぞれのおっぱいを広げて、スポンジが入るぐらいの隙間を空けた。

　ぴくん、ぴくん、と俺の肉棒が反応する。アレに挟まれたい気持ちは痛いくらいにわかるが、愚息には落ち着いてもらわなければならない。そんな妄想に浸っていられるだけの余裕はないのだ。

　これはもはや修行。心を空にする禅道だ。俺は美優の右から回り込み、手を伸ばして、胸を洗う。丁寧に、泡だけで擦るように、しかしおっぱいを凝視しないように、息を荒くしないように。

「次、足やって」

　美優は膝を伸ばし、椅子を引いて俺に前に回るように指示をする。美優が恥ずかしがると思ってせっかく正面は見ないようにしていたのに。俺のお腹までくっつきそうなくらいの反り返りが、視界に入っても美優は気に留めなかった。

　俺は美優の膝からふくらはぎに泡を塗る。バレリーナのように伸ばした足先にも。奴隷になった気分だ。女王様に言われるがままに従う下僕。舐めろと命令されれば喜んで舐める。それこそ犬のように。

　っていうか、舐めたい。指の間も、胸の先も、そして、まだ洗っていない、パンツにシミを作るくらいに濡れていた大切な部分も。

「うぐっ……、み、美優！　もう、終わった……！」

　俺は強く頭を振って穢れた思考を追い払う。美優の体は泡まみれだ。全身どこもぬるぬるで、腰を押しつけるだけでどの部位でも射精できる。こんな肢体を見ていると美優とセックスすることしか考えられない。

「終わり？　お兄ちゃんはいつも、お尻とかふとももの内側は洗ってないの？」

「洗ってるけど……」

「ならまだ終わりじゃないよね」

　美優は椅子から腰を上げると、湯船の縁に手をかけて床に膝を突いた。脚を広げて、軽く前かがみ。四つん這いから上体を起こした格好になる。艶めかしい背中の曲線美。ほどよく肉のついた尻と脚。再び俺に背後に回るように指示をして、早くしろと俺を睨む。

　この体勢なら、俺も膝を突けばバックでペニスが入る。美優の腰を両手でがっしりと掴んで、この血管まで浮き出た肉棒をねじ込めば、三擦りするまでもなく大量の中出しをキメることができる。

「っ……ぁ……はぁ……」

　動悸が収まらない。頭が真っ白になる。

「美優……い……挿れても……いいか……？」

　鏡に映る俺の目が血走っていた。

　こんなに俺を誘惑して。そんなに兄とセックスがしたいのか。

　俺はいい、どんなにしても構わない。これから夏休みだ。両親もいない。毎日朝から晩までセックスしていられる。美優とセックスがしたい。この妹に中出しをしたい。

「挿れていいわけがないでしょうが」

　美優は低い声でそう返す。なら、せめてオナニーをさせてほしい。この体勢をした美優に後ろから精液をぶっかけるだけで、意識が飛ぶくらいに気持ちいいはずだ。

「早く」

　美優にせっつかれて、まとまらない思考のまま、体だけが命令を聞いて美優の体を洗っていく。内ももから、お尻、そしてその間にある、女陰へと。股下に腕を忍ばせて。泡で触れるだけだ。女性器を強く刺激してはいけない。お湯で流した後にさっぱりしているくらいでいい。お尻の穴も、朦朧とする意識の中で、泡で擦って。俺は、洗いきってしまった。アソコには美優の蜜がたっぷりと残っていたのに。美優はシャワーで流してしまう。

　肢体を流れ落ちていく、お湯と泡。美優のエキスをたっぷりと含んだ溶液。排水口に流れる前の今なら、美優の体をすすいだ直後のお湯ならば、まだ妹から流れ出た成分を飲むことができる。それを口にすれば、マカだの亜鉛だのよりよっぽど俺の精液を増やしてくれるはずだ。

　そんな、人としてあるまじき思考に脳を支配されながら、俺は無情にも流されていく泡を眺めていることしかできなかった。性欲と理性が殴り合って、もうそれだけで精一杯だった。

「ありがと」

　美優は俺に礼を言って風呂に入った。

　もういい。出よう。部屋に戻ってオナニーをしよう。

「お兄ちゃん、もう出ちゃうの？」

　風呂場のドアの鍵を開けた俺に、美優から投げかけられた理解不能のクエスチョン。勝手にズカズカ入り込んできて、人の入浴、ひいては射精を邪魔してきたくせに。

「先に出て、部屋でゆっくりしてるよ」

　これ以上、オナニーを邪魔されてたまるか。体を拭いて、髪を乾かして、ベッドに寝転んで、好きなだけこの肉棒を可愛がるんだ。

　早くオナニーがしたい。早く射精したい。俺はその一心で脱衣所に出て、風呂のドアを閉めて、タオルに手を伸ばした。その途端、訪れる安堵。思考力が蘇る。

　──本当に、これでいいのか？

　美優がお風呂で俺を呼んでいる。あれはそういう意味の質問だった。美優が一緒に風呂に入ってくれる。裸で俺と同じ空間を過ごしてくれるんだ。妹離れをしたらもう二度と得られない機会だというのに、なぜ俺は目の前にあるご褒美を取らない？

　たしかに、これは罠かもしれない。もしここでお風呂に戻ったら、きっとまた射精はさせてもらえない。でも、だからどうした。射精をしてしまえばそこで終わりだ。ただスッキリして、それだけ。なにも残らない。それは美優とのお風呂を差し置いて優先するべきことか？

　否。断じて否だ。

「……体、冷えてたから。やっぱり入ろうかな」

　俺は風呂のドアを開けていた。

「そっか」

　美優は膝を畳んで前方を空けてくれた。そこに入れということらしい。俺も同じように縮こまって風呂に入った。ザバザバと、浴槽からお湯が溢れる。二人で入るには狭い場所だ。

「あの、一つ聞いていいか」

　なされるがままの俺だったが。

　さすがにもう、これが普通ではないことはわかっている。

「なに？」

「今日はやたらと積極的に感じるんだけど。気のせいでなければ」

「まあ、気のせいではないだろうね」

　美優はクリップで結い上げた髪を直しながら答える。

「理由とか、あるのか？」

　俺がそう尋ねると、美優は呆れにも似た表情で、じーっと俺を睨んできた。

「やっぱりそうなんだ」

　美優の返答は曖昧だった。俺が知っていればそれでいいが、知らなければ教えるつもりはない。そんな対応。膝に乗ってもらって、染み付きパンツをもらって、一緒にお風呂に入って。こんなにご褒美がもらえる理由はいったいなんだ？

「もっと欲しい？」

　美優の言葉に、ビクッと反応する、俺の心臓と肉棒。心を読まれた、なんてことは、今さら驚くことでもないけど。もっと欲しいかって、そんなことを美優が自分から言うなんて。

「お兄ちゃんは、妹に欲情することになんの疑問も抱かないダメ人間だもんね」

　湯面の下で、動く肌色。俺の股間に伸びてくる、美優の足。

「ああっ……！」

　男の最も大切な部分が、平然と踏みにじられていた。グリグリと裏筋を踏まれて、俺は、歓喜に震えていた。

「美優、そんな、とこっ……ああぁっ……！」

　すでに爆発寸前だった俺の肉棒が、美優の小さな足にこねくり回される。痛いくらいに強く、根元から亀頭まで。

　雑な踏み方だった。気持ちよくしようだなんて思ってはいない足使い。ただ俺を蔑み、貶めるためだけの行為。それが喘ぐのを堪えられないほどの快感だった。俺はドＭなんかじゃないはずなのに、美優に虐められることを、喜ばずにはいられない。

「ほんと、正直な体だね」

　美優の土踏まずが離れて、代わりに母子球が肉棒を抉ってくる。その次に触れたのが、美優の足の指。上向きの肉棒を横に倒したり、上から押さえつけたりして、最後はその指の間で、竿を挟んだ。

　足の親指と人差し指をグパッと開き、ヒダも愛液もない、ただの一つの溝で、カリ裏をくすぐってくる。小柄な美優が、完全に勃起した俺の肉棒を指で挟むのは、径の半分が限度だったが。

　それで充分だった。

　足の指で、ペニスの裏筋を擦り上げるのには。

「あああぁぁ……あぁあっ!!」

　美優の足が、俺の肉棒をシゴいている。手でされるのとは、その快楽の質は明らかに違った。物理的な快感に加え、踏みつけによる被虐快楽が俺の体を熱くしていく。

「はぁ、はぁ、あぁぁあああ……美優、気持ちいぃ……あぁああっ……あっ、ああっ！」

「喘ぎすぎ。女の子みたい。こんな響くところでそんなに声出して、リビングまで届いてるんじゃない？」

　俺を責めながら、美優は足の動きを止めようとはしない。もう、なんでもいい。誰に聞こえていようが、気持ちよければどうでもよかった。

「ママたちがいなくてよかったね」

　無表情の奥に潜む、愉悦の微笑み、妖艶に映る美優の顔。

　それを見た瞬間、悟った。

　俺はもう一生、美優以外で射精することはないんだろう。

　このまま出すも出さないも美優の自由にされ続けるんだ。

「み、美優、もう、で、出っ……出るっ……!!」

　ドクン、ドクン、と脈打つ肉棒の伸縮に、美優はパッと足を放す。

「ああっ！　み、美優、そんな……俺は、もう……!!」

　射精を我慢するなんて無理だ。出したい。美優の体で出さないと、もう収まりがつかない。

「美優……！」

　体が勝手に美優に覆いかぶさっていた。美優の片脚を持って、もう片方を膝で退けて。強引に開いたその秘所に、俺は射精間近の肉棒を突きつける。

「お兄ちゃん、ダメ」

　美優は冷静に俺を諌めた。

　ダメだなんてことはわかっている。あまつさえ、実の妹。年下の、まだ男性経験のない、女の子だ。中出しなんて、許されるわけがない。

「美優……い、挿れる……挿れるからな……」

　美優の割れ目に、ペニスをグッと押し込んだ。

　パンパンに充血して、敏感になった亀頭が、感じ取ったもの。

　お湯の中でさえ潤みを帯びたそれは、もはや疑いようがなかった。

「濡れ……てる……!?」

　洗った直後なのに、美優の膣内は愛液で満たされていた。

「挿れたらダメだよ」

「美優、わかった。欲しいのは、美優の方だったんだろ」

「お兄ちゃん、聞いて」

「こんなに濡れてるんだ。俺のモノに触って、美優だって興奮してたんだよな」

　でなきゃこの状況は説明できない。美優は襲ってほしかったんだ。これだけ俺を誘惑して、美優は口に出せない性分だから、俺の理性を限界まで追い込んで自分が犯されるように仕向けたんだ。

「お兄ちゃん」

　その言葉は、はっきりと俺の耳に届いた。

　美優の顔が鮮明に写る。

　泣いても怒ってもいない。さっきまでと変わらない表情。

　入り口だけが交わった状態で、見つめ合う、俺と美優。

「……今日、危険日なの」

　美優は俺の肉棒にそっと手を添える。

「お兄ちゃんの精液、濃いから。一回で受精すると思う」

　その手は俺の竿を伝い、美優は自らの下腹部を、そっと撫でた。

「……まだ、妊娠したくない」

　美優は激しく抵抗することはなかった。暴れなくても、結局は俺が何もしないことをわかっている。この裸の重なりに見えるほど心の距離は縮まっていないのだ。荒い息遣いだけが響く室内で、俺は美優の割れ目に肉棒を差し込みかけた腰を、力なく引いた。

「ん、ありがと」

　美優は俺の暴挙に不釣り合いな言葉をかけて、膝を抱えて丸くなった。

　できなかった。挿れることも、それを望むことも。今日が危険日だと美優に言われたとき、俺の心に芽生えたのが『美優に中出ししたい』という衝動だったから。

　たとえ相手が恋人だったとしても、妊娠の危険を示唆されれば普通は挿入をためらうものだ。誰かを孕ませたいなんて気持ちは、他の女の子には抱くことがなかったのに。よりにもよって、なぜ危険日の妹の膣内に射精したいなんて思ってしまったのか。

「そろそろ出よっか」

　美優の提案に、俺は風呂に残ってガス抜きをしたいと答えたかったが、あれだけのことをした俺に髪を乾かせだのとまだ命令してくる美優に、結局は最後まで逆らうことができなかった。

「はぁ……」

　ベッドの上で大の字に寝転ぶ。天井が遠い。

　オナニーがしたい。でもオナニーはしたくない。そんな矛盾した劣情が渦巻いている。ついにお腹につくまで反り上がってしまったこのイチモツを、ただのオナニーで鎮めるのは嫌だった。

　飲ませたい。欲を言えば咥えてもらいたい。フェラをしてもらっている最中に射精したら、美優の口に収まりきらないくらいの精液が出るはず。それを無理やり喉の奥にねじ込んで、咽せる美優を眺めていたい。

　どんどん欲求が強くなる。やはりただのオナニーじゃダメだ。せめてオナホくらいは使おう。しばらく使ってなかったから、それだけで特別感がある。

　引き出しの中に、ワンセット、オナホとローションが残っていた。俺はベッドにタオルを敷いて、その上にオナホを乗せ、ローションを流し込む。

　じっくり温めてから楽しむのがベスト。だが、もう待てない。風呂場で美優の膣口に挿入した記憶が蘇ってきて、ビキビキッという擬音が似合うくらいに、俺のペニスは猛っていた。ズボンとパンツを脱ぎ捨てて、俺は襲うようにオナホに飛びつく。

「はぁ……あっ……ぅっ……み……美優……!!」

　腰を沈めて、オナホに肉棒を挿入すると、もう性欲を抑えることはできなった。

「美優……気持ちいいよ……美優、美優……!!」

　ねじ込むと、蜜を漏らす。今日の美優と同じように。俺の勃起した肉棒に拡張されて、ゴム素材がギチギチに膨れ上がっていた。オナホがいつもよりもキツく感じる。

「あ、あぁぁあっ、美優……いい……！　すごくいい……っ！」

　軋むベッドの音が、美優とセックスしているリアルな情景を浮かび上がらせていた。

　美優とのセックスが気持ちいい。このまま一生セックスしていたい。

「美優、美優っ……!!　あぁ、中に出すよ……もう出るっ、中出しする……ッッ!!」

　美優への中出し。俺の叶えた願望が、ようやく叶う。

「お兄ちゃん、うるさい！」

　バンッ、と開け放たれたドア。

　止まる腰の動き。

　やばい、声を出しすぎた。

　全部、丸聞こえだったよな。

「もう。何時だと思ってるの」

　美優が腕を組んで怒っている。

　夜中にうるさくしたのは申し訳ないと思うけど、問題はそこなのか。

　美優はベッドの横まで近寄ってきてしゃがみ込んだ。そして、オナホにペニスを挿したまま、正常位の体勢で止まっている俺の、惨めな下半身を観察してくる。

「これが私なの？」

　美優は人差し指でオナホをツンツンと突いた。

「ご、ごめん！　こんなの失礼だよな、すぐに捨ててくるから！」

「あっ、いいのに」

　俺は引き留めようとしていた美優を置き去りにして、叩きつけるようにオナホをゴミ箱に投げ捨ててから、竿の全体にベッタリとついたローションをお湯で洗って自室に戻った。美優は床にペタン座りして俺を待っていた。

「本当に申し訳なかった」

　俺はただただ平謝りした。自分がオナホ扱いされてたら、さすがの美優でも気分はよくないよな。

「次からは静かにしてね」

　美優はオナホを身代わりにされたことを怒ってはいなかった。口で精液を処理してもらっていた時点で、オナホに近い扱いをしてきたわけだし、自然な反応といえばそうなんだけど。

「えっと……他にも、何か？」

　俺は脱ぎ捨てたズボンを拾って陰部を隠し、ベッドの縁に座る。オナホでの全力オナニーを見られて、今でもペニスは勃起していて、恥ずかしいから一人になりたいのだが、美優は俺の部屋から出ていこうとしない。

「これ」

「うん？」

　美優は俺の質問への回答として、パジャマの両肩のあたりを摘まんでそれを上に引っ張った。

「おニューのパジャマ」

「は、はぁ」

「どうでしょうか」

　美優は俺に丁寧口調で意見を求めてくる。美優のパジャマは、シルクに似た薄生地のショートパンツのセットだった。ほんのり色づいたパステルピンクが、ナイトブラに支えられる美優の巨大な胸を丸々と形作って、お腹側の裾を浮き上げるほどの乳袋を生み出している。

「かわいいと、思うよ。よく似合ってる」

　本心からの感想を言うなら、「エロい」しかないんだけど。

「それはよかった」

　それだけ言って、美優は俺の部屋を出ていった。またこのパターンか。こうも露骨だとさすがにわかる。俺がうるさくしてたから注意しにきたのも、俺を射精させないための口実だったんだ。

　それがなぜかはわからないが、ここまでいいようにやられては、俺だって悔しさがないわけでもない。いっそ今すぐオナニーをして射精してしまえば、よくわからない美優の目論見を潰せることにはなるが。

　そんな程度でよいのだろうか。ここまで我慢させられて、睾丸も破裂寸前。「勝手に射精してやった」なんて息巻くだけでは、なんの優越感も得られない。

　だったら、ここは、あえての我慢続行。美優が寝るまで、俺もオナニーはしない。中出しはたしかに許されないことだった。女の子を妊娠させて、俺にはまだ責任を取れるだけの能力がない。

　しかし、それ以外なら、大体のことはやっても許される。そう思える。多少エッチなイタズラをするくらいなら、今日の美優は怒らないのではないかと、謎の確信が俺にはあった。

　だから、俺はあえて自らオナニーを禁じた。美優が寝て、無防備になったその口に肉棒をねじ込んで、口内で否応なく射精してやるんだ。どっぷりと美優の口に含みきれないくらいの精液が出て、美優はベッドや服が汚れることを嫌うだろうから、飲まざるをえない。どんなに大量の射精をされても。

　いける。なんか、今日はいける気がする。だってそうだろう。美優はレイプしかけた俺にすら、平然と接している。だから飲ませられるんだ。俺が身勝手に出した精液も。

　想像するだけで先走り汁が止まらない。パンツなんてはいている場合じゃない。この脱いだ状態のまま、美優が眠りにつくまで、ベッドで大人しくしていよう。オナニーさえしなければ、美優は俺を妨害することなんてできないんだから。

「お兄ちゃん」

　軽やかにドアを叩く音が聞こえた。やはり来たか。だが残念。パンツは脱いでいるが、オナニーはしていない。無駄な行動だったな。勝ったんだ。俺はついに美優の予測を上回った。部屋に入ってきて、何もしていない俺を見た美優がどんな言い訳をするのか。

「もう寝る？」

　ドアからひょっこり顔を出してきた。美優のやつ、ペニスをシゴいていない俺を見て、内心では焦っているに違いない。

「そうだな。少し早いけど、もう寝るよ。明日は朝から家を空けないといけないし、今のうちに休んでおきたい」

「ならお邪魔するね」

　俺の部屋に足を踏み入れ、ドアを閉めた。

　美優はその腕に、普段使いしている枕を大事そうに抱えて、俺の前までやってきた。

「────は……？」

　枕？　なんで、そんな物を持ってるんだ？

「お兄ちゃん、後ろ下がって」

　美優は俺に、ベッドに隙間を空けるように要求してきた。自分が寝られるくらいのスペースを。この俺のベッドに、作るように。

「え？　え？　え？」

「どいて」

「はい」

　美優にせっつかれて、俺はベッドを半分明け渡してしまった。美優はそこに枕を置いて、無遠慮に布団の中に入ってくる。

「パンツはいてないんだけど……」

「うん。知ってる」

　美優はベッドの真ん中まで体を寄せてくる。さっきまでオナニーをしていて、まだ抜いていないことを美優も知っているのなら、俺のペニスが射精間近の勃起状態であることもわかっているはずなのに。

　正気なのかこいつは。さっきは風呂で似たようなことをしてレイプされかけたんだぞ。

「お兄ちゃん」

　至近距離でその大きな瞳を仰いでくる。

　ああ、かわいい。俺の妹は最高にかわいい。

「わかってるよね」

「えっ？」

　困惑する俺に、美優はまた自分のパジャマを引っ張って見せる。

「これ、新しい服。お気に入り」

「うん」

「汚したら許さないからね」

　美優はジトッとした目で俺を睨む。

　だったら抜かせてくれればいいじゃないか。飲まなくても構わないから、射精するまでのほんの少しの時間だけでも与えてほしい。

　だというのに、美優はさらに距離を詰めて俺に密着してくる。こんな状態では、たとえオナニーを我慢したとしても、夢精して悲惨なことになる。

　パンツもはいていないんだ。一番の被害を受けるのは美優の服。朝起きたら、色が変わるくらいに精液でパジャマがぐちょぐちょになっているに決まっている。

　せめて反対側を向こう。それなら刺激も少ないし、夢精しても美優の服を汚すことはない。妙な夢を見て、隣の美優を襲っていなければの話だが。

「あっ」

　ヘッドボードに置いてあったとある物を見て、俺は思わず声を漏らした。俺の視界に入ったそれは、佐知子と使っていた残留品。四角く包装されたその小さなアイテムが、俺に狂気的な好奇心を与えてくる。

「み、美優」

　また反対側に寝返りを打って、美優とご対面。愛らしい眼をパチクリさせている。

「こんな物があったんだけど……」

　俺は両手の指でそれを持ち、美優に見せた。美優は瞬きだけしてしばらく固まると、ひょいとそれを摘まんで取り上げる。

「コンドームだね」

　主に男女がセックスをする際、避妊目的で使用するもの。というか、ベッドの上ではその用途しかないし、これを渡すということはそういう意図にしかならない。

「お兄ちゃん」

　美優はコンドームをしげしげと眺めてから、俺に視線を戻した。

「これはどういう意味で私に渡したの？」

　美優の質問。答えはわかりきっているはず。

「それは、その、だな。し、したい……というか……」

「うん。それはわかるけど。なんで？」

　継ぐ問いに、俺は困惑して、それから、その質問の意図を理解したとき、ハッとさせられた。

　俺がコンドームを渡したのは、美優とセックスがしたいからだ。では、なぜ美優とセックスがしたいのかといえば、この溜まりすぎた性欲を解放したいから。ただそれだけの理由でしかない。一方的な欲望の押しつけで、俺は妹の体を求めた。

　美優のことは好きだし、一人の女性として尊敬している。そのつもりだったけど、これではさっきと同じだ。オナホを美優に見立てて腰を振っていた、あの身勝手なオナニーと変わりない。

「ご、ごめん」

「なんで謝るの？　ちゃんと言葉にして言って」

　美優の口調に怒りは滲んでいない。見えないくらい深くに潜ませているのか、呆れて怒りも湧いてこないのか。どちらにしても、俺がすべきことは一つだった。

「美優と、したくて。溜まってたから。美優の膣内で出したら、気持ちいいだろうなって。ただそのためだけに、俺……」

　どんなに変態的な欲望をぶつけても、傷つけるつもりはなかった。風呂場で襲いかけたときもそうだ。俺は美優に感謝しなくちゃならないはずなのに、いつも性欲をぶつけているだけ。たとえ射精を禁止されて性欲を煽られても、女の子としての尊厳は大切にするべきだったのに。

「ふむ。まあ、ならいいんだけど」

　美優はコンドームを俺の胸に突き返してきた。

「エッチはしません。妹なので」

「えっ？　ああ、うん。そうだよな」

　なぜだか、許されたみたいだった。オナホを美優として使っただけじゃなく、美優をオナホのように扱ったのに、「ならいいんだけど」ってどういうことなんだ。普通はもっと怒るものではないのか。

「リモコンは？　電気消して」

　美優に促されるまま、俺は部屋の明かりを消す。暗闇の中、ベッドで妹と二人。美優は腕をたたんで小さくなると、俺の胸にぴったりとくっついてきた。

　か、可愛い。とてもいい匂いがする。けど、なんでこの流れで距離が近くなるんだ。トイレのときといい、もう何がなんだかわからない。わからないけど、とにかく、妹が可愛い。

「美優、せめて、パンツくらいははかせてほしいんだけど……」

　美優の脚が俺の内腿に乗せられていた。このままじゃ身動きが取れない。下半身を露出したまま寝たら、間違いなく夢精してパジャマにぶっかける。それもとんでもない量を。

「美優？」

　すやすやと、気づけば美優の安らかな寝息が聞こえていた。狸寝入りかと思って、ちょいと胸を突いて脅かしてみるが、反応がない。ボタン留めした隙間から、指を差し込んでみても、眠り姫は目覚めないまま。胸を触られるのだけは許せないはずなのに、身じろぎひとつすることもない。

　美優ってこんなに寝入りがよかったのか。知らなかったな。まあ、兄妹なんて一緒に寝るものじゃないし、知らないのが当然なんだけど。

「んん……なんか……」

　美優の頭を腕に抱いていると心が落ち着く。さっきまで性欲が荒波のように押し寄せていたのが嘘のように。シャンプーしたての髪の毛の匂いが、今はただ、心地いい。

　眠くなってきた。

　まだ下の方は元気でいっぱいなのに。

　瞼が重い。

　美優。

　すごく、いい匂いだ……。

「──ふぁっ……んーっ」

　次に目を開けたのは、朝陽に瞼を刺激される頃だった。あんなに興奮していたのにあっさりと寝てしまった。俺の腕の中には、まだ美優が寝ている。長いまつ毛に、スッと通った鼻。何度見たってこの造形は美少女のそれだ。あれだけやらかした俺が、なぜこれほどの幸福に身を置いているのか。

「んっ……はれ……？　お兄ちゃんだ……」

　寝ぼけ眼をまだ虚ろにさせて、お姫様がついに目を覚ました。

「おはよう」

「おはよ……」

　美優は俺の服を掴んで、頬を擦り寄せてくる。これ、本当に美優なんだろうか。中身が別人と入れ替わってるんじゃないか。

「うーん……お兄ちゃん……なんで私のベッドにいるの……」

「俺のベッドだよ。本当に寝起きが弱いんだな、美優は」

「ふぇ？」

　美優はむくりと顔を上げて辺りを見渡す。そこは美優にとっては見慣れない部屋。布団の色も違えばクッションも置いていない。

「はっ──しまった！」

　美優はガバッと布団をめくって起き上がる。起き抜けに美優が最初に確認したのは俺の肉棒だった。それは女の子としてどうなんだ。

「……出してない？」

「幸いなことにな。変な夢を見る隙もないくらいに熟睡してたよ。抜きにも行ってない」

「そっか。偉いね。まあ、その程度で許すつもりはないけど」

　美優は布団を足元に蹴飛ばすと、まだ露出したままの俺の下半身に馬乗りになった。不機嫌そうな目。今度こそは明確な怒りを感じる。

「えっ、俺、なんかやらかしたか？」

「そうだろうね。身に覚えがございませんって態度だったもんね。ずっと」

　いやいやいや、だったらもっとわかりやすく怒ってくれよ。エロい誘惑をして射精を我慢させるなんてお仕置き、俺にとってはご褒美でしかない。

「お兄ちゃんさ」

　美優は片手を俺の横につき、もう片方の手で胸をなじってくる。重力でパジャマに強調されたおっぱいの輪郭が破壊的にエロい。

「私の胸を揉んだとき、お詫びにどんなことでもするって言ったよね」

　一昨日の夜、健康診断の結果に寝込んでいた美優の、寝起きの悪さに乗っかって、俺は胸を揉んでしまった。胸が大きすぎることにコンプレックスを持つ美優にとって、それは秘部を触られるよりよっぽど許せないことだった。

「それを怒ってるのか？」

「それも、怒ってる」

　なら俺は他に何かをやらかしたということか。でも、今回ばかりはどれだけ記憶を掘り起こしても、思い当たる節がない。

「ねぇ、お兄ちゃん。どんなことでもするって、あの言葉に嘘はないんだよね」

「も、もちろん！　美優の望むことなら、なんだってする！」

　さすがに死ねなんて命令されたら堪ったもんじゃないが、美優のことだからそんなことは言わないはず。

「お兄ちゃんは今まで私に何度も助けられてきました」

「はい、その通りです」

「何度も怒られてきました」

「事実に相違ありません」

「そろそろ恩返しとかお詫びとか、できなくて心苦しくなってるんじゃないですか」

「まったく仰る通りで……」

　美優がなんでもやれと言うなら、なんでもやる。それくらいのことはしてもらったんだ。できないはずがない。

「お兄ちゃん、どんなことでもするって言葉の意味、理解してるよね」

　美優は顔を近づけて、肋骨の中心部をグッと人差し指で押した。

「どんなことでも、だよ？　私が下す、いかなる命令にも。絶対に逆らわない。喜んでそれに従う。口答えは許さない。質問も許さない。ましてや拒否することなんて、一生かけても許さない」

　凄みを増していく美優の声。

　生物としての本能が、俺に告げていた。

　これ、なんかやばいんじゃないかって。

　抵抗するべきだ。過去にどれだけの恩があっても、これだけは約束してはいけない。ここが最後の食い下がりどき。この場でならまだ、少しは覆せる。条件を緩和できる。

「ああ……」

　何か言い返せ。言われたままに引き受けるのだけは絶対にまずい。

「お兄ちゃん、最後の確認だよ。今日から二日間、お兄ちゃんには私の命令に従ってもらう。それがどれだけ嫌なことであっても。どれだけ危険なことでも。口なき奴隷、絶対遵守」

　ダメだ。ノーと言え。ノーの上でのイエス、あくまで譲歩、条件付き合意。

　ここで承諾したら、もう戻れない。

　あるいは、人の道にさえ。

「もし約束を破るようなら。もう、二度とお兄ちゃんには頼みごとをしないから」

　グサリと胸に刺さった。これから先、ずっと美優に頼ってもらえない。そんな人生は地獄だ。きっと今も、美優は俺が首を縦に振ることを前提に話している。だからこそ、昨日までの射精管理があった。

「わかった。約束する」

　だから、言ってしまった。口にしてしまった。美優の抱える得体の知れない怒りと、そこから生まれた望みに、必ず報いると。

「さすがはお兄ちゃん。たいへんよい返事です」

　美優は満足げに、わずかばかりの微笑みを浮かべると、ベッドから降りてドアノブへ手をかけた。

「最初の命令。二日間、私が出していいって言うまで射精禁止。夢精なんて論外。自己申告制だけど、嘘をついてもわかるからね」

　美優はドアを開け、廊下に出てからまた振り返る。

「明日の十八時きっかりに帰ってきてね。それまでは精液さえ出さなければ何をしててもいいよ。ではでは」

　パタン。

　閉じられたドア。ベッドに残された俺は、ギンギンに昂ぶったこのイチモツを鎮めることは許されず。

「目立たないズボン、はかないとな……」

　明日の十八時まで、溜めに溜めた精液を何に使うのか。

　それ以前に、俺は何をやらかしたのか。

　不安だけが胸中に漂う夏の朝。

　俺は射精の許されない一日を過ごしに、外へと出かけるのだった。
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　街路樹の等間隔を目で追い、風を切って歩く。そんな自分が別人のようだった。

　これが数カ月前の俺なら、意気がってるだけのキモいオタクだったけど。美優に服を選んでもらって、いい美容室を紹介してもらって、筋トレを始めて。気づけば世界が変わっていた。

　他人の視線も気にならないし、声をかけられても緊張しない。自己評価が極端に低かった俺は、人と話しているだけで自分の存在を恥じていた。どうせキモいし、服はダサいし、話はつまらないし、挙動不審だし。それが一つずつ改善されていくと、それまで他人を眺めてすごいと思っていた日常会話が難なくできるようになって「なんだ俺って普通の人間だったんだな」と思えるようになっていた。

　……実の妹に並々ならぬ性的興奮を覚えることさえなければ、本当に普通の人間だったんだけど。あの妹だからしょうがない。

　目的地は最寄駅。普段は自転車を使うが、歩いてもそう遠い距離ではない。それに、今夜は外泊をするから、自転車を使うと駐輪場が必要になるのでやめておいた。

　慣れた道を外れて、違う経路を歩く。どうせ時間はたっぷりあるんだ。運動していた方が性欲も発散できる。

　休日はオタク趣味に時間を使うばかりでゲームやネットで引きこもっていることが多かったから、丸二日も外で遊べと言われても困ってしまう。とはいえ、幸いにもやることがないわけでもないのだ。鈴原にオススメされたアプリを進めないといけないし、オンラインゲームのレベル上げもしなくてはいけない。だから、夜はネットカフェで過ごすつもりでいる。それまでは、電気屋に行って、久しぶりにパソコンの部品でも眺めているか。

　住宅街から駅の間にある、マンションが増え始める大通り。途中で大きな川が流れていて、橋の上でチャリを待機させている子供たちもちらほら見えた。都会と比べて広く自然に溢れたこの地域には大きな公園がある。

　と言えば聞こえはいいが、駅に出なければそれしかない場所でもある。この辺りではカップルやお年寄りがベンチでゆったりしているだけで、そうしたことに縁のない俺にとっては地元なのに知らない土地だった。

　景色はいい。胸がスッとする。美優に性欲を煽られて、半勃ち状態のままの肉棒からは、少しずつ芯の硬さが抜けてきていた。

「……でかいマンションだな」

　そんな街中の景観にそぐわない、高層マンションが一棟だけ建っていた。駅からの便はいいとは言えないけど、歩けばスーパーには行ける距離だから、まあアリな物件だ。ここ周辺の土地は安いとはいえ、こんなマンションに住んでるのはかなりの富裕層だろうな。

　二重ドアで隔離されたオートロックのエントランス。そのドアが、建物から出てきた人物によって開かれた。コツ、コツ、と底の薄いサマーブーツが地面を鳴らして、胸の大きいポニーテールの女性が姿を現す。リッチなおば様が出てくるかと思いきや、やたらエッチな体つきのお姉さんだった。

「──って、山本さん!?」

「あら。ソトミチくんだ」

　まさかの見知った顔だった。帰りが同じ方向なのに通学路で会ったことがなかったのは、こんなところに住んでたからだったのか。

「お、おはよう」

「おはよう。こんな朝から奇遇だね」

　山本さんは当たり前のように俺の横に並んだ。やたらと嬉しそうな顔をしている。だいぶ気に入られてるよな、俺って。誰にでも優しい山本さんの裏側の顔を知るほどに、好意による笑顔と愛想による笑顔の違いが見えるようになってきた。

「ソトミチくん、やっぱりいい感じ。前より断然カッコよくなってるよ」

「そ、そうかな？　ありがとう」

　以前までなら私服を誰かに見られるなんて恥ずかしいだけだったのに、きちんとした格好をしているおかげで、俺は山本さんが相手でも気負わずに会話をすることができていた。強引にでも外見を改善してくれた美優には感謝しなければならない。今はなぜか怒らせてるけど。

「ソトミチくんはこれからお出かけ？」

「美優に追い出されて放浪中」

「あらあら。喧嘩でもしてるのかな」

「わからんけど怒られてる」

　喧嘩とはちょっと違うからな。

「じゃあ、今は暇なんだ？」

「暇といえば、暇だな」

「へえ」

　山本さんがニヤニヤと俺に視線を送ってきている。どうしたのかと俺が首を捻って反応すると、山本さんは腕がぶつかるぐらいに近寄ってきて、小声で話しかけてきた。

「なら、これからちょこっと、二人きりになれる場所に行く？」

　イヤらしい意図を含んだ質問に、期待と興奮でつい下半身がピクリと反応してしまった。そんな気軽に、ましてや山本さんのような可愛い女の子が、提案していい内容ではない。

「ごめん、今日だけは無理なんだ」

「へっ？　なんで？　今日だけ無理なんてことある？」

　山本さんは俺の返事に目を丸くして驚いていた。上手く説明しないと、また俺が山本さんに興味がないだけだと誤解される。しかし、妹にオナ禁を強制されているこの現状を、どう婉曲にしても説明できる自信がなかった。

「今は放浪中だけど、人に会う予定があるんだ。だから、エッチしてる余裕はなくて」

「さっきは暇って言わなかった？　予定はあっても、少しは時間があるんじゃないの？」

「少しだとまた時間が足りなくなるだろ？」

「それは、その、寸止めばっかりで嫌だったかもだけど、次は手加減なしでするから」

　山本さんは妙に食い下がってきた。なんだってこんなに俺とエッチをしたがるんだ。ただでさえ射精することが許されない状況なのに。

　強引に流されてまたエッチをすることになったら、本当に山本さんは手加減なしで抜きにかかってくるはず。それでは美優との約束を守れない。不可抗力だったとしても、そんな状況になってしまったこと自体が俺の責任なんだ。俺だってエッチはしたいし、せっかく山本さんに会えて嬉しいけど、ここは撤退するしかない。

「ま、待って！　ひとこと、ひとことだけ言わせて！」

　立ち去ろうとする俺を、山本さんが抱きついて引き止めてきた。もし誰かに見られていたらカップルの痴話喧嘩にでも間違われていたことだろう。しかも、俺みたいな冴えない男が、こんな美少女を捨てるというわけのわからない状況だ。

「なんだ？」

「わ、私、自分からエッチのお誘いして、断られたことが人生で一度もないんだけど」

　それは申し訳なかったな。心苦しいと思う他ない。

「ごめん。また、今度で」

「ううぅ……私より優先するものってなに……」

　わかるよ。こんな可愛い女の子に言い寄られて断る男はどうかしている。でも、妹より優先するものなんて、俺にはないんだ。

「とにかく、歩こうか」

　俺は抱きついたままの山本さんを優しく引き剥がす。ただでさえムラムラしているところに、山本さんのムチムチボディは陰茎に悪い。

「逆に聞きたいんだけど。山本さんが俺とエッチする必要ってあるの？」

「必要って……どういう意味？」

「山本さんを女として意識しない男ぐらい、他にいくらでもいるんじゃないかと思って」

　山本さんほどの美人が、たかだかその程度の理由で俺とエッチすることはない。そう思って俺が尋ねると、何を仰ると言わんばかりの顔で、山本さんはパチパチと大きな目を瞬かせた。

「いないよ？　一人でもいると思った？」

「お……思ったけど……」

　そうか。そういうレベルなのか。俺が山本さんのようなとびきりの美少女に話しかけられてビックリしたのと同じぐらい、山本さんにとっては自分を女として意識されないことはあり得ないことだったんだな。

「仮に、断ったのが俺だけだったとして、エッチまですることはないんじゃないのか？　そんなに安い体でもないだろ？」

「他の男の子じゃダメなの。私は、ソトミチくんとじゃないと……。あっ、もしかして、私が他の男の子にも似たようなことをしてるんじゃないかって思った？　してないよ。普段は、付き合ってる人としか」

　山本さんは慌てて補足をしてきた。もとより高望みしていると思っている俺にとって、山本さんの男性遍歴はさして気になるところではない。誰彼構わずしてるなんて思ってはいないが、それぐらいの基準でなければ俺など選ばないはずだと思っただけだ。

「まあ、付き合ってる人とも、ああいうのはしてないんだけど……」

「してないのか。俺は……てっきり……」

　その言葉の続きを口にしてしまおうか迷って、一度は呑み込もうと思ったのだが、山本さんが気になるから話してと目で訴えてきたので、ついには言ってしまった。

「山本さんは変態なのかと」

「願望があったことは認めるよ」

　学校での露出とか、パイズリ中出しとか。してみたかったことは認めるらしい。でも、元カレたちでは、できなかったというわけか。まあ、男の側も女の子からそんなお願いをされたら、引くよな、普通は。

　まさか、山本さんが俺のことを気に入っている理由は、俺が妹に抱いている変態的な感情に気づいているからなのか？　そういう理由なら、俺が選ばれたことにも納得はいくけれども。

「ところで、山本さんはどこに行く予定なの？」

　このままだと美優との関係を暴露することになりかねないので、俺は話題を変えることにした。当たり前のように俺と一緒に歩いているが、山本さんだって何かの予定があって家から出てきたはずなのだ。

「私は弟たちを迎えに行くの。両親がこの土日に旅行で家を空けるから、うちで預かってくれって」

「そっちも放置家庭だったか」

　山本さんも俺と同じかそれ以上に家事はできるだろうが、だからって子供だけを家に置いて旅行をするなんて。うちの両親みたいに仲のいい夫婦なのかな。

「山本さんの弟か。さぞイケメンなんだろうな」

　こんな大人びた美貌の遺伝子なんだ。長身の美形に違いない。

「全然。こんなちんちくりん。女の子みたいなやつだよ」

　山本さんはポーチの肩掛けで作られた胸部の大山を背丈の基準にして、手のひらを下にして空気を撫でた。

「だからよく女装させて遊んでる」

「ひでぇ姉だ……」

　学校では誰にでも優しい天使のような山本さんだけど、家だときっと天下を取ってるんだろうな。もしこんな優秀で美人の姉と一緒に暮らしていたら、逆らえる気がしない。俺なんて妹が相手でもこのザマだからな。

「……あれ？　弟さんは一緒に暮らしてないの？」

　これから家で預かるために迎えに行くってどういうことだ。家族って一緒に暮らしているものだよな。両親が離婚や別居をしているならいざ知らず、旅行をするぐらいには仲がいいみたいだし。何より自分の弟に対して『預かる』という表現はしないはずだ。

「あっ……そ、それは……！　え、えぇと……弟たちは、親戚の家に、泊まってて……両親の旅行を機に、帰ってくる……ことに……」

「両親が旅行に出かけるなら、親戚の家に泊まってもらってたほうが山本さんも楽だし、弟たちも安全だろ？」

　深く考えるまでもない矛盾点に言及すると、早々に諦めた山本さんは反論する口を閉じて、「えへへ」と笑顔で誤魔化した。山本さんは嘘が下手らしい。

「高校生なのに一人暮らしって珍しいな」

　つまりは、そういうことになる。

「……誰にも、言わないでね？　家族以外には秘密だから」

　あのマンションの一室で山本さんは一人暮らしをしていた。家族以外では彼氏にすらそのことを教えていなかったらしい。これだけエッチが好きな女の子が一人暮らしを始めたら、積極的に男を呼び込みそうなものだけどな。どうにも俺がまだ知らない山本さんの一面があるようだ。

　なんてことを考えていると、山本さんのスマホに着信があった。ディスプレイには『あーくん』と表示されている。弟くんかな。仲がよさそうだ。

『おいテメェ！　いつまで待たせるつもりだ豚女ァ！』

　第一声からこの勢い。口調は男らしいが、声はあどけなかった。

「はいはい、すぐにお姉ちゃんが行きますからね。もうちょっとだけ待っててね」

『牛みてえにたらたら歩いてんとアイス買わすぞコラ！』

「そんなに怒んないの。みーくんの言うことを聞いて大人しくしてるんだよ？」

『うっせぇ！　あと三秒で来なかったらアイス二個だからな！　じゃあな！』

　ブツッと切れた通話。山本さんは頬に手を添えてニヤニヤしている。

「聞いてたイメージとだいぶ違うんだけど……」

「下の子はわんぱくなの。ほっぺにチューすると殴ってくるし」

「それはきちんと躾けした方がいいんじゃないか」

　こんなにキレイな女性を殴るなんて、ロクな男にならないぞ。

「躾けるだなんてそんな……。お姉ちゃんはね、惜しみない愛で弟を抱きしめてあげるものなんだよ」

　山本さんはそう言いながら自らのたわわな胸を両腕で抱いた。

「それで白目を剥くまでおっぱいで窒息させる」

「またえげつないことを……」

　前言撤回。わんぱくになったのはどう考えても山本さんのせいだ。

「思春期のお年頃にそんなことしたら、余計に反発するんじゃないか？」

　下の弟さんは声からして小学生くらい。姉からの過剰なスキンシップなんて、どんな美人が相手でも嫌がる年頃だ。そう思っての問いかけに、山本さんは少し考え込むと、またうっとりした顔に戻った。

「反抗的な方が可愛いじゃない？」

　あ、これはダメな姉だ。

「しおらしくなった後に女の子の服を着せるとね、お姉ちゃん、言うこと聞くから仲良くしよって擦り寄ってきて……。うふふ。電話ではあんなだったけど、ちゃんと仲良くしてるんだよ」

「そ、そうか」

　愛情が歪みすぎている。でも俺も、人のことは言えないか。

　と、反省している隣で、また山本さんのスマホに着信が来た。

「あら、お姉ちゃん大好きなんだからもう。ごめんね、ソトミチくん。弟たちが私を求めてるから、先に行くね」

「ああ。車には気をつけてな」

「ありがと。今度は、二人でゆっくりお話しようね」

　山本さんは爽やかな顔で俺に手を振って、再びやってきた着信に応えながら走っていった。『またね』とか『今度は』とか、あんなにウキウキした声で繰り返す山本さんの言葉を聞いていると、山本さんに本気で異性として好かれているのではないかと信じそうになる。

　それをどうやったら確かめることができるのか。俺は頭の片隅で考えながら、不注意にフラフラと歩いて駅を目指した。それからは電気屋に寄って、ゲームのためにパソコンのメモリを拡張したいとか、無理な願いを財布に相談しながら街を練り歩いた。

　ネットカフェの予約は夕方から。それまではオープンなカフェで電源を確保しながらアプリをやって、ゲームセンターや本屋をはしごし、ひたすらに時間を潰して過ごした。

「ナイトプランのご予約ですね。明日正午までのフリータイムパックでよろしかったでしょうか？」

「はい。それでお願いします」

　明日も予定があるわけではないので、時間はたっぷり取っておく。美優の命令とはいえネットカフェでの宿泊はなかなかの痛手だ。夏休み、どれくらいバイトを入れるかな。

　カードキーを渡されて、いざ個室へ。前に佐知子と来たときよりワンランク上のネットカフェだ。まずは手始めに漫画を読み漁る。読み途中で止まっていた作品がいくつかあるので、ここで読んでしまえばその冊数だけ元は取れたと考えることができる。

　本棚にズラッと揃えられた背表紙はいい。いつ見ても気分がウキウキする。時間が遅くなってきたから、どちらかといえばムラムラし始めてるんだけど。ちゃんと射精しないで夜を過ごせるよな。

「おやおやぁ。こんなところに、美優のお兄さんじゃありませんの」

　それは本棚の角から聞こえてきた。嫌味ったらしいこの声は、間違いない。あのロクでもない女のものだ。

「由佳か……。お前、ネカフェで待ち伏せするの好きだな」

「雰囲気が好きなんですよ。なんか空気が卑猥じゃないですか」

「どうしてもネカフェをエロいことをする場所にしたいらしいな」

　実際にしてしまった俺が言えたことではないが。

「むふふ。そんなこと言っちゃって。お兄さんからもエロスが溢れちゃってますよ？」

　そう言って、由佳が見つめる先が、俺の盛り上がった股間だった。

　これはマズイな。由佳の声を聞くと、どうしても美優のお仕置きを思い出してしまう。

「これには深い事情があるんだ」

「へぇ。どんな？　実はお兄さんがロリコンだとか？　あ、それは周知の事実でしたね。ぷくくっ」

　クソこの野郎……こいつとだけは、絶対に仲良くなれる気がしない。

「まっ、いーんですよ？　おにーさんのならぁ、由佳ちゃんがスッキリさせてあげないこともないです」

　ぐいぐいと近づいてきて、由佳は指先で俺のズボンのチャックをなぞる。

「お、おい」

　なんだってお前ら、そんなに俺に対して積極的なんだ。

「私は今すっごく気分がいいんですよ。それも、お兄さんのお・か・げ。だから少しくらいはお礼をしてあげたい気分なんです」

「俺のおかげ？」

　何を言ってんだこいつは。俺は最後にファミレスで会ってから、由佳とはスマホでメッセージのやりとりをしたくらいで、何も感謝されるようなことなんて……。

「あっ──!!」

　ファミレスでのことを美優に伝え忘れていた。由佳がロクでもないことを考えてると言っておかなければならなかったのに。しかもあれ、俺のおかげだとかこいつは言ってたよな。もしかして、いや、間違いない。美優が怒ってる理由はそれだ。

「むっふふ。思い出しました？　お兄さんが教えてくれたんですよ。美優の弱点。なーんでこんな簡単なことにも気づかなかったんだろうって」

　ニタニタと下卑た笑みを浮かべて、由佳はスマホを取り出してディスプレイを見せつけてきた。そこに写されていたのは、女子生徒の裸。この超美麗な少女の姿は見間違えるハズもない。遥のものだ。

「先日、健康診断があったんです。そこでですね、ちょろちょろっと、こんな素敵な写真を撮らせていただきまして。よく撮れてるでしょ？　美優の恩人さんが」

　最悪だ。軽く考えすぎていた。これは美優がキレていてもおかしくない。そして俺は、この犯行に加担した共犯者なんだ。

「この写真を見せたときの、美優の青ざめた顔。達しちゃうくらい可愛かった……はぁ……」

　恍惚とした由佳の表情。もはや常軌を逸している。

「待て、お前、死ぬぞ」

「はぁ？　何を言ってんですか。こっちは美優に、逆らったらこの写真をバラ撒くって言ってあるんですよ？　もう美優は私の奴隷なんです。明日は一日、美優にはオモチャになってもらう予定なんですから」

　それが美優が俺に一日家を空けろと言った理由だったのか。自らを辱められる姿を見られたくなかったから。俺を締め出すために、あんなことを。

「どうしてこんなことをするんだ？　由佳は美優が好きなんじゃないのか？」

「好きでしたよ？　今だって、大好きです。でも、美優は四年間もずっと、私のことを相手にしてくれなかった。一度だって笑ってくれなかったんです。美優が悪いんですよ。全部、何もかも」

　滅茶苦茶な言い分だった。でも、すべてが間違っていると、切って捨てることもできなかった。由佳が悪であることに変わりはないが、そうさせたのは、美優の影響力が大きすぎるせいでもある。

「あれ？　あれあれ？　まさか、気づいてないんですか？」

「な、何がだよ」

　目をガッと開いて、由佳は俺の瞳を覗き込んでくる。正直、かなり怖い。

「明日は私、いっぱい美優に恥ずかしいことをさせるんですよ？　その写真を撮ったら、次に奴隷になるのは、誰だと思います？」

　スマホを振って俺を煽ってくる。美優の恥ずかしい写真を人質にされて困る人間となると、思いつくのは、二人。

「遥と、美優とで、お互いに脅しの道具にするつもりか……？」

「ノンノン。遥は美優なんて庇いませんよ。あれはラブなドールとして好きなのであって、恋人として惹かれ合ってるわけじゃありませんから。それに、遥はああ見えて性格ちょー悪いですからね。美優なんて比にならないくらいに最低の女ですから、あいつ」

　恨みのこもった由佳の声。あれだけ拷問まがいなことをされていたら、嫌になる理由もわからないでもないが。脅しの相手が遥ではないとすると、残るはやはり……。

「俺か」

「そーです。むっふ。お兄さん、溜まってるみたいですし。その精子、私にくれてもいいんですよ？」

「美優と家族になるために、そこまでするつもりか」

「いえーす！　美優の義姉さんになりたい女子はたくさんいますからね。お兄さんの精子って、かなり需要があるんですよ？」

　とても嬉しくない事実が発覚してしまった。美優がモテすぎるせいで、俺にまで魔の手が忍び寄っているなんて。

「ま、悪いようにはしませんよ。お兄さんは色んな意味で、私の恩人ですからね。まずは美優のエッチな動画が送られてくるのでも楽しみにしていてください。それまで、ネットのエロビデオなんかで済ませないでくださいね？」

　由佳は俺のイチモツを、ズボンの上からソフトタッチすると、にっこり微笑んで会計へと向かってしまった。

　俺のせいでこんなにも美優が追い込まれていたなんて。あのアイディアを与えてしまったのが俺だとしたら、美優が怒るのも無理はない。強引にでも由佳を止めたいが、ここでこじれて事態が悪化したら、それこそ取り返しがつかない。スマホを破壊したところでデータが消えるわけでもないし。

　俺はなんて美優に謝ればいいんだろう。そもそも、許してもらえるんだろうか。

　謝罪の言葉をメールや電話で済ませるわけにもいかず、帰宅が許される日曜日の十八時まで、俺はゲームや漫画に集中して、ただ時間が過ぎるのを待った。ネカフェを出てからも気持ちは落ち着かず。帰宅時間が近づくほどに心拍数が上がっていった。あれだけ早く過ぎろと思っていた時間が、もうあと何分しかないと心をあまのじゃくにしている。

　そして、ようやく訪れたそのとき。玄関のドアに手をかけた十八時に、鍵は開いていた。ドアを開くと、そこには。いつもと変わりない美優が、両手を前に重ねて俺を出迎えて待っていた。

「おかえりなさい。お兄ちゃん」

「お、おう……」

　普通だ。普通すぎる。これは、異常だ。由佳が家に来て、無茶な命令を言いつけているはずなのに、美優からは怒りも悲しみも感じられない。

「早速だけどお兄ちゃん。命令の二つ目、聞いてもらうね」

　美優は俺に家に上がれと指示をすると、二階へと階段を登っていって、俺もそれに続いた。

「お兄ちゃんさ、オナホ、好きだよね」

「それは、まあ、嫌いじゃない、というか……どちらかといえば、好きな方ではあるが……」

「そうだよね。好きだよね、お兄ちゃんは」

　美優が急に立ち止まった。

　そこは、俺の部屋の前だった。

「そんなお兄ちゃんに、オナホの開発をお願いしたくて」

　美優は俺の部屋の前に置いてあった小さな箱を拾って、それを俺に見せる。

　業界で極薄とされるコンドーム。五個入りの、高級スキンだった。

「命令、聞くよね。お兄ちゃん」

　気がつけば、美優の目から人らしい輝きが失われていた。ドス黒い濁りすら感じるほどの暗い瞳。美優の手が俺の股座を擦り上げる。俺の股間はこれまでに溜めた精液の量を表すようにパンパンに膨らんでいた。

「あ、あぁ……」

　俺はそのとき、昨日の朝に脳が発していた危険信号の意味を、ようやく理解した。

　美優が俺の部屋のドアを開くと、室内にあったのは、大きなダンボール箱だった。その一つの面がくり抜かれて、お尻だけが外に出されている。仰向けの状態で、ふともも付き。まさしく正常位で挿入する大型オナホのよう。だが、あのサイズ、あの質感。どう考えても、本物の人間にしか見えない。

「お、おい、美優」

「今さら嫌とは言わせない。命令、聞くよね？」

　美優は俺の胸にコンドームの箱を押しつけて、冷たい目で俺を睨む。

「コンドーム、五個入ってるから。そのオナホを使って、全部を精液でいっぱいにしてくれればいいだけ。それでお兄ちゃんは無罪放免。簡単なお仕事。やったね」

　ひどく冷淡で、あまりにも平坦な声。

　俺に拒否する権利などない。どんな命令にも従う。さすがに限度があるだろうと、高を括っていたが。この妹はその一線を越えさせた。今日が俺の、まっとうな人間としての最後。

　それは言い訳のしようがない、れっきとしたレイプの命令だった。











０８．妹のエッチな誘惑　地獄の射精管理　〜レイプして、お兄ちゃん〜　その１









　想像したこともない光景だった。

　窓から一切の光が差し込まなくなっている俺の部屋。そこに置かれた大きなダンボール箱。その箱からは、女性のものと思しきお尻だけが仰向けに露出している。

　美優はそれをオナホと呼んだ。そして、どう考えても本物としか思えないその肉感の女性器を使って、コンドームを精液でいっぱいにしろと、俺に命令をした。

　片や奴隷。片や道具。俺がこれから行うことは、間違いなく由佳のものであるその膣穴に、無許可で肉棒を挿入して射精することだった。

「美優……これはさすがに……犯罪だろ……？」

　お仕置きの範疇を超えている。もし由佳がその気になれば、俺は訴訟を起こされて逮捕されてしまう。

「だからどうしたの？」

　美優は構わずオナホになった由佳の前に俺を誘導した。

　へその下から坐骨まで突き出た体は、股を広げた状態で脚部がダンボールの中に戻り、膝から先は収納されている。ダンボールは工作で拡張されているとはいえ、膝を伸ばしたまま縛りでもしなければ収まらないサイズだ。かなりキツい体勢を強いられているに違いない。

　滑らかな臀部の曲線に触れてみると、伝わってくる人らしい温度がある。本物だ。実物の人間がオナホールに仕立てられている。

「これ……由佳だよな……？」

　肉を摘まんでみても反応はない。眠らされているのだろうか。もし睡眠薬でも盛られているなら、寝ている間に終わらせてやったほうが、由佳のためにはなるのか。

　どっちにしても、普通の神経でやることではない。狂っている。由佳も、美優も、なんでお前らはそんなに歪んでいるんだ。

「警察沙汰になったら俺は退学だ。美優だって停学くらいにはなる。由佳もレイプなんてされたら一生トラウマになるだろ。こんなの、誰も幸せにならないよ」

　正論を言っているつもりだった。俺の言葉にはどこにも非がない。絶対に正しい自信があったのに。

「それは通報されたらの話。そもそも先に罪を犯したのは由佳のほう。それを身内だけで処理してあげる、これは優しさだよね」

　美優は顔を近づけて俺を見つめてくる。ヤクザに胸ぐらを掴まれているような気分だった。

「由佳は反省する、私はイタズラをされなくなる、お兄ちゃんは恩を返せる。みんな得する。みんな幸せ」

　美優の声が耳に流れてくる。その一言ごとに、心の重荷が消え去っていった。

　めちゃくちゃな言い分だと頭ではわかっているのに、美優の言葉を聞いて、俺はどこか安心していた。催眠術にでもかけられているみたいだった。

「服、脱いで」

　美優の命令は絶対だった。俺はシャツを脱ぎ、ズボンを下ろし、言われるまでもなくパンツまで脱ぎ去る。

　妹の前で全裸に剥かれて、股間にはすでに散々と焦らされた肉棒が反り上がっていた。それだけでも滑稽なのに、これから俺は、このオナホに向かって一生懸命に腰を振らなければならない。

「はい。一個目」

　美優はコンドームの箱を開けて、ひと繋ぎの包装紙を千切って俺に渡した。

「簡単に射精したりしないでね」

　美優は指先で俺の裏筋の反りをなぞってきた。

「ふぁ……あっ……！」

　痺れるような快感に声が漏れた。普段は意地でも触ろうとしない美優の手の感触だ。暴発寸前の俺には刺激が強すぎる。

「妹の前で歳下の女の子をレイプするのが気持ちよすぎて我慢できないって言うなら、許してあげるけど」

　美優は由佳の秘裂に人差し指と中指を這わせ、クパッと横に開いた。肉々しい穴からねっとりと液が漏れ出して、手を離す美優の指が糸を引く。

「俺は、そんなこと……。ただ、おとといからずっと溜まってるから、早くはなるかもしれないけど……」

　毎日何回も射精してた俺が、いきなりオナ禁をすることになったんだ。もう出したくて堪らない。少なくとも一回目の射精まではすぐのはずだ。

「そんなの、私は納得しない。だってそうだよね。私には早く済ませたくて出してるだけにしか見えないんだもん」

　美優の意見は、つまるところこうだった。たとえ本心が早く済ませたいと望んでいても、そう見せないようにしろと。

「たとえば、そうだね。お兄ちゃんが気持ちいい気持ちいいって叫びながら女の子をレイプするなら、すぐに射精しちゃっても妹は納得するかも」

　悪魔だった。

　これは由佳への罰であると同時に、俺へのお仕置きでもある。

　この妹にとって、なにより大切なのは誠意。心の底から詫びたいのなら、できないことなどないだろうと、暗にそう語りかけている。

「そろそろしよっか」

　美優は正常位になった俺のペニスの頭を指で押して、由佳の割れ目に沈み込ませた。

　挿れるしかなかった。せめて由佳が眠っている間に。できるだけ刺激せずに済ませてしまうしかない。

　半分まで膣内に入り込んだ亀頭が、徐々に由佳の体温に包まれていく。カリが膣壁を擦るほど挿入すれば、疑いようなくレイプは成立する。

　俺は由佳とは何回か会っただけ。セックスなどできる仲ではない。美優と家族になるためなら俺の子を孕んでもいいとは言っていたけど、その場の勢いで出た言葉を真に受けるなんて愚かなことだ。

　あと少し腰を沈めれば入る。美優に命令されたからなんて言い訳はできない。俺は犯すんだ。これから、由佳のことを。

「なっ──!?」

　ビクッと由佳の尻の筋肉が動いた。俺は驚きのあまり跳ね上がってしまって、その動きが、由佳の膣の手前をグリッと刺激した。

「ん……んんっ!!　んんぅぅぅぅん!!」

　ダンボールの中からくぐもった悲鳴が聞こえる。由佳が叫んでいるんだ。これからレイプされることに気づいて、必死に抵抗をしている。

「あらら。せっかく五時間も放置したのに。寝てればいいものを」

　美優は由佳の尻を、パシンッ！　と強く叩く。それだけで、ダンボールの中に拘束されている由佳は、まるでナイフで刺されたかのように悲痛な絶叫をした。

「み、美優！　由佳には、なんて説明をしてるんだ!?」

「お兄ちゃんの知り合いに童貞を捨てたがってる人がいるから、その手伝いをしてねってお願いしてある」

　美優は由佳に嘘を吹き込んでいた。由佳は俺ではなく、見知らぬ男たちに犯されると思っている。

　これ以上にない最悪の嘘だった。由佳は美優に変えてもらう前の俺の姿も、俺がセックスを目的に彼女を募集していたことも知っている。由佳にとっては俺は、冴えないオタクと同じ分類の生き物。

　そんなオタク仲間の童貞と聞いて、由佳はどんなイメージを持つか。考えるまでもなかった。オフ会で幅広い年齢層と出会える今では、俺の知り合いが学校の友だちとは限らない。そんな男たちに次々と犯されることを由佳は想像しているんだ。

「んんぇぇえへっ!!　んえっ、んんんっええへぇぇ!!」

　由佳は口を塞がれているのかまともに喋れていない。だが、それでもわかる。『やめてっ!!　やめてぇぇええ!!』と叫んで、抗っているんだ。この絶望的な状況で。犯さないでくれと懇願している。

　ドクン、ドクン、と心臓の音が聞こえる。こんなに嫌がっている女の子を、俺はこれから犯さなければならない。

「っはぁ……ぐっ……」

　呼吸が整わない。まだ動いてもいないのに、緊張のしすぎで息切れしている。

「お兄ちゃん、これ」

　なかなか挿れようとしない俺に、しびれを切らした美優がスマホの画面を見せてきた。そこに映されていたのＳＮＳのタイムライン。匿名で不特定多数の人にメッセージを発信できるサイトだった。

「そ、それって……!?」

　その画面を見た瞬間、俺は戦慄した。

「そう。もう上げられてるの。ネット上に」

　画面を指でスクロールして、次々に表示されていく画像。その中の一つは、ネットカフェで由佳に見せられた遥の隠し撮り写真だった。しかも、美優がキレている理由は、それだけに留まらなかった。

「そんな……美優まで……」

　美優の裸までもがアップロードされていた。胸囲測定のために、ブラジャーを脱いでいる途中の姿。美優が最もコンプレックスを抱いている部位がはっきりと映り込んだその写真を、由佳はＳＮＳに流していたのだ。

「新しく作った非公開アカウントで投稿されてるから、幸いまだ誰にも見られてはいないけど。こんな時代だもん。どんな形でサルベージされるかわからない。この女は私と遥の体に傷をつけたも同然。だから同じものを失ってもらう」

　美優が由佳に科した罰。それは由佳の想像上の刑として、集団レイプによって処女を喪失させることだった。

「由佳、何度も言ってたよ？　お兄ちゃんのおかげで私を従わせられるって。ねえ、お兄ちゃん。まだレイプしてくれないの？」

　これは俺と由佳、二人の罪。

　清算するしかないんだ。二人で一緒に。

「由佳、ごめん……！」

「んんんんっ!!　んんぅぅぅうっ!!」

　抵抗の激しくなる由佳の尻を、がっしりと掴む。腰を突き出すと、ぬぷっ、ぬぷっ、と肉棒が由佳の膣に入り込んでいった。

「んんぇぇえぇ!!　んんがぎゃぁあっがぁぁああああ!!」

　ジタバタと暴れる由佳も、その勢いほどには動くことができていなかった。その代わりに、肉棒の侵入を阻むために膣の入り口を狭めようと、収縮する肉壁が絶妙に俺の陰茎を刺激してくる。

「んあぁぁあああっ!!　あああぁああ!!　んぐんぁぁぁあああ!!」

　愛液を押し出しながらズブズブと肉棒が入っていく。

　膣内に半分が挿入されて、なおも俺は腰を前へと突き出した。

「ああっ……ぁっ……!!」

　久しぶりに味わう女性の肉穴は、狭くも柔らかい肉感だった。罪悪感と快感が這い上がってきて、奥まで達した俺の剛直が、由佳の子宮口をゴリッと抉った。

「んんんががぁぁっぁぁああああぎぁあぁあああああ!!」

　喉が擦り切れるような絶叫だった。このダンボールの中で、由佳が血を吐いていてもおかしくないほど、力の限りを込めた叫び声。密閉された空間から漏れ出た音でも、すぐそばにいる俺に明瞭に聞き取れる音量だった。

　レイプに抵抗する悲鳴。純潔を汚されたことへの嗚咽。犯した罪の重さを知り、止まらなくなった後悔と垂泣。すべてがリアルに俺の耳に届いていた。息が苦しくなるくらい心がドス黒く染まっていく。それでも、俺は腰を止めずに振り続けた。

　パンッ、パンッ、パンッ、パンッ。ジュブ、ジュブ、グチュ、グチュ──！

　水音が弾けて、腰を打ちつけるたびに、由佳が叫ぶ。善し悪しの判断もつけられない女の子を、俺は怒るでも叱るでもなく、犯している。人間としてあるまじき行為。由佳は処女を散らされてからもなお「やめて!!　やめて!!」と救済を懇願し続けている。　

「由佳、ごめん……由佳っ…………ああっ……気持ちいい……気持ちいい……ッ!!」

　美優に焦らされ、オナニーを禁止されて。ガチガチに膨らんだ陰茎を、この狭い肉穴にねじ込む感覚がたまらない。由佳が抵抗したところで締めつけが強くなるだけだった。俺の肉棒を擦り上げる圧力が、むしろ丁度よく高まっていく。

「んがぁああ!!　んぬぬぬぅぅ!!　んんっ!!　うぐぐぅぅうぅぅぅっ!!」

　ドスン、ドスン、と床を叩く音が響く。頭を打ちつけて、由佳は自分が中にいることをアピールしていた。本物の人間であることなんて、とっくにわかっているのに。

　頭にクッションでも敷いてあるのか、由佳が頭を打ちつける音は激しい打撃音にはならなかった。それでも、体をガチガチに拘束されてなお動くその下半身が、抵抗の激しさを物語っていた。

　血液をパンパンに充足させて膨張した俺の肉棒は、もう以前までの弱々しい男根とは違った。たび重なる美優でのオナニーで、確実にサイズアップしている。それをこんな小さい女の子の膣内に無理矢理挿入しているんだ。気持ちよくないはずがない。

「ああぁっ……で、出る……出るっ……!!」

　激しく前後する腰のストローク。

　肉壺から溢れる蜜が弾け飛んだ。

「んんんんんっっ!!　んんぎゃぁぁがあぁあああ!!　ぐゃがぁぁああああああ!!」

「出るっ……出るっ……出るうぅっ……ああっ、あぁぁああっ!!」

　ドピュルルルッ、ドプンッ、ビュルル、ドプッ、ドプッ──と、二日間溜めた精液が由佳の膣内で吐き出された。

　射精のたびに膨らむペニスが、狭かった由佳の膣穴をさらに広げて、由佳もきっと膣内で射精されたことを理解したはずだった。

　射精の余韻に浸っている俺に、この無機質な箱から聞こえてきたのは、すすり泣く少女の声だった。

「あぁ……」

　やってしまった。ついに、俺は犯してしまった。俺から見てもまだ子供の域を出ない少女を。決して無視してはならない法律を。

「お疲れ様、お兄ちゃん。とりあえず、一回終わったね」

　由佳の膣内から引き抜いたペニスには、大量の精液が溜まったコンドームがぶら下がっている。美優はそれを引っ張って取ると、口を結んで新しいゴムを俺に渡した。

「あら」

　美優はコンドームを結んだあと、自分の手を裏表にして見返した。その指先についていたのは、赤色。うっすらとした赤透明の液体が、美優の指先で粘ついている。

「かなりオモチャで遊んでたはずなんだけど。残ってたのかな」

　由佳の処女膜を破った証が、コンドーム全体にベッタリとついていた。注視してみると、由佳の秘裂から赤い汁が垂れている。

　処女をレイプで奪ってしまった。わかりきっていたことなのに、本物の血を見るとゾワッと鳥肌が立ってしまう。

「まあいいや。次、やって」

　俺が罪の意識を何倍にも膨らませている横で、美優は破瓜の事実を「まあいいや」で済ませてしまう。友人が見知らぬ男に処女を奪われて泣いているのに。その実行犯である俺が言えたことではないけれど。コンドームの精液だまりが膨らむくらいに射精しておいて、まだ硬くなっているこの性欲が憎い。

「んぐっ……ううっ……ううぅぅ……」

　鼻をすすり、呻く声がダンボール越しに響いてくる。ズキズキと胸が軋んだ。こんなことをしておいて、罪悪感を覚えている自分は、なんで被害者ヅラをしていられるのか。

　美優も由佳も大切なものを失った。俺はその両方から、奪った側なんだ。

「お兄ちゃん、本当に反省してる？」

「それは、もちろん……」

「なら、いちいち私が指示しなくても、できるよね？」

　美優は俺が持て余しているコンドームを、改めて強く握らせてきた。

　わかっている。由佳は美優と遥の裸を世間に晒そうとした極悪人。裁きを受けて然るべき咎人だ。

　俺はいわば下手人。誰もやりたがらないその仕事を、罰として引き受けた。この先ずっと引きずり続ける罪悪感を抱えて生きていくことが、俺が背負わなければならない罪であり、行為の代償なのだ。

「うっ……うぅ……」

「由佳、ごめん」

「ううぅぅ……ん、んんっ!!　ん、んー!!　んんんうぅぅぅんぬぬぬぬうううう!!　んんあああああぁぁあああ!!」

　俺は再びペニスにゴムを装着して、由佳の膣内に挿入した。極限状態で防衛本能が濡らした由佳の肉壺には、まだたっぷりと蜜が残っている。

　腰を打ちつけるごとに高くなる叫び声と、激しく動いて抵抗する体の、そのどちらもが次第に弱々しくなっていった。もともと由佳の体は、このダンボールに拘束されるまでにかなりの体力を奪われている。平常の精神状態ならこうして暴れることもできなかったはずだ。

「由佳っ、由佳っ……由佳ぁぁっ…………!!」

「うぐっ……うぅぅぅぐっ……うっうっうっうぅぅぅんぬぬぐううぅぅ!!」

　力の限り叫んでいた声は、泣き声に変わった。歯を食いしばって、それでもこの残酷な運命に抗おうとする姿が目に浮かぶ。

　こいつは許されないことをした。罰を受けて当然の悪い子だから、お仕置きが必要なんだ。腰を止めて謝りたくなる思考を、何度も何度も由佳への批難で上書きして、俺は由佳への責め苦を実行した。

「うっ……うぐうっ……ううっ……」

　泣く体力すら失われた由佳は、やがて身じろぎすることもなくなった。静まっていく空間で、俺の荒い息だけが虚空を満たす。

「はぁ……はぁっ……っあぁ!!」

　グチュ、グチュ、グチュ、と。コンドームが由佳の蜜を絡ませて外へと掻き出していく。互いにどれだけ嫌がっていても、セックスはできる状態だ。しかし、いくら濡れているとは言っても、これがセックスに感じている女の子の体とは思えなかった。

「あっ……あああっ……！」

　それでも、男である俺は感じる。相手が俺を受け入れていようがなかろうが、濡れた膣に性器を擦りつければ、射精欲は湧き上がってくる。それが種を残すために作られた雄の本能だからだ。

　肉棒を激しく前後させると、嫌がる少女の唇を無理矢理に奪うように、子宮口と尿道口が何度もキスをする。愛液をヨダレのようにだらしなく垂らしながら、由佳は絶望がもたらす横隔膜の痙攣と、膣の奥を突かれる刺激を、交互に味わっていた。

「由佳、あぁ……由佳っ……由佳、俺、また……！」

「ああぁぁうぅぅう……あっ！　うぅうぅっぐっ！　ぅ……えぐっ……うぅぅ……あぁぁあっ！」

　もう出る。嫌がっている女の子を泣かせて射精する。

　フィニッシュに向けて大きくなるストロークに、由佳の体は、それが射精をするための動作だともう理解していた。

「あぁぁっ、由佳、はぁっ、でる、出るっ……!!」

「あぁぁあんんんっ！　んががぁぁぁあっつっぐ！　うぅぅぐぐぅんうっ！」

　最後の足掻きに叫んだ由佳の膣内に、どぷん、どぷん、とコンドーム越しに注がれた精液は、一回目と変わらない量だった。射精に筋肉が伸縮するたびに、視界が閃光と暗転を繰り返して、俺の脳と心臓はショートしたように熱くなった。

「お疲れ様。ゴム、外して」

　それに対して、美優はどこまでも冷静なままだった。兄が友人とセックスをしていることなど、美優にとっては画面の演者がまぐわっているのと変わらないのだろう。

　肉棒を引き抜くと、行為中とは比較にならないくらいの淫液がドロドロと流れてきた。イッているようには感じなかったが、この分では潮吹きまでしていたのかもしれない。

「すごい量。さすがお兄ちゃんだね」

　美優はコンドームの口をまた結んで、俺に三つ目のコンドームを渡してきた。俺のペニスは、まだ硬いままだった。

「由佳、どう？　反省した？」

　美優はダンボールの頭の部分だけを開けて、由佳の口に咥えさせていたパンツと噛ませ布を取り出した。

　ダンボールは真横に座る美優以外が見えないように工夫されている。由佳の尻を前に全裸で座っている俺の姿は、由佳には確認できない。

「うっぐ……えっぐ……ひ……どい……うぅ……初めて……だったのに……」

　口が自由になってすぐ、由佳は俺を責めることはしなかった。もし犯人が俺だとわかっているなら、相応の声をかけてきたはず。

　ダンボール越しでは、セックスしている最中の声を俺のものだとはわからなかったようだ。ここで俺が声をかけてやれば、ある程度は由佳も救われるのかもしれないけど、そんなことを美優が許すはずがない。

　由佳は美優や遥たちとオモチャで遊んだことはあったようだが、男性経験は皆無。まだ付き合った男すらいなかった。そんなキレイな体を、見知らぬ男に汚された。しかも、由佳の想像の上では、キモオタの童貞に。無残にも花を踏みにじられたと思い込んでいる。

「はい、これ」

　ドサッと美優が床に落としたのは、二つの精液入りのコンドームだった。たっぷりの精液で膨らんだ、赤い愛液まみれのそれを、美優は純潔を散らされて泣く由佳の目の前に置いて見せた。

「うっ……うぅぅぅうっっ……!!」

　鬼畜。まさに鬼の所業だった。

　友人の裸を盗撮し、ＳＮＳに晒すと脅した罪と、釣り合うだけの罰なのか。俺にはもうわからない。それでも構わなかった。俺はもう、どちらの憎しみも引き受けるつもりでいるのだから。

「写真を投稿したアカウントのＩＤとパスワードを教えて。あと由佳のスマホのパスワードも」

　美優は自分のスマホと由佳のスマホのそれぞれに、ＳＮＳのタイムラインとスマホのパスワード入力画面を表示して、由佳に催促する。

　目的は由佳を拷問してパスワードを吐き出させることだったのか。だが、由佳も簡単には口を割らない。なぜなら、そのＳＮＳアカウントだけが由佳にとっての武器。非公開にされたまま、実質的なバックアップとなっているそれを、解放すると脅すことが由佳の持つ唯一の勝ち筋なのだから。

「そ、それは……」

　教えられない。この責め苦を耐えきれば、いずれは自分の手番がやってくる。すでに処女は失われた後だ。もう何も怖がることはない。

「そっか。言わないんだ」

　ただしそれは、美優の氷柱のように突き刺す目で、睨まれるまでの話。

「ま、待って！　待って!!　美優!!」

「じゃあ、三人目。処理してもらうね」

「待ってってば!!　ねぇ美優!!　聞いて!!　行かないで!!」

　再び閉じられた、ダンボール箱。由佳の口に噛まされていた物がなくなったため、漏れ出る声は先ほどまでより明瞭になっていた。

「美優!!　言う!!　言うからぁ!!　もうやめて!!　知らない人の挿れないでぇぇぇええ!!」

「お兄ちゃん、やって」

　美優は由佳の声を完全に無視した。本人の心が折れてもなお、その根本を破壊しにかかっている。

「いいのか？　由佳のやつ、パスワードを教えるって言ってたけど……」

「この程度で済むわけがないでしょ。あの子、嘘つきだから。他の場所にも写真を隠してるかもしれないし」

　美優が徹底的にやるのは、由佳の持つ武器が電子データだからだった。どこまでコピーを取っているのか、徹底的に吐かせないと意味がない。だからタダでは済まさない。もう二度と逆らう気が起きなくなるまで、由佳を底の底まで突き落とすつもりだ。

「ヤダやだぁ!!　もう嫌なのぉ!!　やめてよ……もう助けてよ……!!」

　箱を開ける前とは違う。叫ぶだけだった由佳の声に、様々な感情が上乗せされている。俺の鼓膜を揺らす絶望の声に、ペニスはビクンッ、ビクンッ、と血を集めていく。

「なんで俺は……こんな状況で……」

　いくら美優の命令だからといっても、こんな状態で勃起するなんて異常だ。あるいは女性が興奮するだけで濡れるように、俺もこの異常な緊張状態に脳神経が暴走して、勃起が収まらなくなっているだけなのか。でも、この睾丸がぐつぐつ沸き立つような感覚は、間違いなく性欲の高ぶりだった。

　目の前には女性器をあらわにして拘束された雌。たとえ据え膳だったとしても、雄として子孫を残す絶好の機会を逃すわけにはいかない。そんな本能が、挿れろと俺を奮起させている。

「由佳……すぐに、済ませるからな」

　コンドームを三度装着し、由佳の割れ目に押しつける。

　ヒクヒクと動く膣肉がイヤラしく俺を誘っていた。

「やだやだ!!　ねえ、お願いします!!　もうこれ以上しないでください!!」

　ダンボールの中で許しを乞い願う由佳。その一切を、俺は聞き流し。ズブッ、と、ペニスを由佳の膣に挿入した。

「ぎゃぁぁああああぁあっぁあああ!!　もうイヤァああぁぁああああああ!!」

　部屋とダンボールで二段階に反響する絶叫。美優は興味がなさそうに残り二つのコンドームをパタパタと振り、由佳と俺とのセックスを眺めている。この長い夜はまだ終わりそうになかった。
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　コツ、コツ、コツ──。

　美優はスマホのディスプレイを指でタップして、パスワードを解除する。由佳のスマホのありとあらゆるデータを探し、怪しいメールも片っ端から削除した。ネット関係には俺のほうが詳しいこともあり、途中からは俺もデータの削除を手伝ったが、由佳の家にパソコンが置かれていたらすべてに対応することはできない。

「うっぐ……えっぐ……うぅ……」

　涙でクッションを濡らす由佳の顔の横には、三つの使用済みコンドームが置いてある。三回目のセックスが終わり、由佳はそれからずっと泣いていた。由佳に俺の顔が見えないのと同じように、俺からも由佳の顔を見ることはできないが、きっと頭部に敷いたクッションも涙を吸ってすっかり重くなっていることだろう。

「ねえ、由佳」

　ようやくお仕置きも終わりかと安堵しかけたとき。

　美優の口から放たれる、刺々しい声。

「写真を投稿したアカウントのパスワード、通らないんだけど」

　由佳が遥たちの裸を投稿したＳＮＳアカウントはログアウト状態になっていた。よしんばログイン情報が内部に記録されていたとしても、アカウントを削除するためにはやはりＩＤとパスワードが必要になる。

　由佳が利用したＳＮＳは多くの会社が関連のアプリケーションを提供しているほどの超大手。投稿メッセージを消しても、その大元がＷＥＢを通っている以上、キャッシュなどで復元される可能性は捨てきれない。そのため、アカウントを削除したところで解決する話でもないのだが、そうすることが由佳を許すために美優が提示した最大限の譲歩だった。

「パスワード、通らない……!?　そ、そんなはずないって!!」

　恐怖と驚きに満ちた反応。由佳もこの期に及んで嘘をつく気はなかったようだ。

　本当のことを言ったはずなのに間違っているとなれば、パスワードの覚え違いだ。由佳が律儀にパスワードを控えているようにも思えなかったし、もしこのアカウントを削除することができなければ、由佳への責め苦はこんな程度では済まされない。

「私が解除するから！　貸して……！」

　由佳の提案に、美優はしばらく考え込んでから、ためらいながらもスマホを渡す。

「もしアカウントを公開状態にしたら、わかってるよね？」

「わかってる！　わかってるってば！　そんなことしないって！」

　由佳はおぼつかない手つきで、何度もスマホを落としながらパスワードを入力した。一分、二分と経っても、それは終わらない。

「なんで……なんでよ……！」

　思いつくパスワードをすべて入力した由佳だったが、どれを使っても認証を弾かれる。

「やだやだやだ……うそぉ……なんで……なんでログインできないのッ!?」

　美優はその様子を眺めているだけ。急かすことも責めることもせず、ただ由佳に視線を向けている。

「あ、あぁ……！　このアカウントは新しいパスワードにしたんだった……！　え、えと、パスワード、新しいやつ、あれ……えーっと！」

　由佳は必死にアカウントの削除をしようとしていることをアピールする。その横で、美優はまた新しいコンドームの袋をビリっと切り取った。

「やだ……！　やだ！　やだやだ！　待って美優！　ちゃんと思い出すから！　もうお股を使われるのやなの！」

　由佳の懇願を無視して、美優は俺に新しいコンドームを渡してきた。

　由佳にとって、今の俺はレイプ犯の四人目。無理やり股を広げられて、勝手にペニスをねじ込まれて、許可もなく射精される。そんな苦痛が再び始まる。

　自らを犯す男たちの声は聞こえない。部屋のドアの開閉音もしない。そんな不自然にも、由佳は疑問をぶつけてくることはない。ただパニックになって、疑念は都合の悪い妄想にどんどんと変わっていく。もしかしたら由佳は、俺が考えているよりよっぽど酷い状況を想像しているのかもしれない。

「挿れて」

　美優は俺に言った。

　由佳の頭をダンボールから解放させたまま。

「やだぁ!!　やめてください!!　がんばって思い出しますからぁ!!」

　股を広げられ、俺に何度も挿入され、膣内が広がったままの肉穴が、ヒクヒクと動き出す。淫汁が流れていくその様子を眺めているだけで、また俺の肉棒は硬くなっていった。こんなことで勃起するなんて。女の子を犯すことが俺の潜在的な性癖だったとでもいうのか。

　認めたくない。これだけ射精していても。罪悪感を抱えたままのセックスをして、何度も射精したのは佐知子のときも同じだった。あのときは妹に恋愛感情に近いものを抱いてしまい、俺はその罪悪感から逃れるために一心不乱に佐知子を抱いて、何度も射精した。

　俺にこうしてセックスするように強要しているのは美優だ。俺の体は、由佳を犯すことではなく、美優に由佳を犯すように命令されることに快楽を覚えているんだ。

　こんな言い訳、なんの役にも立たないけど。レイプにじゃない。少なくとも、俺は女の子を犯すことに興奮なんてしていない。

「あっ、ああっ、また硬いの当たってるよぉ……うぅ……やめてください……ちゃんと削除しますから……！」

　由佳はまだスマホをいじったまま。俺は美優の視線に急かされて、コンドームを装着する。ゴム鞠のようにパンパンに膨らんだ亀頭。それを由佳の蜜壺に沈み込ませる。

「あっ、ああっ……きちゃやぁ……まって……ああんっ！」

　俺はもう何度目かの謝罪に「ごめん」と心の中で唱えて、ズブッと勢いよく由佳の膣内にペニスを挿し入れた。お仕置きが続くのは俺があと二回の射精をするまで。早く終わらせてしまった方が、由佳も楽になれる。

「ん、あ、あっ、ダメェ……はぁんっ、これも、通らない……パス、ワード、もうわかんなぃよぉ……ああっ、あん、ああっ！」

　わけもわからず犯されていた今までと違う。由佳もこの状況に体が順応し始めたのか、そこにははっきりと感じている手応えがあった。

「う……くっ……！」

　膣内はまたビチョビチョに濡れて、肉棒全体をヌルッと包み込んでくる。声を出さずにいるのも難しくなってきた。やばい。だんだんと本気で気持ちよくなってきた。

「あぐぅあっ、ああんっうそっ、おっ……！　入力、無効にな、てる……あぐぅあっうぅ、スパムじゃ、ないのにぃ……ああううぅ……！」

　由佳がパスワードを間違えすぎたことにより、システムから攻撃と認識されてしまった。五分間のパスワード入力無効。美優からすれば、そこがタイムリミットだった。

「もういい。返して」

「や、やあんっ！　ごふっ、んんっ！　ま、まって……あとちょっとで……さくじょでき……るうっ……うぐっきゅっっ！」

　突き上げた肉棒が由佳の奥を刺激すると、ビクンビクンと体が大きく跳ねた。どうやら下から上に向けて腰を動かすようにすると、由佳はすぐにイッてしまうらしい。

「あ、あぁぁ……みゆ……まって！　まだ頑張るからぁぁ取らないで、やだやだ、あっ、もう、せーえき、出されるのイヤ、あん、ふんっ、あぁぁあっ！」

　由佳から失われていく希望。怯え震える声が室内に響く。それでもなお、俺は由佳に挿入するのをやめられない。

「うぐっ、ああぁあっ！　こんど、は、ほんと、ほんとのほんとに……いぃぃああっ、ごめんなさい、するっ、からっあぁっ!!　ゆるぢで……ううぅぅぐっ……!!」

「もういいよ。次は次はって。人間、甘くしてるとキリがないんだ」

　開放させたダンボールに手をかけ、美優はゆっくりと、由佳から光を奪っていく。

「だから今日。今日からずっと。由佳には童貞を捨てるための肉穴になってもらうから」

「ぎゃぁやぁぁあああやだぁぁあああああああ!!　美優ぅぅあああぁやだごめんなさい!!　許してぇぇえええ!!」

　パタンと閉じられ、くぐもっていく由佳の声。ギュッと締まりの強くなる由佳の膣内に、俺は肉棒をグリグリと押しつける。

「あっぐ……うぐぅぁ……ああああがっ!!」

　由佳の声に悲しみが混じるほどに、膣がペニスをギュンギュンと絞り上げてきた。

「あああうぅっ、ああっ!!　いひゃぁあああ!!　あぁあぁあううぅあぁっ!!」

　美優に見捨てられたことが致命打だったのか、口は自由に動くはずなのに由佳は叫ぶことしかしなくなった。興奮が増すごとに締めつけの強くなる膣肉と溢れ出る愛液で、俺の竿が強烈な性感に包まれる。

　最薄のコンドームによる生の挿入に近い感覚が俺の神経を責め立てていた。三度の射精を終えても精力は未だ衰えることはなく。腰を打ちつけるごとに悲鳴を上げる由佳の声を聞いてさらに大きくなっていく。

「はぁっ……あっ……由佳っ……由佳ぁっ!!」

　竿の最も太い部分、その根元で由佳の膣口を無理やり広げるごとに、頭の中から理性が剥がれ落ちていった。ジュパンッ、ジュパンッ、と腰を打ちつけ、耳に届く水音が、振り子のように規則正しい周期で俺の脳を刺激する。

　由佳の泣き声を聞いて、心は痛んでいる。罪の意識を自覚したまま、胸を締めつけられる感覚を抱いたまま。俺の脳は快楽で満たされて、背徳と悦楽を同時に欲していた。

　由佳の悲鳴を聞くのが気持ちいい。息苦しくなるほどの罪悪感が気持ちいい。美優の命令に奴隷のように従って、嫌がる女の子とセックスをすることで、俺の性器は血液と精液をかつてない速度で充足していた。

　その凶悪な肉棒で、ひたすら由佳の膣肉を抉る。子宮にゴリゴリと剛直を押しつけ、Ｇスポットを突き上げる。パァンッ、パァンッ、と愛液の散る肉を、ひたすらに堀り、叩く作業。繰り返し、すっかり柔らかくなった由佳の膣ヒダが、俺のペニスに絡みついてくる。我慢の限界を迎えて、ありったけの力で腰を前後させると、由佳の下半身がガタガタと震えて跳ね出した。

「があぁっ、ぐあっ、いひゃぁああっ!!　ああんっ!!　んやぁあああっ!!」

「ああぅっ、はあっ……由佳ッ、で、るっ……出るっ……!!」

　ビュビュッ、ドピュッ、グピュッ、ビュルッ、ピュルルルッ、ビュッ、ビュッ──!!

　四度目の射精も長かった。精液がゴムの中に放出されて、減った性欲の代わりに理性が戻ってきて、冷静になった分だけ現状の悲惨さを理解した俺は、その光景にさえ興奮して最後の最後まで精液を吐き出していった。

「はぁっ……はぁっ……」

　行為が終わり、精液で膨らんだコンドームの口を縛ると、美優がダンボールを開放してまた由佳と顔を合わせた。

「ぁっ……ぅぅっ……」

　由佳は肺を引きつらせて、弱々しく酸素を取り込んでいた。

　肉体的にも精神的にも、削れきった状態だった。

「由佳。四人目。終わったよ」

　ドサッ、と、由佳の目の前に並べられた四つの精液入りコンドーム。そのすべてが、由佳の膣内で放出されたものだった。

「初めてのセックスがどうだったかわからないのは可哀想だったから。これ、撮っといたよ」

　美優は由佳にスマホの画面を見せつけた。その動画は、俺が由佳をダンボール越しに犯し、射精してゴムを抜き出すまでの一部始終だった。映されているのは由佳の姿と俺の下半身だけ。誰に犯されているのかはわからない。

　見知らぬ男と自分がセックスをする映像が流れ続ける。初めての体に、無情にも男の屹立した性欲をねじ込まれて、処女を失う瞬間が由佳の網膜に焼きつけられた。

「ぁ……ぁっ……」

　その時の由佳の表情が、どんなものだったのかはわからない。由佳はもう何も言わなかった。

　動画の再生が終わると、美優はダンボールを片付けだした。ガムテープを剥がし、左右に分解すると、そこには体を前に折った状態で簀巻きにされた由佳の姿があった。布団で圧力を分散した上で、体が動かせないように各所を拘束している。その一つ一つが解除されると、生身の少女がぐったりと大の字になった。

　もはや廃人状態。白目を剥いてかすかに喉を鳴らすだけ。光も音も届いていない。気絶こそしていないが、意識があると表現することも難しい状態だった。

「はぁ……」

　終わった。何もかも。

　俺も由佳も、人として大切なものを失った。コンドームを外して精液まみれのペニスに、由佳の愛液がまとまりついて、その不快さに俺はもう考えることも嫌になった。

　背中に張りつく汗を洗い流したくて、俺は服をまとめて風呂の準備をする。

「何をしてるの？」

「風呂。入ってくる」

「ふーん。まあ、それはいいんだけどさ」

　美優が俺の足を止める。

　その手に、包装されたコンドームを一つ持って。

「お、おい……まさか……」

「約束は約束だから」

　美優は残り一つのコンドームをひらひらさせて、俺に由佳の前に座るように指示をしてきた。

「も、もう、いいだろ？　由佳の意識だってほとんどないし……こんな状態じゃ、パスワードだって聞き出せないよ」

「ＳＮＳの方はメールでパスワード変更して削除したから大丈夫」

　なら最後の拷問はいったいなんの意味があったんだ。由佳は極度の疲労と脳の拒絶反応で、すでに五感を閉ざしている。もう俺に犯されたことすらわからない。

「さっきと同じ体勢になって。由佳の脚を持ち上げて覆いかぶさるの。それでお兄ちゃんがその気にならなかったら、もう終わりにしてあげる」

　美優は憮然と言い放った。お仕置きを始めたときからそうだが、美優からはどうにもやる気が感じられない。金曜日の夜は俺にとってはご褒美状態だったし、土曜の朝も怒ってると言っていたわりに機嫌はそこまで悪くなさそうだった。

　口にしているほど美優が怒っているようには思えなかった。元々感情を表に出す方ではなかったけど。

「その気にならなかったらって。要は、勃たなきゃいいんだよな」

「そうだね」

　もう四回も射精しているんだ。気持ちも落ち着いている。これ以上、セックスなんてできるはずがない。

　床に転がる裸の少女は。何度も犯されて、視覚も聴覚も閉ざしている。絶望の果てに呻くことしかできなくなった体を犯すなんて、寝込みを襲うより悪質だ。

　脚を持つと、思った以上の重さが手に乗った。腰と尻しか見えていなかったさっきとは違い、これから俺が相手にするのは完全に生身の女の子。くたびれた長い髪も、横に流れる乳房も、その瑞々しい先端も、すべてが丸見えになっている。

　刺激を与えられすぎて意識がトんでいるからこそ、無理な力を入れても起こしてしまう心配がない。相手に自分の行動を見られて、どう思われるか気にする必要もないんだ。

「はぁ……っ……」

　由佳の足首を持ち、股を広げる。床に落とされた人形のように無秩序に伸びたツインテールと、まだ熟れる前の肉体が背徳感を醸している。弛緩した穴からはまだ愛液が滴っていた。濡れたままの膣内に、起きたまま意識をなくした体。ここにきて本物の肉オナホが完成していた。

　腰と腰を近づけて、五度目の正常位に、俺は由佳の膝を曲げて両腕で挟み、由佳の正面から覆いかぶさった。だらんとぶら下がった肉棒が割れ目に近づくと、ゴムをつける前の下半身が、数センチ先の由佳の体温を感じ取る。

　──ピクン、ピクン。と、陰茎が反応して、その感覚が連鎖的にイチモツ全体に刺激を与えていく。ただ覆いかぶさっているだけなのに。落ち着け。勃つな、勃たせるな。

「ふぅ……はぁ……」

　深呼吸をして無心に努める。こんな状態で勃起したら、当たってしまう。生の肉棒が、生の肉穴に。

「うっ……くぅ……！」

　ゴムを外したばかりのペニスには、まだ精液がついている。割れ目に触れさせるだけでも危険だ。勃起したらダメなんだ。生で性器を触れさせるのは許されない。絶対に避けないと。でも、このまま大きくなったら、間違いなく亀頭が由佳の膣に入る。

「お兄ちゃん。ゴム要る？　要るって言ったらつけてあげるよ」

　美優は包装を破いてコンドームを取り出した。できることならつけておきたい。もし勃起してしまったら、責任の持てないリスクを負うことになる。だが、それをお願いするのは、勃ってしまいそうなことを認めるのと同じ。また射精を命じられる。意識の朦朧とした女の子の膣にペニスを挿入して、道具を扱うみたいに擦り出すことを。

「──い……い、る……」

「ん？　どっち？」

　美優に催促されて、加速するペニスへの血液の流入に、半勃ちの状態からさらに硬くなった竿が上向いていく。もう勃起が止められない。

「ゴム……ないと、まずい。つけてくれ……！」

「要るんだね。わかった」

　美優は俺の後ろに回り込んだ。腰から手を回されて、美優の小ぶりの手が、精液に塗れた俺のペニスを掴んでくる。

「あっ……ああっぐっ……！」

　ぬちゅ、ぬちゅ、ぐちゅ。

　美優が背後から俺のペニスを手でシゴいてくる。根元から絞り上げるように、頭からは包み込むように。

「美優っ！　はっ……ぅあぁっ！　やばい……ああああっ！」

「これでイッたりしないでね」

　これはあくまでもゴムをつけるための前準備。美優がペニスを上向きにしておいてくれたおかげで、勃起しても由佳の膣ヒダに触れることはなかった。

　汗のせいで冷えた肌に、美優の体温が触れる。もう五度目なのに。性欲が昂ぶって収まらない。俺のペニスが完全に勃ったと見ると、美優はゴムの外側に精液がつかないよう、器用にコンドームを被せて装着してくれた。

「まだ出るよね？　お兄ちゃん」

　悪魔の囁きが、俺に射精欲を取り戻させる。美優に出せと言われたら、この体は否応なく精液を製造してしまう。睾丸が沸き立って熱い。射精したくて堪らない。

「挿れて。由佳の膣内で出して」

「うっ……ぐぅうっ……はあっ、あっ……！」

　ジュブッ──。

　美優の声に導かれるままに、俺は五度目のセックスを開始した。

　由佳はもう声を上げることもない。部屋を満たすのは、膣を擦る音と、俺の吐息、エアコンの振動。汗と精液のニオイが鼻をついて、これほどにリアルな淫靡を感じたことはなかった。

　由佳の体を強く抱いて、腰をグラインドさせ、硬くなったペニスを出し入れする。何度も何度も。貪りつくように。

「反応しない女の子を相手にがっついて。そんなに気持ちいいんだ」

「あっ、ちがっ……ぅああっ……！」

　由佳の裸体に、その温度と、腰を打ちつける音、充満するニオイ。まだ足りない。五感をすべて満たしたい。この淫らなオナホールを、隅々まで堪能したい。

「由佳のことは好きなように使っていいんだよ」

　美優から耳元に吹きかけられる息に、俺の理性を繋ぎとめていた何かが、プツッと切れた。

「うぐっ……あぁ……はあぁぁっ……！」

　肺いっぱいに空気を吸い込んで、俺は虚ろな目をした由佳の裸体に抱きついた。ピストンに合わせて揺れる小ぶりな乳房に、俺は迷いなく吸いつき、ちゅぶっ、ちゅぶっ、と由佳の乳首を舌で転がす。

　一切の抵抗をしない女の子の体を使って、俺はペニスに快感を与え続けた。硬く、大きく膨らんだ肉棒で、ひたすらに由佳の膣内をかき回す。

　愛液と混ざり合ってとろけていく、由佳の膣壁と、俺の陰茎の間には、もうゴムをつけている感覚もなくなった。

　生で出したい。精液を子宮に注入したい。狂ったように犯して、膣内が精液で真っ白になるくらい、中出しがしたい。

「ああっ……出るっ……はぁぁあぁっ！　気持ちいいっ……っああ！　気持ちいいっ！　あっ、ぐっ、あああっ！　出るっ……膣内に出るっ……うぅうぅっ、あああああっ……出るうッッ!!」

　由佳を強く抱きしめて、ペニスを膣の深くまで突き刺し、由佳の子宮に精液を注ぐ勢いで俺は射精した。

　子宮とペニスの口を合わせて、ビュッ、ビュッ、と射精するたびに、心が満たされた。妹の命令で少女を犯し、無許可で子種を植えつける行為が、身の内側から歓喜を沸き上がらせている。

　疲労感に包まれた心地よい脱力に、俺はようやくの解放された事実を噛みしめた。由佳は最後まで、目を浮かせたまま犯されているだけだった。

「お疲れさま。最後のやつもゴムを縛っておいて」

　ペニスを引き抜いたその先端には、五回のうちで最大量の精液が溜まっていた。美優に出してと言われたという、たったそれだけで、俺は性欲に従順な獣になった。そうしていることが気持ちよかった。

　美優にお願いされると、精液の量が急激に増加する。射精の快感は、尿道を精液が流れるときの摩擦で生まれるもの。もう体は学習しているんだ。美優のために射精をすることが、何よりも気持ちよいのだと。

「俺はもうダメかもしれない……」

「妹のおしっこで射精してた時点でもうダメでしょ。はい、これ」

　美優が俺に由佳のスマホを見せてきた。なんだかとんでもないことを言われた気がしたが、今は黙っていよう。

「メッセージのやりとりか。由佳が酷いことでも言ってたのか？」

「そうじゃなくて。ここ、読んで」

　美優が俺に読ませたのは、由佳が送った一連のメッセージ。まだ由佳が遥と美優の裸を盗撮して脅す前のチャットだった。

『佐知子は美優のお兄さんとエッチしたんでしょ？　私もまあ美優のお兄さんならアリかな〜』

『最近のお兄さん、オタク感がなくなってきていい感じじゃん！　佐知子が羨ましすぎる……』

『お兄さんとエッチするなら生でいいよ。どっちに転んでもプラスだし。あら、美優さんはお嫌？　おねーさんって呼んでいいのよ？　うぷぷ』

　このなんとも人の神経を逆撫でするような発言、レイプした後悔も消えていきそうだ。

「って、あいつ、本気でこれを言ってたのか……？」

「うん」

　俺とならセックスをしてもいいなんて。ネットカフェでも聞いた話ではあるけど、ただの煽りだと思っていた。

「でも、なんでこれを？」

　こんなものを読んだら、少なからず心は軽くなってしまう。由佳は本当に俺とのセックスを望んでいたのだから。お仕置き目的で俺にレイプをさせたのなら、教えるべきではなかった。

「ずいぶん熱心にやってくれたから。ボーナス？」

「あぁ……」

　あれは演技じゃなくて本気で盛ってたんだけど。

「それに今回のは確かめたいことがあってしてた部分もあるし」

　確かめたいことって、そういやオナホで抜いてもらったときも、似たようなことを言ってたよな。美優が俺の精液を飲んでくれていることにも関係しているのか、あくまでこの件についてのことなのか。

「何かわかったのか？」

「別に。お兄ちゃんとセックスしてるなー、って。思っただけ」

　ただそれだけ、と言うわりには、不快そうな声だったが。

「今日のことは由佳にも秘密にしてるつもりはないから。明日になったら相手がお兄ちゃんだったって言ってもいいよ」

　自分がレイプしました、なんて、そう簡単に言えるわけがないだろ……。

「まあそういうことなので、お兄ちゃんはもうお風呂に──」

　美優から解放の言葉が出ようとした。

　その直前。

　スマホがピコンと鳴り、メッセージ受信の通知が表示された。

『由佳ちゃん、やっぱりあのこと、美優ちゃんに謝っておいた方がいいと思うよ？』

　チャットアプリからのメッセージだった。

　送り主の名前には、佐知子と表示されている。

「佐知子からだ。いつの間に由佳とチャットするようになったんだろ」

　美優はそう口にしながら、『あのことってなに？　遥のこと？』と、由佳を装って佐知子にメッセージを返す。由佳と佐知子が連絡を取るようになったきっかけは、俺とネカフェで最初に会ったときのアレだな。

『遥ちゃん？　なんのこと？　遥ちゃんにもイタズラしてるの？　それだけはやめなよ。美優ちゃんはすごく怒るから』

　もはや遅すぎる忠告だった。現にこうしてお仕置き、もとい拷問をされてしまっている。

『美優ちゃんが測定してもらってるとき、こっそりブラジャーをクラスの子に回してたでしょ？　ああいうのよくないと思うよ。周りが何も言わないのは、由佳ちゃんから謝るのを待ってるんだからね』

　絶句した。胸の大きさは美優のコンプレックス。自制が効かなくなるほど精神的ダメージを負う最大の弱点だ。

　美優はどんな顔をしているんだろう。怖くて直視できない。

『それと、あの写真。さすがに消してるよね？』

　ドキリと心臓が跳ねて、呼吸が止まった。佐知子は由佳が遥の裸を盗撮したことを知らない。となれば、『あの写真』が示すものはひとつしかない。

『写真って、美優が測定の前にＴシャツに着替えてたやつ？　佐知子に見せたっけ？』

　美優はメッセージの返信を続けた。由佳が遥と美優の裸を盗撮したことは、当人以外知らないはずだ。もし佐知子が写真のことを知っているのだとしたら、由佳はそれを他人に見せていたことになる。

『私だって前半組だったもん。待機してた子に見せびらかして、みんな青ざめてたよ？　他の人から伝わる前に美優にごめんなさいしてね』

　身体測定でのターゲットは遥にしたと由佳は言っていたが。それが本能的なものだったのか、美優を巻き込まずにはいられなかったようだ。

「美優……どうするんだ……？」

　恐る恐る美優に目線をやる。

「んー」

　美優はスマホを憮然と眺めているだけだった。

「どうってまあ、由佳次第かな」

　美優の反応は意外にもあっさりだった。だが、感情をあまり表に出さない美優のことだ。内心は怒りで煮えくり返っているのかもしれない。

　美優はスマホを俺のベッドに投げると、由佳の前で膝を折った。正座をして、由佳の頭を膝に乗せる。

「うぅ……」

　美優が頭を撫でると、由佳の意識が戻っていく。

　和解するつもりか。俺の仕事は、もう終わったよな。俺は風呂に入ろう。

「由佳？」

　俺が風呂上がり用の服を準備している背後で、美優は由佳に語りかける。

　穏やかな声音だ。本当に怒っていないのか。それとも、美優のブラジャーで遊んでいたことも含めて、今日のお仕置きで許したのかな。

「美優……あぁ……みゆぅぅ……ごめんなさい……」

　由佳は頬を美優の膝に擦りつける。あれだけのことをされてなお美優に執着できるのは驚嘆だな。常人には理解できない領域だ。

「反省した？」

「うん。うん。反省した。だから、もう許して」

　由佳は頭を撫でる美優の手を引っ張って、今度はその手に頬ズリした。

「由佳は私をそんなに困らせたい？」

「そうじゃないの。最初は、そんなつもりはなくて。美優がいつも不機嫌そうな顔をしてるから、もっと気を楽にしてほしかっただけなの」

　由佳は言っていた。イタズラをするようになったのは、美優を笑わせたかったからだと。そのために、美優の凍りついた感情が、少しでも揺れ動くようにと。様々に手を回しているうちに、気づけば手段が目的になっていた。

「私って、そんなに不機嫌そう？」

「うん……」

「そっかぁ。最近はそうでもなかったんだけどな」

　美優は由佳の額をポンポンする。不機嫌そうに見えるのは、それが美優の癖になっているからだろう。由佳との会話で思い出した、美優の小学三年生のときの変貌ぶり。毎日アイドルみたいな服を着ていた美優が、突然その手の服に興味を持たなくなった。

　何があったのか詳しくは知らないが、あの後からはたしかに、美優は毎日が退屈そうだった。俺が美優と距離を置くようになったのもきっとそれが原因だ。そうして俺は美優の感情を取り違えた結果、嫌われているものだと思い込んでいた。由佳にもそうやって積み重なったものがあったんだろう。

「まあ、でも」

　美優は由佳の頬に手を添わせる。

「こうして今が元気なのは、由佳のおかげで昔のことを思い出さないからなのかもね」

　静かに時の流れる夏の小部屋で。

　美優はフフッと、小さな微笑みを作った。

「は……あぁっ……ああぁっ!!　み、美優……!!」

　由佳の目に宿る輝き。これまでの苦痛がなくなったかのように、顔が生気を取り戻していた。

「みゆぅ……！　えへへ。あぁ、美優……私、美優のためならどんなことでもするよ……！」

　由佳は美優の膝に何度も頬ズリをした。調子のいいやつだ。やっぱり、俺には理解のできない世界だな。でも、ようやく、これで一件落着か。

　そう安心して、服をまとめた俺は、音を立てないように、静かに部屋のドアを開けた。

「ほんとに？　どんなことでも？」

　廊下に出て、退場しようとした俺の耳に、届く、不穏な言葉。チャペルの荘厳な鐘の音が、突然、不協和音に変わったような恐怖。

「うん、ほんと、なんでもする！」

「でもなぁ。由佳は嘘つきだから、期待半分にしておくね」

「ええー！　ほんとにほんと！　もう嘘つかないから！　ね？」

「そう？」

　部屋を出てドアを閉めようとした手が止まった。美優と由佳の会話が気になってしかたがない。

「なら聞くけど。由佳、あの写真は誰にも見せてない？」

「え？　写真？　み、見せてないよ？」

「私の写真も？」

「うん！　誰にも、見せてないけど……」

　由佳と美優の目が合う。

　美優は威圧するでも嘲るでもなく、ただ由佳の顔を見ている。

「あ、あ！　美優のやつは、ごめん！　クラスの子に……美優より後ろで身体測定やってた子に、ちょっとだけ、見せちゃいました。ああうぅごめんなさい……！」

　ついに由佳の口から告げられた真実。その内容は佐知子からの忠告と符合している。

「ふーん」

　美優は由佳の顔から手を離した。

「なんで最初、嘘ついたの？」

「ち、違うの！　えと、その、違わないけど、つい、癖で……！」

「そうだよね、癖だもんね。どうせ由佳はまた、同じようにするんだろうね」

　明るかった美優の表情が曇っていく。由佳からすれば、それは処女を失うことなどより遥かに耐え難い喪失感だったはずだ。

「違うの！　ほんと！　もう嘘つかない!!　絶対、絶対に!!　一回も嘘つかないからっ!!　し、信じて……!!」

「なら、何でも言うことを聞くっていうのは？　あれもどうせ嘘なんでしょ？」

「嘘じゃない！　美優の言うことならなんだってする！」

　必死、いや決死というべきか。美優に信用されるためなら、もうどうとでもなれと覚悟を決めた顔だった。

「そっか。それなら」

　美優はそれをつまんで、由佳の頭上にぶら下げた。

「飲んで」

　奴隷契約を結んだ由佳に、美優が命令したこと。それは、コンドームに溜められた精液を、一滴も残らず飲み干すことだった。

「えっ……そ、それ、知らない男の人が出した……」

「そうだよ。由佳を犯した人の精液。飲んで」

　悪魔の再臨だった。もはや地獄の住人ですら引くほどの所業。

「い、嫌ッ！　そんなのヤダ！　そんなことをしたって、美優のためになんか……！」

「ためになるならないじゃないの。どんな命令にも従うって言葉が、嘘かどうかを確かめたいだけ。これは私からの命令だよ？　やるよね？　なんでもするって、嘘じゃないんだもんね」

　美優の声に乗る重み。

　ここからが本番だった。

「ねえ、由佳」

　美優はコンドームの結びを解きながら問いかける。

「私が胸の大きさを気にしてるの、由佳は知ってたよね？　身体測定の前だって、すごく気が落ち着かないって相談してたのに。……だからあの日を狙ったの？」

　身体測定の前夜、俺にお願いをしたのと同じように、美優は由佳にも相談をしていたようだった。

「それは、ちがっ……くは、ないけど……」

「私のブラジャー、みんなに回したんだってね。私さ、最近はキツめに胸を締めて学校に行ってたんだよ。みんなには八十ちょっとしかないって言ってあって。それでもたまにイジられるのにさ」

　美優のバストサイズは九十に到達してしまっている。いくら周囲に例が少ないとはいえ、思いきったサバ読みだった。

「由佳は胸を触ったりすることはなかったから。それだけは信じてたんだよ。コンプレックスは標的にしないって。なのに、写真まで見せびらかして、すごく裏切られた気分」

　美優の顔から消える感情。由佳に残された道はもう、一つしかなかった。

「せめて最後は正直になってくれたらよかったのに。ねえ、由佳。これからは、嘘をつかないんだよね？」

　美優の念押し。由佳はうさぎみたいに小さくなって、首を引っ込めるように頷く。

「なら、飲むよね」

「は……はい……」

　由佳は口の開けられたコンドームを受け取り、大量の精液で揺れるゴムの底を、つまんで持ち上げた。自分を犯した、知らない男が出した精液を、コンドームを傾けて、口の中へと注ぎ込む。

「うっ……うぐぅぅえぇぇぇええっ!!」

　由佳は魚のように飛び跳ねて、すぐさま精液を吐き出した。

「ううぅ、っん……ぐはっ、ぅえっ、うっ……うぷっ……！」

　四つん這いになり、口内のあらゆる液体を床に吐き捨てる。

「吐いてる場合じゃないでしょ」

　美優はそんな由佳の横で、一つずつ、その結びを解いていく。由佳を犯した残り四回分のコンドーム。精液が注がれたそのすべてを、美優は由佳の前に並べた。

「まだこんなに残ってるんだから」

　充満する生臭い塩素臭。レイプ犯の精液。それをすべて飲めという命令に、由佳の体が震え出す。これから訪れる、かつてない苦痛を想像して、過剰に分泌されたアドレナリンが、由佳の足をガクガクと痙攣させていた。

「飲まなかったら、二度と口は利かない」

　トドメの一言に、由佳は力を失い、痙攣によって肉体のコントロールができなくなった股間からは、黄色い液体がジョロジョロと流れていった。

「あーあ。こんなに汚しちゃって」

　美優は由佳の顎を持ち、上を向かせた。

　その口の中に指を突っ込み、由佳の舌を引っ張り出す。

「ぐえぇっ！」

　苦しげに泣く由佳に、美優が手心を加える様子はなかった。

「全部、キレイにしてもらうからね」

　それからは……。

　どうなったのかは、わからない。俺はもう見ていられなくなって、部屋を後にした。

　風呂を入れて、汗を流して、かなりの長時間、湯船に浸かっていたはず。風呂を上がって髪を乾かし、着替えをしてからはずっと、俺はソファーに座ってうつむいていた。

　何をすることもなく。座って時間が過ぎるのを待つだけ。

　カチ、カチ、カチ、とアナログ時計の秒針音が聞こえる。それが数百回を数えるごとに、たまに二階から床を叩く鈍い音が響いた。

　悲鳴は聞こえなかった。それほど激しく暴れ回っているような音も聞こえなかった。

　俺はひたすらに待ち続けて。二時間ほど経ってから、ようやく二階のドアが開く音がした。階段を降りてきたのは、由佳だった。よれもなく服を着て、足取りは不安定だったが、きちんと自分の足で歩いている。

「由佳……？」

　リビングから顔を出して声をかけると、玄関で靴を履いた由佳が、俺に振り返った。

「ああ。美優のお兄さん。お邪魔しました」

　礼儀正しく、整った姿勢でお辞儀をする。顔を上げた由佳と目が合った。俺の背中に、ゾッと寒気が走る。

　深い黒だった。まるで瞳をくり抜いたかのように、虹彩が真っ黒に塗りつぶされている。一筋の光すら届かない。深淵まで続く闇。

　罪を受け入れるためにすべての感情を閉ざした、壊れた少女の目が俺に向いていた。











１０．巨乳の妹がいる日常









　次の日の朝、俺が部屋から出ると、廊下で美優とばったりでくわした。

「おはよう」

「お兄ちゃんだ。おはよ」

　美優は愛らしい目を俺に向けて、いつもと変わらない様子だった。昨日の由佳へのお仕置きは、やっていることはエゲつなさの極みみたいなものだったが、美優の対応自体は終始ドライだったからな。引きずるものもないようだ。なら、昨日のことを尋ねても、問題ないかな。

「由佳は、大丈夫なのか？」

「平気だよ。きっと今日にはケロッとしてるから」

　美優は軽い口調で答えた。由佳の性格を考えれば、そうなっていても不思議ではない。それでも俺には、あれが立ち直れるようなダメージには思えなかった。

　そんな俺の不安を感じ取ってか、美優が説明を続けてくれた。

「私たちの中では、お互いに絶対に許せないラインだけは踏み越えない、暗黙の協定みたいなものがあるの。だから、心配はいらないよ」

「そ、そうなのか？　なら、よかった」

　美優が言うには、由佳がネットに写真を流したことも、美優が処女を散らせたことも、お互いにどこかでセーフティをかけることはわかっていたという。もちろん俺には素直に納得することはできなかったけど、その話を聞いて、気持ちは落ち着いた。

「なら、次は関係ない話をしていいか」

「なんでしょう？」

　俺は冷静になって、美優のパジャマを眺めていた。滑らかな生地によって美優のボディラインがあらわになって、この数カ月で急成長した巨乳がいつも以上に強調されているのだ。

「美優のパジャマって、エッチすぎないかな？」

　素直な感想だった。両親はもう旅行に出かけてしまっているので、俺は夏休みの間はずっとこのエッチなパジャマの妹と二人きりで過ごすことになる。妹離れに励むつもりはあるものの、いつもの処理の先に足を踏み外すことがないかと聞かれたら、お兄ちゃんはちょっと自信がない。

「そんなに、エッチでしょうか」

　美優は自らの強調されたおっぱいを改めて目にして、少し恥ずかしそうにした。可愛い反応だった。

「言われてみるとそうかもしれません。このパジャマはお兄ちゃんの性欲を煽るために買った面もあるので」

「なぜそんな無駄な買い物を……」

　いや俺としては眼福なので無駄ではないのだが。由佳と五連戦をやらせるために、俺の性欲を溜めさせるのが目的だったとはいえ、大胆なことをしたものだな。

「お兄ちゃん」

　美優は俺の股間に視線を落とした。美優のおっぱいを見ていたらペニスが勃起していた。

「少しはその性欲をどうにかしたらどうですか」

　昨日はあれだけ射精をしたのに、もう勃起ができるようになっていることを注意されてしまった。美優がこんな体にしたという点だけはこの妹は顧みることがない。俺の精液が濃くなっていることだって、美優が俺の精力を強くしたせいで飲むのが大変になっているんだけどな。

「反省はしてるよ」

　俺の性欲のことはともかく、胸が大きいことは美優にとってコンプレックスだ。努力ではどうにもならない身体的な悩みなので、あまつさえ日常的に顔を合わせる俺が、美優のおっぱいを意識しすぎるのはよくない。

　そう思って、それから俺は美優の体をできるだけ見ないようにした。朝ご飯のときはもちろんのこと、洗面所で身なりを整えている最中や、制服に着替えた美優の姿を見ても、できるだけおっぱいを視界に入れないようにした。学校が終わって家に帰ってきてからも、Ｔシャツに浮き出た乳房の形に欲情することなんて、あってはならないと自制をした。

　心の中に浮かべた水面を揺らさないようにするような、そんな精神意識で、二日が経つ頃にはそうやって過ごすことに俺は慣れ始めていた。

　と、いうのにだ。

「ちょっと、お兄ちゃん」

　俺が先に風呂に入って、その後に風呂から上がってきた美優と、水分補給のためにキッチンですれ違ったときのこと。美優は後ろから俺の服を引っ張って、あろうことか腰に抱きついてきたのだ。

「ど、どうした？」

「それはこちらのセリフです」

　美優はムッとしていた。

「お兄ちゃんに無視されてるみたいで、妹は少し寂しいのですが」

　あんまり可愛い発言をするものだからドキッとしてしまった。

「何かあったの？」

「何か、っていうか……美優は胸が大きいことを気にしてるから、それで俺がエッチな気分になるのは失礼かと思って……」

「いいよ別に、お兄ちゃんは。同じ家に住んでるんだし」

　美優からしたら、男が巨乳に欲情しないなんてことは不可能だとわかっていて、むしろ視界に入らないように意識されるほうが嫌だとのこと。俺だけに関しては、という注釈付きではあるが。

「そうかな？　……そうだよな」

「ですです」

　馬鹿なことを考えていたのかもしれない。これまで何度も美優のおっぱいをオカズにしてきたのに、今さらになって聖職者ヅラをするのもおかしな話だった。こんな行動を取ってしまったことにも、俺のどこかで山本さんに対する負い目でもあったのかな。

「じゃあさ」

「はい」

「美優をオカズにしないようにしてたから、この二日間はまた抜いていないんだけど」

「はいはい」

　美優はもはや熟年夫婦みたいな理解の速さで、俺の欲求を察してくれた。すでにエッチをする定位置みたいな場所になっているソファーに俺は座って、その前に美優が正座をする。

「あのさ、美優って、今はどこまで許してくれてるの？」

「どこまでと言われましても。精液を処理してあげるだけのスタンスに変わりはありませんが」

「おっぱい関係も、だめかな？」

「パイズリってこと？　何がそんなにいいの？」

　美優はパジャマに張り出た乳房を下から持ち上げて、それを不思議そうに観察する。膣内や口内と違ってすべりがいいわけでもなく、手コキのように器用に刺激できる場所でもないため、実際にやったところで気持ちよくないのではという美優からの疑問が投げかけられた。

「おっぱいで挟まれてるところを見るだけで興奮できるんだよ」

「へえ。こんな感じですか」

　美優は柔らかな膨らみを俺の膝に乗せて、それから、体を乗り出しておっぱいを俺の股間に押しつけてきた。見た目以上の重量感があって、互いに着衣状態なのに、胸に蓄えられた脂肪の柔らかさが生々しく感じられた。

「おっ、おぉ……いいな、それ……すごく興奮する……」

「おっぱいからお兄ちゃんのがムクムクしてるのが伝わってきます」

　溜まっていたこともあって、服の上からおっぱいを当てられただけで俺は勃ってしまった。ここまではお互いにわかりきっていたことだったので、「まあ、そうだよね」ぐらいの感情を目線でやりとりするだけだった。

「この前、美優が俺とスキンシップを取ってくれたのは、あくまでも由佳のことがあったからで。美優はベタベタされるのは好きではないんだよな？」

　ソファーに座る俺の股間に美優がおっぱいを触れさせようとすると、必然的に正面から腰に抱きつく形になる。プレイの内容は俺からの要望とはいえ、この行動は美優からのスキンシップとも取れるのだ。

　それに、俺を呼び止めたときの美優は、背後から抱きついてさえきた。これがまだお仕置きの続きでないというのなら、こうした美優からの触れ合いは、以前の発言と矛盾している。

　そう思って美優の気持ちを確認してみると、美優はしばらく俺を見上げるだけして、それから無言のまま立ち上がって、俺の膝の間にすっぽりと収まってきた。俺が勃起していることなどお構いなしに。

「お兄ちゃんだと平気みたい」

　美優は振り返って、長い髪を逆側の肩にまとめてから、俺の手を取って腰に回させた。

　満員電車に乗るだけで気持ち悪くなるし、クラスメイトの女の子に触られるのも嫌いで、佐知子や遥が相手でさえ時と場合を選ぶと語る美優は、下腹部に熱を集めて性的な目で妹を見ている兄を相手に、スキンシップを取るのは嫌ではないと言ってのけた。

「この状態だと、擦りつけることもできてしまうんだが」

　美優を抱きしめて、美優の体に勃起したペニスを擦りつけたら、俺はパンツを脱がなくても射精ができる。

「仮にその行為に私が嫌悪感を抱かなくても、私たちがするのは兄妹としてのスキンシップに留めておくべきだと思います」

「もっともだな」

　俺は堪え性がないのですぐに限界ラインを踏み越えてしまうが、こうして美優が冷静でいてくれるので、俺たちは一線を越えずに済んでいる。もちろん、さすがに越えるレベルまでいくのは美優も御免だろうが。

「なら、さっきの体勢で、イクまでしてもいいだろうか」

「私からしてしまった以上は断れませんね」

　布越しとはいえ、おっぱいを股間に押し当てるのは、兄妹として適切な距離感とは言い難い。それでも、一度はやったことだから、俺も美優なら断らないとは思っていたよ。

「んっ、と。ところで、最近はやたらとおっぱいを欲しがるけど、そういう時期なの？」

　美優はまたさっきと同じ体勢になって、雑に上から体重をかけて俺の勃起したペニスに乳圧をかけてくれている。腰を軽く浮かせて体を前後させるのがエロい。

　おっぱいが欲しくなる時期が男子にあるかと聞かれると、なくはない。だが、近頃の話はそうではないのだ。

「比べるような話ではないんだけど。山本さんのおっぱいが、本当に大きくてな」

「へー」

　美優の目が細まる。だから何でそんな反応だ。

「パイズリしてってお願いしたら、いいよって話になって。そういうことがあったから、おっぱいばかりに目が行くようになってな」

「なるほど。私はしないけどね」

「だよな」

　股間におっぱいを押しつけてもらっているこの状況をどう捉えるかは人による。

「奏さんとは順調なの？」

「かなり見込みはあると思う。実は土曜日にも会って、結構、仲良く喋れてて。また二人でゆっくり話そうって、言ってもらえたから」

「お兄ちゃんにしては頑張ってるね。なら妹離れもできそうなんだ」

「そうだな。山本さんはエッチもかなり上手いから、夏休みに入れば、都合をつけて案外あっさりいけるかもしれない」

　山本さんは部活に入っていないようだし、バイトや友人と遊ぶ日を外せば、いくらかは暇はあるはずだ。幸いにも連絡先まで入手できたので、俺が美優をオカズにしないで射精できる日もそう遠くはないはず。

「だから、最後の記念と言ってはなんだけど、俺の方は脱いだ状態でしてもらってもいいだろうか」

　俺はズボンの腰に指をかけて、美優の許しを乞うた。ペニスは露出させた状態で美優のパジャマおっぱいを堪能したい。

「おニューのパジャマが汚れるので、本来ならお断りするところですが。どうせお兄ちゃんは後生だからと頼み込むのでしょうね」

　美優は愚痴らしいことを口にして、それから、背中に腕を回して、ブラジャーのホックを外した。……いったい、何を、しているんだ？

「えっ、生乳で、いいの？」

「ブラを外すだけだよ。硬いのが擦れても痛いだけでしょ？」

「それは、そうなんだけど。いいの？」

「まあ。記念なので」

　美優はボソッと答えた。変なところに律儀なんだよな。

「じゃあ、これを、頼むよ」

　俺がソファーの背もたれに体重を預けて、パンツを脱いだ腰を前に出すと、美優はパジャマの中に水風船でも仕込んでいるかのようなたぷたぷなおっぱいを俺の股間に乗っけてきた。

　着衣物を減らしたはずなのに、重量感が先ほどより増している。乳房の柔らかさと、パジャマの生地の滑らかさが、潤滑剤がなくてもパイズリをパイズリとして成り立たせていた。

「これは私が動かす流れなのでしょうか」

「お互いに、一生に一度の経験だろうから」

「もうそうなったらパイズリだよね」

「いや……その……パ、パジャマズリということに……」

「パイズリだよね」

「ごめん美優にパイズリしてほしい」

　諦めて白状した俺に、美優は「はあ……」と大きなため息をついた。ただでさえ大切な服を犠牲にしているので、自らパイズリをするとなると屈辱の許容量も超えてしまうのだろう。

「動かしてはあげますが、念のためこれはパイズリではないこととします。今後、あたかも私にパイズリの経験があるみたいな前提で、お兄ちゃんに話をされると困るので」

　どう考えてもこの先の行為がパイズリでしかないことはお互いに理解している。それでも、手コキと同様に、美優が認めないことが重要だった。

「気持ちよかったらイッてね」

　美優はまた両乳を自分で持ち上げて、俺のペニスに刺激を与え始めた。乳揺れが目立つのが嫌なのか、美優もおっぱいに合わせて動いてしまって、パイズリをする手にいつものような繊細さはない。それでも美優のおっぱいの温度が生々しく伝わってくるこのプレイであれば、射精することはそう難しいことではなかった。

　それに、俺のオカズはそれだけではなかった。ノーブラでパジャマを着ている美優のおっぱいには乳首が浮いていたのだ。それだけでも射精してしまえそうなほどエロいのに、その乳首が擦れるのが気持ちいいのか、美優は熱い吐息を漏らして、呼吸を深くしていた。

「んっ……ふぅ、っ……はぁ、ふぅ……」

　美優はゆっくりのテンポで乳房を上下させる。

　泳いでいる目に後悔がうかがえた。

「乳首、擦れて変な感じする？」

「い、いえ、そんなことは」

「そうか。ならいいんだけど」

　感じていると思われることが恥ずかしいのか、美優は無表情を突き通してパイズリをしてくれた。それでも体の反応までは隠しきれなくて、パジャマに浮く美優の乳首の形は、だんだんとその輪郭をはっきりとさせている。

　今なら美優の乳首に触れることができるし、指でコリコリしたらかなりの感度かもしれない。もしそんなことをしたら、美優はエッチな声で喘いで、そして、ブチギレるだろうな。

「そろそろ、イケそうだから、少しだけ速く動かしてもらってもいい？」

「う……うん……」

　美優はなおもニュートラルな表情に努めている。乳首で感じていないことにしているので、激しくしてほしいという要望があっても断れない。

「ふぅっ……んっ…………ん、ふぅ……」

　たぷん、たぷん、とおっぱいの動きが激しくなって、パジャマの裏側で乳首が擦れることに美優が感じて、エッチな声を我慢している。吐息が抜ける程度のごくごく小さい声ではあったが、初めて聞いた美優の艶声に、俺はかつてないほど興奮していた。

「うう……お兄ちゃんのが……っ……すっごくビクビクしてる……もう、イキそう……？」

「あと少し擦ったら、スイッチが入りそう。……その体勢で、飲める？」

「直に飲むのは無理だからっ……お、お腹に、出して。そしたら、後で舐めるから……」

　美優だってもう服と乳首が擦れて感じていることが俺にバレているとわかっていて、でもそれを口にしてしまったら終わりなので、懸命に真顔を保ちながらパジャマの膨らみで陰茎を擦ってくれた。そんな美優が愛おしくて、もういつ射精してもおかしくなかったので、俺は上半身に着ていた服も脱ぎ去って全裸の状態になった。

「うぅ……なんか……すごくエッチなことをしてる気がする……」

　素っ裸の兄に、妹がノーブラでパジャマの胸部を擦りつけている。美優がなんと言おうと、薄い布を挟んだだけのパイズリでしかないので、これはれっきとした兄妹でのセックスだった。

　布ごしに見えるプリンを突いたような揺れが、限りなく生に近いパイズリをしてもらっている事実を俺に再認識させて、肉棒は妹の乳に挟まれているこの状態で早く射精させろと俺を急かしてきた。

「あっ……スイッチ、入った……!!　美優、俺が動かしてもいい……!?」

「えっ？　あ、うん」

　美優は惚けた顔で生返事をした。もしかしたら、乳首で感じないようにするのに必死で、何を聞かれたのかわかっていなかったのかもしれない。それでも俺は構わずに美優の手をどかして、代わりに俺が乳房を掴んで、腰の動きとの連動でペニスを強く擦りつけていった。

「んっ……んんっ…………お兄ちゃん……私……なんか……っ、ふあっ、あっ……！」

　その分だけ衣擦れも激しくなって、美優もジレジレに刺激された乳首でかなり敏感になっていたみたいだが、射精を目前にした俺の手は止まらなかった。

　横から指いっぱいに豊乳を掴んで、上下に振るとバスケットボールぐらいの重さに感じる美優の乳房の、その重みすら利用してペニスの表面を擦っていく。波打つ肉がマッサージするように俺のペニスを揉み上げて、血流の増したペニスがさらに大きくなっていった。

「ふううっ……ああっ、すげぇ……気持ちいいっ……むちゃくちゃ柔らかいッ……!!」

「んっ、んんっ…………ふぅ、はぁ……っ……んっ……あっ、お兄ちゃん、だめっ……変な感じ、する……！　ふわっ……あっ…………っ……んんんっ──!!」

「あああっ、もう出るッ、出るよっ……、美優、イクよ、イクゥッ……ああアアッ……イクッ……!!」

　びゅるるるるっ、びゅるるるっ、びゅくっ、びゅるるるっ、びゅっ、びゅっ、びゅっ、びゅびゅぅうぅっ──!!

　白い液体がペニスの先っぽから飛び出して、何度も宙に飛び出しては俺の腹部に落ちてきた。それほど激しい運動をしたわけでもないのに、俺も美優も息を切らしている。美優に至っては耳まで真っ赤にして俯いたまま、膝を内股にギュッとさせているだけで、何も言わない。

「美優、これ、舐め取れそう？」

　俺が精液の処理をお願いすると、美優はこれまで見たことがない蕩けた顔を上げて、呼吸を整える間もなく口を開いた。

「ふぁ……はぁ…………はい……」

　美優は虚ろな意識のまま身を乗り出して、お腹に付着した精液を、舌を伸ばして舐め取っていく。ひと塊を口に含むと、チュッと音を立てて吸い上げて、それを飲み込んでからまた、別の箇所を舐めてくれる。

（んっ……なんだ、これ…………美優……えっろ……）

　舐められるのが気持ちよすぎて、大量射精したのに勃起は収まらなかった。しかも、俺の精液を舐めれば舐めるだけ、美優は夢中になって俺の体にキスをしてくる。そうしていること自体を、エッチとして楽しんでいるようにすら見えた。

「ううっ……ッ──！」

　俺が感じていることさえ気にせずに体を舐めて、やがて精液がさっぱりとキレイにされたお腹を、美優は呆然と眺めていた。そして、終わりなのかと思ったその矢先に、美優は精液の最後の一滴を求めるように俺のペニスの先端まで口を近づけてきて、チュッ……と、バードキスをするくらいの軽さで精液を吸い出した。

「────ッ!?」

　俺は突然の快感に喘ぐ声を出して、それと同時に、我に返った美優が悲鳴をあげた。

「あ…………こっ……これは……!!　た、たまたま、口が当たっただけだから……!!」

　美優は弾かれたように立ち上がって、気が動転した様子を隠すこともできないまま、「決してお掃除とかではないので！　少なくとも、私の意思では……！」とまくし立てるように身の潔白を主張してきた。

　俺は、意図はどうあれ、美優の口で尿道の精液を吸い上げてもらったことに、陰茎を勃たせていた。それを目撃した美優は、押しつけるようにティッシュ箱を渡してきて、パジャマに浮いた乳首を腕で隠しながら距離を取った。

「きょ、今日は、もうしません。あとはご自分で処理してください」

　美優はそれだけ言うと、俺の返事も待たずに早足でリビングを出ていってしまった。何がどうして、こうなったんだろうか。山本さんへの相談を前に、美優とのエッチな関係が、こんなにも進んでしまうなんて。

（今日のは、パイズリでもフェラでもないから、大丈夫だよな……？）

　美優に影響された謎の判断基準で自分に言い訳をして、気持ちを持ち直そうと開いたメッセージアプリの山本さんのアカウントを、俺はただふにゃけたペニスをぶら下げたまま眺めていることしかできなかった。











１１．山本さんの悩み









　夏休み前、最後の登校日。今朝の美優の様子は普段と変わらず、俺が作った飯を黙々と食べて、時々喋ったり喋らなかったりして、「行ってきます」の声とともに家を出ていった。昨晩の事故は存在しなかったものとしたいようなので、俺からもその話をすることはなかった。

　金曜日に謎の敵意を向けてきた高波はまだ機嫌が悪そうで、教室に入っても挨拶はしてこなかった。俺がいったい何をしたというのやら。高波がへそを曲げているだけならいざ知らず、今日に限っては教室中の目が俺に向いている気がする。

　こんなわだかまりを抱えたまま夏休みを楽しめるはずもなく、俺はホームルームが始まる直前、勇気を出して隣の席の小野崎に聞いてみることにした。

「小野崎、ちょっといいか？」

　小野崎なら何度か話したことはある。心象は悪くないはずだし、知っていれば何かしら教えてくれると思った。

「なに？」

　小野崎はメガネの位置を直しながらこちらに向いてくる。まずは、普通の反応。

「なんて言えばわからないんだけど……俺って、悪い噂が立ってる？」

「えっ!?　ああ、うん。なんだろうね。わからないや」

　どう考えてもわからない反応じゃなかった。

　まさか小野崎にまではぐらかされるとはな。

「俺、みんなに嫌われてるのかな」

「う、うーん……」

　小野崎は答えづらそうにキョロキョロする。

「私は、嫌いではないけど。男の子たちは、ちょっとびっくりしてるかも……？」

　びっくりしてるってなんだ。俺が人を驚かせられる要素なんて妹くらいしかないぞ。まさか、本当にそれなのか。中学生に手を出していたのがバレたっていうのか。いやいや。それだけは。それだけは絶対にあり得ない。

「俺に直接言えない理由はなんなんだ」

「本人に確認してないから……かな？」

「本人？　本人って俺だろ？」

「それも、そうだね」

　奇妙な世界に迷い込んだようだった。きちんと会話のキャッチボールはしているはずなのに言葉が通じない。

「私から言っていいのかは判断がつかないから。やっぱりソトミチくんは高波くんに聞いた方がいいと思う」

　小野崎はメガネを拭いて、ドアからやってきた担任に目線をやった。

　タイムアップか。みんなが黙ってる理由は高波にあるわけだな。あいつは俺が自分で気づくまで話してはくれないだろう。となればやはり、鈴原に聞くしかない。

　ホームルームを終え、授業終わりの休み時間が来るたびに、俺は鈴原に話しかけるタイミングをうかがった。最近の鈴原はクラスの女子と喋ることが多くなって話しづらい。イメチェンの勢いのままに一気に振る舞いを変えたのが功を奏したのか、最初は揶揄していたやつらも、いつしか爽やかな鈴原を素のキャラとして認識するようになっていた。

「なあ、鈴原」

　俺が鈴原に声をかけることができたのは、最後の授業が終わってからだった。移動教室から戻る廊下で鈴原に追いついて、俺は隣を歩く。

「俺ってなんかやらかしたのか？」

　まったく身に覚えはないけど、由佳の件で美優に怒られたときみたいに、遠回しに誰かに迷惑をかけている可能性もある。

「なんだよソトミチ。まだ隠し通すつもりなのか？」

　鈴原はないはずのメガネを上げようとして、眉間を指で擦った。

「何も隠してないって。どんな疑念が渦巻いてるんだよ……」

　そう呟いた俺に、ガシッと強く肩を掴んでくる奴がいた。

「ソトミチお前な」

　背後から急に現れたのは高波だった。今日が最終日ということもあってか、鈴原との会話を聞いて俺がシラを切り通すものと勘違いして、結局は高波の方が先に我慢ならなくなったらしい。

「お前、お前……なあ…………お前が……あの……！」

　グググッと俺の肩を掴む手が震えて、その視線は俺を睨む前に、先を歩いていた一人の少女に向けられた。スカートの上からでも形がわかるもちっとしたお尻を弾ませて、長い黒髪を揺らして歩く、その後ろ姿は知る者なら誰一人として間違えることのない学園の美少女のものだった。

「あの山本さんと付き合ってるって、そんなことをどうしてずっと黙ってたんだよ!?」

　廊下中に響く大声だった。

　あまりに声が大きかったのと、何を言われているのかがさっぱりわからなくて、完全にフリーズしてしまっている俺に、続けて反応したのは廊下を歩いていた先輩たちだった。

「おいお前……、今、なんつったんだ？」

　異様に殺気立っている、筋骨隆々とした運動部の先輩たち。その全員が山本さんに告白をして、フラれた経験を持つ失恋組だった。

「俺も聞いたことがあるぞ……ソトミチって名前……！」

「どういう経緯か説明しろ。納得できるまでウチには帰さねえからな!!」

　もはや恫喝に近いレベルで上級生たちが詰め寄ってくる。その大声がまた別の失恋者を連鎖的に呼び込んで、渋滞になった廊下の一帯に、高波のやつはここまでの大事になるとは思っていなかったのか、萎縮してその群衆に隠れてしまっていた。

　俺が山本さんと付き合っている？　そんなデマが、どうしてここまで出回ることになったんだ。何にしても、まずは誤解を解くことが先だよな。

「何かの間違いですよ、それ。俺は山本さんとは、ただの、日直の関係で……。それ以外には、本当に、何もなくて」

　しかし、俺が事実をありのままに話したところで、信じてくれる人は誰もいなかった。あの山本さんを相手に盲目的になっている部分もあったのだろうが、それ以上に、俺と山本さんが付き合っているという噂を聞いたほとんどが、妙に確信を持っていたのだ。

　どう説明すれば先輩たちに納得して帰ってもらえるのか。何がなんだかさっぱりわからず、まるで解決の糸口が掴めずに俺が悩んでいると、廊下の向こうからバタバタと慌ただしい足音が聞こえてきた。

「高波くん……！　それに、先輩がたも、どうしてそのことを……！」

　ぷるんと胸を弾ませて急ブレーキ。ようやくご本人様が到着した。

「山本ッ……！　お前、俺のことをフって、それでも清純派だからしょうがないって納得してたのに……、そんなお前がどうして急に彼氏なんか作ったんだよ!?」

　とある上級生が山本さんに投げかけた疑問。それは告白をした全員の共通意見だったのか、追って言葉を口にする者はいなかった。俺も気になる。なぜこんなことになったのか。

「ごめんなさい！　実は……私、彼氏を作る気はなくて……でも、皆さんの告白をこれ以上断り続けるのも申し訳なくて、ソトミチくんに無理を言って彼氏役になってもらいました！」

　山本さんはいつもの清楚然とした潤んだ目で、両手の指を合わせながら深々と頭を下げた。

　何も知らない本人を横に何をのたまっているんだこの女は。

「どうして彼氏を作らないんだよ!?　せっかくの学生生活なのに、もったいないだろ!?」

「それは……その……受験勉強に、集中したくて……」

　ここまでのことをしておいて、真っ先に浮かぶはずのその質問に回答を用意していなかったのか、山本さんはしどろもどろに答えていた。たしか山本さんは全国模試でも常に一位だったはずだが、今以上に勉強をしてどこを目指すつもりなのか。

「それにな、俺は、聞いたんだぞ！」

　山本さんに迫っていたのとは別の男からの声が上がる。

「最近になって、クラスに好きな人ができたとか、言い回ってたそうじゃないか！　それがこのソトミチってやつだったんじゃないのか!?」

「うっ……それは……」

　ついに山本さんが劣勢になった。みんなが俺の弁明にまるで耳を貸してくれなかったのはそのせいだったのか。さて、なんの相談もなしに俺まで巻き込んで、どう言い訳をするつもりかな。

「ご……ごめんなさい……。そのほうが、自然に信じてもらえると思って……でも、こんな騒ぎになるなんて……」

　山本さんは声を震わせて、組んだ両手を胸に押しつけて身を小さくする。最後の武器と言ったらもう涙しかない。もとより、山本さんが嘘をついて告白を断っていたとして、責められるような立場の人間は誰一人としていないのだ。こうして山本さんを泣かせたことは、山本さんに告白を迫った全員が悪い。

「お、おいおい、別に、その……なんだ……。山本が誰と付き合おうと、自由だけどよ。だから、わ、悪かったって。ほんと、すまん！」

　一人の先輩を口切りに、すまない、申し訳ない、と、次々に謝罪を始める先輩たち。先輩たちの中でも、山本さんへの告白が半ばイベントごとのように、お祭り化していたのだろう。各々が冷静になって、山本さんに負担をかけていたことにようやく気づいたようだった。

　こうして、俺と山本さんが付き合っているという噂は、事実誤認として訂正されることとなった。高波とも仲直りができて、俺もこれでようやく晴れやかな気持ちで夏休みを迎えることができる──

「わけがないよな？」

　俺と山本さんは放課後にまた資料室で二人きりになっていた。山本さんは優等生なので、適当な理由をつければ簡単に鍵を貸してもらうことができる。

　ここならば部活動でやって来る生徒もいないし、肝心の教員もほとんど使うことはない。資料室とは名ばかりで、生徒に配るプリントを一時保管しておくか、古くなったけどなかなか捨てられない紙を溜めておくぐらいにしか使用されないのだ。夏休みも始まった今、先生たちの心血は教員研修に注がれていて、データの整理やスケジュール立てのためにパソコンと睨めっこしているはず。

「本当にごめん！　ソトミチくんには、もっと早くに相談するつもりだったんだけど……！」

　パチンと手を合わせて、今度は軽妙に謝罪をしてくる山本さん。これだけの噂が回るまでには相当な日数がかかっていたはず。つまり、山本さんがやたらと俺の悩みを聞きたがっていた頃には、山本さんもこの噂を把握していたということだ。

　山本さんが言うには、あくまでも口にしたのは「好きな人がいる」というところまでで、俺が彼氏であると誤解されたのは成り行き上の問題だったらしい。デパートでの一件で俺と山本さんが急に仲良くなり始めたことが、山本さんの友人たちを勘違いさせて、あらぬ噂が流れたのだとか。そして今週になって、具体的に俺の名前が出てからも山本さんが噂を否定しなかったことが、男子生徒たちに噂を確信へと変えさせたのだった。

　要するに、噂を流したのは自分ではないが、告白の連鎖を止めるために山本さんはそれに便乗したということだ。

「誰とも付き合う気はないって、最初から言っておけば済んだ話なんじゃないのか？」

「それだけだと、自分ならイケるって人は減らなくて……。具体性のない噂はストーカーを増やすだけだから、いっそのこと事を大きくした方が早いかなって」

　なるほど理屈は理解するが、巻き込んだ本人に対してそんなあっけらかんと言うことではないよな。

「嘘彼氏をお願いするだけならもっと体のいい人間がいた気がするけど」

「それについては、また別の理由があって」

「いつだか言ってた、もう半分の理由ってやつ？　この件のために貸しを作りたかったんじゃないのか？」

「悩みを聞こうとした理由はそれで合ってるよ。けど、彼氏役に巻き込んだことは、また別に理由があってね」

　山本さんは「えへへ」と照れ臭そうな顔で笑った。

「ソトミチくんと仲良くなりたかったからだよ」

　爽やかな青春を想わせる告白だった。どれだけ思考を巡らせても、山本さんが何を言ってるのかが理解できない。ごく普通の日常会話をしているはずなのに、今日は日本語が難しい日だ。

「ソトミチくんって、理由なく私が近づくと、引いちゃうじゃない？　だから、あれこれ都合をつけてお願いとかをしてた方が、話しやすいかなと思って」

　山本さんはこれまでのやりとりで、俺という人間が女の子と仲良くしている姿を周囲に見られるのが嫌だったり、可愛い子に急に距離を詰められると警戒してしまう性格であることを理解してくれていたらしい。鈴原の件でお詫びがあるだとか、俺の悩みを聞く体で貸しを作りたがっているだとか、たしかにそうした都合がなければ、いくら山本さんが相手でもここまでラフには話せていなかった。

「山本さんがやたらとエッチに積極的だったのも、俺と仲良くなるため？　どうして俺なんだ？」

　俺と仲良くなりたくてエッチをしてくれたのなら、これまでの行動には説明がつく。しかし、それでは肝心の疑問である『なぜ俺なのか』が解消しない。

「どっちがどうってことはないよ。ソトミチくんと仲良くもなりたいし、エッチもしたいっていうのが、私のそのままの気持ち」

　なるほどわからん、という顔を俺がしていると、山本さんは手招きで俺を近くに呼んだ。

「ちょっと、お喋りしようか」

　山本さんは場を仕切り直して、部屋の端に重ねられていた椅子を並べて座った。俺も誘われるままに隣に座る。

　美優と同じぐらい艶よく伸ばされた黒髪が、コップぐらいなら上に置けてしまいそうな胸の膨らみに掛かっていて、そんな体のイヤラしさを霞ませるほどの造形美は比類するもののない完成度をしている。なんでこんな美貌が俺の側にあるのか、今でも現実味がない。

「ソトミチくんはさ。私の印象、どんな感じ？」

「美人で優秀な完璧超人」

「ふふっ。せーかい」

　山本さんは俺の頬を人差し指でプニッと押した。急にイチャましい空気になってドキドキする。

「私はさ。なんでもできるんだよ。なんでも持ってる。この人生は、すべてに満たされてた」

　座面を両手で掴んで、山本さんは足をフラフラさせる。

「私はもうね、受験勉強なんてとっくに終わってるの。大学を卒業しなくたって、雇ってくれるところはたくさんあるし、お金を稼がなくても私を養ってくれる人はいくらでもいる。運動も得意だし、オリンピックだって目指せる」

　並べ立てられた傲慢の数々。このすべてが事実として疑いようのないレベルにあるところが、山本さんの凄さであり、山本奏という人間の等身大だった。

「そんな中でね、私が一番に好きで得意なのが」

　山本さんは俺に体を寄せて、椅子に座るその横から、俺の腕に豊かな膨らみを押しつけてくる。潤やかな目で俺の顔を見つめる上目遣い。

「こうして」

　山本さんの顔が近づいて、互いの頬を掠める。

　その唇が、俺の耳朶をミュッとはんだ。

「んあっ……あぁっ!!」

　全身に淫楽がほとばしる。唾液の熱い粘性が俺の耳輪を這って、吹きかけられた吐息に、俺の陰茎はスラックスの中で一気に膨張した。

「男の子のエッチな体を気持ちよくするの」

　山本さんの指が、パンパンに張ったスラックスの股間部を擦り上げた。

「うぐっ……あっ……はぁっ……！」

　空いた方の手で首元を撫でられ、さらに体重を乗せられた俺の半身が、山本さんの柔らかさで包まれる。まだ脱いですらいないこの状況で、俺は女の子と裸でまぐわっているかのような錯覚に陥っていた。

「ほら、ソトミチくん、まだイッてない。ここまでして硬いままでいてくれるの、ソトミチくんだけなんだもん……」

　首に濃厚なキスで吸いついて、手は俺の股下に忍び込ませてくる。玉の外側から裏筋の皮膚まで、山本さんが手をすべらせると、それが服の上からの刺激であるにもかかわらず、俺の肉棒はビクンビクンと激しくのた打ち回った。

「ああぁっ……それ、やばっ……うっ……ああっ!!」

　山本さんの首筋から漂う甘い香りに、また全身が媚薬を塗られたように熱くなる。生殖器をイジられながら、もう片方の手では母親が子供を甘やかすみたいに頭を撫でられて、それすらも性感として俺の神経を刺激してきた。

　俺がされていることは、耳を舐められながらのソフトタッチだけ。まだ手コキにすら至っていない。だが、俺が射精していないことに驚いている山本さんの言葉も、意味がわからないわけでもなかった。耳を甘噛みされたときの快感は、妹でしか抜けない呪縛さえなければ、それだけで射精していたほどのものだった。

「ふぁっ……いっ……ぎも、ちぃぃっ……!!」

　山本さんは俺のズボンのチャックを下ろし、亀頭の先っぽをぐりぐりと攻めてくる。指と亀頭の間には、パンツという薄い布を挟んだだけの状態。よりリアルになる山本さんの指の感触に、かつてない悦楽が俺の脳を侵していく。

「気持ちいい？　射精したい？　ぴゅっぴゅって出ると気持ちいいもんね」

「あっ、あっ、あっ……！　したいっ！　し、したい……ああっ……射精、させてくれっ……！」

　山本さんの声が俺の男としての自我を引き剥がしていく。このまま永遠に快楽に支配されていたい。もう射精していても不思議じゃないのに。

　気づけばベルトが外されていて、俺は腰を上げていた。喘ぎながら天井を向いて、ズボンを下ろされたこの体勢が、情けないほど気持ちいい。

「んふっ。別に我慢させてるわけじゃないのに。ほら、ここにせーえきいっぱいあるよ」

　トランクスの下から山本さんの手が入れられた。その手が、陰茎の根元から玉袋の全体を、優しく包み込んでいく。

「ああああっ！　あっ、ああっ！」

　射精した。そう思った。すでに何回も絶頂を迎えているはずなのに、ただ射精という現象だけが起こっていない。以前に手コキをしてもらったときと同じ、終わりのない快楽に俺は悶え苦しんでいた。

「これだけ本気でやっても出ないんだ。私もちょっとドキドキしてきちゃった」

　山本さんは早々に、また腰を上げる要求をしてきた。次はパンツを脱がされて、下半身が裸になる。外気に触れる肉棒が美優にオナ禁を強制されていたときと同じぐらいに反り上がっていた。

「でもね、ソトミチくん」　

　頬を緩めて手を伸ばす山本さんが、身体中の肉という肉を押しつけるように密着してきて、スカートから伸びるムチムチの脚が俺の股を割り開くように絡みついてくる。

「声は出しすぎ」

　そう囁いて、山本さんは俺のペニスを一気にシゴいてきた。

「ああぁっ！　あっ！　んはぁあ！　うっ……あぁああっ……それ、もう、出る、出るッ出るでるっっ!!」

　腰が跳ね、体が跳ね上がる。学校内ということを忠告されても抑えきれない嬌声に、それでもなお精液は射出されなかった。

「すっごいトロトロ。こんなにヨダレを垂らしてるのに、精子は出してくれないの？」

　いやらしい音を立ててペニス全体に先走り汁を塗りたくる。山本さんの大きくて柔らかい手は、美優や佐知子のものとは別次元の感覚だった。

「ふぁ……あぁ……あっ、あああっ！　きもちぃぃい！　もう、出る、出るぅ……ッ!!」

　繰り返される空射精に、頭がおかしくなりそうだった。山本さんとセックスをしたら、俺は妹をオカズにすることなく射精ができる。山本さんが与えてくれる快感だけで、俺は男として子種を吐き出すことができるのだと。本気でそう思えた。

　仰け反る体に、山本さんが俺のペニスを握り込む。小指がペニスの裏筋をなぞって、それがまた射精と等しい快感を生む。薬指にカリをくすぐられて、また射精をしたのかと錯覚した。中指が皮の内側を擦り、人差し指が亀頭を撫で、手のひら全体が包み込む圧迫感に、俺は何度も脳内で射精をした。

「ああっ……がぁはっ……うっ……んぁぁあああぁっ!!」

　終わらない。山本さんの手がワンストロークするだけで、俺の下半身に射精の同等の快感が広がって、それでもなお、フィニッシュを迎えることはなかった。

「があぁっ、はぁ、もう、だめっ、ちょ、すとっぷ、しぬ、あ、ああっ、あんっ、ああっ！」

「あらあら。本当に出ないんだね」

　ゆるりと山本さんの手が止まっていく。あやうく腹上死するところだった。

　山本さんが手を離すと、肉棒に触れる教室の空気がやたらと冷たく感じた。今はそれが心地よい。熱くなりすぎて溶けてしまいそうだった。　

「こんなに私で感じてくれる人、初めて……美優ちゃんが言ってたのってこういうことだったんだ……」

　まだ剛直を保ったままの陰部に山本さんの目が釘付けになっている。美優から聞いていたって、まさか山本さんは最初から俺が美優でしかイケないことを知っていたのか？

「美優がどうって、なんのこと？」

「あれ？　知らないの？　試着室でソトミチくんとエッチなことをしたとき、私は美優ちゃんから、ソトミチくんが勃たなくなったから治してってお願いされてたんだよ？」

　美優のやつ、人の恥ずかしい秘密をつまびらかに話しやがって。しかし、なるほどな。それで山本さんは俺を勃たせようと試着室で裸になったのか。

「それがまさか、射精もできないなんてビックリ。もしかしてとは思ってたんだけど、ソトミチくんの悩みってこれ？」

「まあ、そうだな」

　美優も射精できないことまでは話していなかったのか。つまり、俺が妹をオカズにしないと抜けないことまでは、山本さんも知らないんだよな。

「俺とエッチがしたかったのは、射精しない俺に対しての、勝負心みたいなものだったのかな」

　それであれば、山本さんが俺の悩みを聞こうとしたことも、結果的にはエッチがしたくて仲良くなろうとしたことにも、辻褄が合う。

「んー、それは、少し違くて」

　しかし、山本さんは俺の予想を否定した。少し違う、ということは、勝負心がまったくなかったわけではないようだが。勃起したペニスをベタベタと触っていた手を離して、山本さんは話を続ける。

「私ね、いろんな人と付き合って、それなりの関係にはなってきたんだけど」

　ためらいから生まれる一拍。

　だが、俺に隠す意味も、もうなくなっていた。

「いっぱいエッチはしてきた。でも、私……十秒以上……エッチしたことなくて……」

　語られる真相。これこそが、山本さんの抱える悩みだった。

「だいたいの人は、私からイチャイチャするだけで出ちゃうの。保つ人でも触ったらすぐイッちゃって。……私が心から楽しもうとするとね。それだけで、みんな限界を超えちゃうんだ」

　相変わらずの規格外。このヴィーナスは美しいだけに留まらない。人にとって良薬となるはずの能力が、行きすぎたことにより毒に変わった事例だった。

「それは、ツラいな。俺も、似たような悩みがあるから、わかるよ」

「ん？　似たような悩み？　ふふふっ。あはははっ！」

　急に笑いだした山本さん。とても楽しそうな笑顔だった。

「いやいや、ソトミチくんの方が深刻だよ。なんか私、悩んでて馬鹿みたい」

　山本さんは目尻に溜まった涙を、指で拭う。

　そんなに笑うとこか。

「これさ、こんなギチギチにおっきくなってるのに、射精できないんでしょ？　ムラムラしたときはどうしてるの？」

「うっ……それはだな……」

　妹をオカズにすれば抜ける。言ってしまうか。この雰囲気なら、山本さんも俺の悩みを受け止めてくれるだろう。ただひとつ問題なのは、山本さんが美優と知り合いだということだ。話がめちゃくちゃこじれそうで怖い。

「とりあえず……口で……してくれると……」

「お口？　そっか、ソトミチくんからしたら焦らされ状態だもんね。よしよし。我慢できたご褒美にお姉さんがフェラしてあげよう」

　山本さんは椅子に座る俺の正面に回った。それから俺に脚を開かせて、両手でペニスを支えから、ふとももの付け根を陰嚢にかけてねっぷりと舐め上げてくる。

「あぐっ、あっ、舌、舐められるの、めっちゃ気持ちイィ……！」

「喜んでもらえるのは嬉しいんだけどね、ソトミチくん。ここ、学校だから、あんまり喘がないでね？」

「す、すまん」

　俺は両手で口を塞いだ。声なんて、我慢すればいいだけのはずだが、本当に気持ちいいときはどうにもならなくなる。だからこうして押さえつけないと、声を殺すことができない。

「んちゅ、むぬゅ、んっ……」

　根元からキスするように、山本さんは俺の陰茎に唇を這わせる。それが先端まで達すると、迷いなく口の中に俺のモノを咥え込んだ。

「じゅぶ、じゅるっ……ぐちゅっ、ちゅぶぐちゅ、んっ……ぢゅるるるっ……！」

「んんんん!!　ん、ああん、んっ……!!」

　唾液たっぷりの口内が俺の肉棒を包み込んだ。絡みつく舌も、唇も、頬の内側の粘膜さえ、快楽によってペニスを蹂躙してくる。

「ぐちゅ……じゅぶっ……んじゅぶぬぷっ、ぬちゅ……！」

　激しく押し寄せる荒波のような快感。口を押さえてなかったら叫び声を上げていた。肉棒が山本さんの体温と交わり合って、もうどうなっているのかわからない。もう何度も口の中でビクついているのに、これでも射精できないなんて。

「ぁ、んんっ、んふっ、ふぅ、あぁ、あぅっ……」

　今度は酸欠で意識が飛びそうだった。でも、今手を口から離したら、間違いなく学校中に俺の喘ぎ声が響き渡ることになる。

　もうダメだ。死ぬほど射精したい。快楽を生み出すため生まれたようなこの淫らな口の中で、欲望を思いきりぶちまけたい。

　性欲が限界にまで高まった瞬間、脳裏を過ぎったのは、昨晩のエッチで美優に精液を吸い出してもらったあの光景だった。たび重なる性感による責め苦でこれ以上は危険だと脳が判断したのか、山本さんのフェラをする姿が美優にフェラをされているように視界の中で重なって、精液をせき止めていた精管の詰まりを一気に吹き飛ばした。

「あっ──!!　山本さん、ごめん、出るッ、出るっ!!」

「ん!?　ん、あっ、ふっ、むちゅ、んぐっ……！」

　びゅっ、びゅぐっ、どびゅるっ、びゅるっ──！

　限界を超えて溜めた精液が、暴発によって山本さんの口内に吐き出された。

「うっ……うぐっ……！」

　苦々しい顔で、離れそうになる口を必死で留める山本さん。俺の射精が終わると、ゆっくりペニスを引き抜いて、今度は山本さんが口を手で押さえた。

「ううぅ〜!!」

　目を赤く腫らして泣いていた。それから、俺の精液を飲み込もうとして、何度か失敗してえずいて、ようやく喉の奥へと流し込んだ。

「ごほっ、げふっ、うっ、うぷっ……うぅぅ……死ぬほど不味い……」

　山本さんが子供みたいな泣き顔になった。

　そんなに不味いのか。俺の精液は。

「わ、悪い」

「私こそ、ごめんね。こんな風になったことないんだけど、久しぶりだったからかな。ほんと、気分悪くさせちゃって、ごめん、だけど、水、飲んでくる……！」

「ああ、おう。ゆっくりしてきていいから」

　山本さんはダッシュで部屋を出て、精液の味を洗い流すためにうがいをしに行った。俺はその間に服を着て、山本さんが戻ってくるのを待つ。

「た、ただいま……」

　げっそりとした顔で戻ってきた。さすがに吐いてまではいないよな。

「そんなに不味い？」

「ソトミチくんのために、正直に言わせてもらうとね……これを飲める人……ほとんどいないと思う……」

「そ、そうか」

　それなりに経験豊富そうな山本さんですらこれだからな。美優のやつ、実は味覚が死んでたりしないよな。

「で、でも！　出たよ、ソトミチくん！　射精できたよぉ……よかった……悩みを解決してあげられないかと思った……！」

「あ、ああ。そうだな」

　これはもう話さないとダメな流れだな。

「あれ？　そんなに、嬉しそうじゃない？」

　なんとも残酷なことだ。純粋一途な女の子にこれだけ頑張ってもらって。俺はまた人を傷つけることしかできない。

「……本当の俺の悩み、聞いてくれるか？」

　俺が尋ねると、山本さんは黙って首を縦に振った。

「一つだけ、俺が射精できる条件があって」

「おおっ。ふむふむ」

　山本さんは身を乗り出して食いついてくる。きっと、大丈夫だ。山本さんなら嫌いにならずに受け入れてくれる。この聖女のような女性なら、理解してくれるはずだ。

「妹の……美優のことをオカズにしてるときだけ、射精できるんだ」

　紡がれた真実に、続いたのは沈黙だった。

　ついに言ってしまった。俺の倫理も常識も度外視にした深刻な悩みを。

「えっ、あの、え？　美優って、妹の美優ちゃん？　ん？　二人って、義理なの？」

「血の繋がった実の妹だよ」

　俺の答えを聞いて、山本さんは一時停止を押したみたいに固まった。あのクールでエロいことになどまるで興味のなさそうな妹を知っているからこそ、それをこっそりオカズにしているなんて考えられなかったのだろう。

「えーっと。なんというか。切実だね」

　そう、切実なのだ。だからこうして、妹以外で射精できないかと必死になってきた。

「つまりさっきのは、フェラの最中に美優ちゃんとのエッチを考えてたということでしょうか？」

「すまん」

「おふ……」

　自分の力で射精させたと勘違いしていたことと、射精の要因が実の妹であったことが、山本さんの頭を混乱させていた。

「美優ちゃんの口に出すつもりでイッたの？」

「そ、そんなところ」

「この精液はね……さすがに……美優ちゃんに出したら怒りそう……」

　間違ってはいない。毎日のように不味い不味いと言われている。ただ、誰よりも率先して飲んでくれるのが、その妹なんだ。

「ソトミチくんが悩みを教えてくれなかった理由がよくわかりました」

　ようやくわかっていただけましたか。

「ソトミチくんはどっちを応援してほしい？」

「どっちって？」

「美優ちゃんとエッチできるようにするのと、美優ちゃんのことを考えずに射精できるようにするのと」

　山本さんは意外にも俺と美優との関係については前向きだった。まあポジティブを固めて作ったような人だしな。

「できれば、後者が嬉しい。……応援してもらえるの？」

「いいよ。話を聞いてたらだんだん楽しくなってきた」

　山本さんはニコッと笑ってくれた。

　ああ、やっぱり、山本さんでよかった。

「それに、あとはその、私の悩みもですね……」

　そういえば、山本さんの悩みって、付き合った人がみんなすぐにイッてしまうから、まともにエッチができないことだったか。

「失礼を承知で聞くんだが、鈴原のやつとはどうだったの？」

「うーん……たぶん……してた……」

　たぶんってなんだ。

「私の本気のエッチに対しては、鈴原くんは私が抱きつくだけでイッてしまいました」

「それはまた」

　でも、俺も美優がいなかったら同じだっただろうし、悪くは言えないな。

「二次元美少女以外では興奮しないなんて言ったくせに。そんな言葉に期待した私も馬鹿だけどさ。それくらい、もう色々と投げやりになってたと言いますか」

　山本さんは不満顔でそう語った。他の優秀な男たちを試してダメだったからこそ、鈴原みたいなやつにもチャンスが回ってきたわけか。

「付き合う条件って、本気の山本さんとエッチができることだったの？」

「そうだよ。今までの人はそれが無理ならすっぱり諦めてくれてたんだけど。まさかこの悩みをネタに脅されるとは思ってなかったよ」

「それは警戒心が薄すぎるな」

「だねぇ」

　山本さんはまた椅子に座り直して俺と並んだ。

　部屋にはまったりした空気が流れている。

「俺が鈴原とショッピングモールで話してたときは、ラブラブでエッチしてるって感じだったけどな。愛の営みがどうとか、言ってたし」

「鈴原くんが？　あはは。まあ、男の子だもんね」

　山本さんは困った顔で笑みを作った。あの会話には鈴原の見栄が多分に含まれていたということか。よくよく考えてみると、俺が鈴原から話を聞いていた時点で、山本さんとは上手くいってなかったんだよな。イチャイチャなんてしているはずもなかった。

「私が最初からその気になるとすぐイッちゃうから、とりあえず脱いでベッドに横になってって言われまして」

「おう」

「それからゴソゴソと、一分くらい経って」

「うん」

「出ちゃったって言われて、終わった感じ？」

「あいつは本当に童貞を卒業したのか……」

　山本さんがたぶんって言ったのはそういう理由か。何にしても、山本さんにとっては普通のセックスをすることが、脅される危険を顧みずに賭けるだけの願いだったんだな。セックスを楽しめないことがそんなにつらいことだったなんて。だから俺とも、こんな簡単にエッチをしてくれたと。

「……山本さんには、セックス以外にも取り柄がたくさんあるだろ？」

　人の価値観なんて、他人が決められるものではない。それでも、俺には山本さんがセックスにこだわる理由がわからなかった。

　山本さんはセックスなんかしなくたって楽しい人生を送れるはずだ。誰もが羨む能力をたくさん持っている。いや、セックス以外のすべてができると言っても過言ではない。

「言ったでしょ。しょーもない悩みだって」

　山本さんは以前に俺に言った。山本さんの悩みは深刻なものではあるが、説明したところで他人には理解されないと。

「きっかけは中学の頃だったの。初めて付き合った男の子とね、まあ、そういう雰囲気になりまして」

　それが山本さんにとっての初めて。初体験と呼べるほど、確かなものではなかったようだが。

「何度やっても上手くいかなかった。そのうち相手が自信をなくしちゃって、最初はそれが原因で別れることになったの」

　男の側からしても、エッチができないだけで別れるなんて考えもしなかったはず。山本さんという高嶺の花が相手だったからこそ、その重圧に耐えることができなくなったんだろう。

「次の人も似たような感じ。ただ、二人目は私から別れを切り出したんだ。初めての失敗が頭にこびりついてて、どうにもギクシャクしちゃって」

　中学生の頃から完璧な美少女だった山本さん。付き合う男には困らなかったが、その先まで発展することはほとんどなかった。

「たったそれだけのことが私にとっては綻びになっちゃったの。目的のために付き合って、別れ癖がついて。それに雁字搦めに縛られて、何回も恋人を作っては別れた。みんなひと月も保たずにね。体の関係になる前に別れる人もたくさんいた。もうその頃には、なんのために彼氏を作ってたのかもわからなくなってた」

　小さい頃から、それを積み重ねたというだけ。たった一つの些細なこだわりが、やがて山本奏という人格の一部を変質させていった。

「不思議でしょ？　私はこんなに可愛くて、こんなに優秀で、家族にも友人にも恵まれて、生きていくのに困ることなんて何もなかったのに」

　山本さんは右手を開いて、手のひらを透かすように見つめる。そこには世界の誰もが羨むすべてが与えられていた。一つの完璧の形が、存在したというのに。

「今じゃただの馬鹿な女。もっと上手に生きる方法なんて、いくらでもあったはずなのにね」

　理想の男を見つけて、何不自由のない人生を謳歌するはずだった。そんな少女が今、こんなちっぽけな公立高校に律儀に通って、俺のような冴えない男と二人きりでお喋りをしている。

「私はね。ごくごく普通に青春を過ごして、ごくごく普通に就職して、慎ましやかに暮らすんだ」

　山本さんは俺の顔を見て、また優しい笑顔になる。

「変な女でしょ。嫌いになった？」

「あー……いや、別に」

　俺の周りは変な女しかいなさすぎて、もう、逆に普通というか。

　なにより、俺自身が異常の側だし。

「なら！」

　椅子を蹴飛ばし気味に立ち上がる山本さん。元気がよくて大変好ましい。

「あのですね。お願いが、あるのですが」

　その勢いの割には、しおらしい態度だった。

「ソトミチくんの悩みに便乗するみたいで、悪いんだけど……」

　それが、山本さんにとっての望み。

　誰にも希望を見いだせなかった、その唯一がここにある。

「もし、よろしければ。私と、セックスしてもらえませんか？」

　照れ恥ずかしさに、喉の渇きを感じさせる声でモジモジと、まるで生娘のような姿の山本さんがそこにはいた。

「いいよ。俺も、山本さんとしたいから」

　明日からの夏休みで、フェラでは破ることのできなかった、妹という壁に。男として、正真正銘の最後の希望をかけて。

　俺は、山本さんとセックスをすることになった。











１２．女の子と初めての下校、ついでにパイズリセックス









「──ところで、俺の精液って、そんなに不味いの？」

　資料室で山本さんにフェラ抜きをしてもらって、その後のピロートークみたいな時間に、俺は気になっていたことを聞いてみた。佐知子も由佳もまともには飲み込むことのできなかった精液を、山本さんはどうにか飲んでくれたが、その後に口をゆすいでなんとかギリギリといった具合だった。

「ん？　……飲んでみたらいいんじゃない？」

　と、どこかの誰かさんに言われたような回答が、キョトンとした顔の山本さんから返ってきた。それはそうなのだが、自分の精液を飲むのはどうしたって抵抗がある。

「正直なところ、味とか以前に、生理的な気持ち悪さのほうが問題なんだよね」

　山本さんは俺とのエッチで乱れた服を直しながら、真面目に淡々と語る。ずいぶんと酷い言われ方をしたようだが、みんながあれだけ不味いと言うのだから事実そうなのだろう。

「たとえば、もしソトミチくんの口に、本物の生きたオタマジャクシを入れられたら、反射的に吐き出したくなるじゃない？」

「……そこまでのレベル？」

「飲みづらさとしてはね。味は、うん……」

　どちらにしても、当たり障りのない言葉で説明するのは難しいようだった。となると俺はこの先の人生で、美優か山本さんのどちらかにしか精液を飲んでもらえないのかな。もし大学生になったあたりでできた彼女がフェラもしてくれなかったら、俺は恋人として付き合っていけるだろうか。体目的ではなくても、相性というものはどうしたってある。

「もし、日常的に……本来なら一人で処理する精液を、飲んでってお願いされたら、どう？」

「ソトミチくんは、飲ませるのが好きなの？」

「……うん」

「そっか」

　山本さんは真剣に話を聞いてくれて、それから陽だまりの眩しさに目を細めるような優しい顔で微笑んだ。

「私なら、頑張るよ」

　何回だって、お願いしてくれたら、私は飲むから、と。予想ができた答えだったはずなのに、喉の奥がもどかしくなるぐらい、その言葉が嬉しかった。包容力っていうのは、きっとこういうものなんだ。

「山本さんって、エッチな女の子っていうより、極端な尽くしたがりだよね」

「どっちも否定しないよ。どんな男の子も私にエッチを望むから、結果的にこうなってる部分もあるし。それはそれとして私もエッチは好きだしね」

　こんな下世話な会話の中でも山本さんは屈託のない笑顔を向けてきて、ただお喋りをしているだけなのに、胸の内側がくすぐったくなる。男慣れした美少女の余裕って、それだけでエロいよな。

「だからね」

　山本さんはまた俺に近づいてきて、ブラウスに張り出した胸がくっつくぐらいの距離で、向かい合いになった。

「そうやってズボンをピクピクされると、射精させたくなっちゃうんだけど」

　嬉しそうに俺のスラックスをさする山本さんに、俺はペニスが半勃ちになっていることを気づかされた。

「ソトミチくんってさ。性欲ヤバいよね」

「これはもう……体質で……」

「私の口にあれだけいっぱい精液を出したのに、また射精がしたいんだ。その性欲で毎日のように精液を飲ませたいの？」

「うぐっ……ご、ごめん……」

　山本さんに叱られて、次第に硬さを取り戻していくペニスを、山本さんは楽しそうに撫でている。山本さんのソフトなＳっ気が俺のマゾな陰茎に心地よく響いた。

「もしそうなったら、自分をソトミチくんの性処理道具と思い込まないとやっていけないかも」

　ニコニコと、自分はそうなってもいいような口ぶりで、山本さんは俺を責めてくる。言われてみると、俺がお願いしているのって、それぐらいの要望だったんだよな。

　美優はどうなんだろう。あいつは何を思って俺の精液を飲んでいるのかな。やっぱり妹離れをする前に、俺のオナニーを手伝おうと思った真意を問いただしておかないと。

「ねえ、ソトミチくん。私の中で出してみる？」

　山本さんは俺のズボンのチャックを下ろして、それから、自らのブラウスのボタンを外した。

「それって、前の、続きを……？」

　首を縦に振る山本さんはまだエッチがしたそうだった。尽くしたがりで、かつ変態的にエッチが好き。それが山本さんの本質で、そのどちらもすることができる俺だからこそ、山本さんは仲良くなりたいと思ってくれたんだ。これまでロクに使ってもらえなかった体で、勃起したペニスを擦ってもらえることが、山本さんにとっては女としての悦びだった。

「制服でパイズリがしたいんでしょ？　だったら、今日が夏休み前の最後の日なんだから、今しておかないと」

　制服でするだけなら、部屋でもできたことなのに。学校での恥ずかしいプレイを望んだままの要求を、山本さんは実現してくれようとしている。美優だったらどれだけキツい言葉をかけられていたかわからないほどの過ぎた欲望を、むしろ喜んで受け入れてくれた。

「い、いいのか？　山本さんの服の中、俺の精液でベトベトになるし、これから帰宅だっていうのにニオイだって……」

「んふっ。ソトミチくんだって、それをわかっててお願いしてきたくせに。……ブラウスまで精液で汚されたら、きっと知り合いに声をかけられただけでバレちゃうなぁ。そしたら、私の学校での地位も何もかも台なしになるかも」

　山本さんは唇と乳房とを弾ませながら身を寄せてくる。俺の視界から外れた下腹部では、すでに手コキが始まっていた。

「でも、制服を着たままのキツキツのおっぱいで挟んでほしいって、ソトミチくんが言うなら。……私もしてあげたいな」

　まるで種付けを乞うように誘われて、俺の性欲はもう止まらなかった。手は自然と山本さんのおっぱいへと伸びて、目配せで何度と確認するも「女の子のおっぱいに触りたい変態さんだって認めるならご自由にどうぞ」というイヤラしい視線しか返ってこなかった。

　俺はおっぱいを揉んだ。美優のものよりさらにデカいブラジャーのカップの上から、山本さんの重たい乳の質量を味わった。山本さんはものすごく嬉しそうだった。

「うふふっ。もうガッチガチ。二回目とは思えないね」

「さすがに、要求しすぎかな」

「ううん。いいと思う。ソトミチくんの性欲って、安心感があるから」

「あ、安心感？　こんな、なのに？」

　美優なんかはいつ俺に精液を飲まさせられるのかハラハラしてそうだけどな。山本さんからすると、これだけの性欲にも安心感を覚えるのか。山本さんは美優と違って体力もありそうだもんな。

「女の子だって、したいときにしてもらえるのは嬉しいもん。ソトミチくんって、意外と紳士っていうか、女の子本位だから。エッチしてて楽いんだ」

　山本さんは俺の正面から人差し指側を下にペニスをシゴいて、もう片方の手で金玉を撫でてくる。どうせ射精ができないから身を任せていられるが、この快感に射精を我慢するとなったら至難の業だった。

「それに、どんな人でも、私が相手だと最初の射精で出しきっちゃうから。すぐにエッチが終わって、私だけ盛り上がった状態で取り残されて、すごく寂しくて」

　男は射精をしたら性的興奮が収まる、いわゆる賢者タイムが来るもの。誰もがそうなので、セックスの流れには気を遣うし、理想を言えば女の子と同時にイクのが望ましい。

　それが山本さんが相手となると、射精のコントロールは不可能になる。山本さんにとっては、せっかくエッチをする気分になっても、盛り上がった雰囲気のやり場がないことが、セックスにおける最大の苦痛ということだった。

「だから、ソトミチくんには、いっぱい擦って、いっぱい中に出してほしいな」

　山本さんはスカートの中に手を突っ込んで、あろうことか、俺の目の前でクチュクチュと膣を掻き回してオナニーを始めた。こんなエロい煽り方があるなんて、美優なら絶対にオナニーの最中までは見せてくれない。

「っ……お、俺も、山本さんのこと、イジったほうがいいかな……？」

「んっ……ふぅ、んふっ。これは……そうじゃ、なくてね……」

　山本さんの見せつけオナニーに俺が興奮していると、山本さんは秘所から掬った愛液を手に乗せて、俺のペニスをシゴいてくれた。ぬちょぬちょと、自ら分泌した愛液をローション代わりにして、パイズリをするための準備を率先してやってくれている。

「んっ、あ……山本さん、それ、エロすぎ……」

「ソトミチくんのが先走り汁でぐちょぐちょになるまでの代わりにね。でも、これもすぐに乾いちゃうから……」

　山本さんは唾液を垂らして水分を足して、肉棒に充分な滑りがまとわりついたことを確認してから、俺の陰茎の前でおっぱいの穴を広げた。

「はい、もう挿れられるよ」

　手際がよくて、丁寧で、陰茎が苛立つぐらいにエロい。

　これが山本さんがしてくれるエッチなんだ。歴代の彼氏たちは愛液コキの時点で果ててしまっていただろうし、もはや可哀想にさえ思えてくる。美少女の元カレに同情する日が来るなんて思いもしなかった。

　悪いが。俺は彼氏ではないが。思う存分に堪能させてもらう。この美少女の巨乳を使った、一方的なパイズリを。

「ほ、本当に……中で射精するからな……！」

　手コキで我慢汁まみれになった俺のペニスは、キツい乳圧の中にも挿入できるほどすべりがよくなっていて、先っぽさえ入れてしまえば後は驚くほどすんなりと乳肉の間に吸い込まれていった。

　不慣れな体勢に、俺は中腰でペニスを突き出して、ヘコヘコと腰を振る。そんな姿さえ山本さんは慈しむような目で見守ってくれていて、焦っていた気持ちが落ち着いたし、セックスをしている自分に自信を持つことができた。

　俺はこのとき初めて理解した。山本さんがパイズリ中出しを受け入れてくれたのは、単にエッチな女の子だったからというわけではなく。行為の変態性など意に介さないほどの山本さんの母性が、わがままな俺と愚息を惜しみなく抱擁してくれていたのだと。

「あっ、ああっ……アアッ……！　山本さんっ……すごく気持ちいい……！」

　肉棒が巨乳に包まれて、腰を打ちつけても跳ね返してくる双丘の弾力に、俺はムキになってピストンをした。乳房をひたすらに犯そうとする獣じみた性欲が俺を後押しして、労りなどないその乱暴なセックスに、山本さんは恍惚とした表情になっていた。

「んんっ、あっ、すごいよ、ソトミチくんっ……こんな激しいピストン……私、初めて……！」

　感じてくれている。独りよがりなパイズリに谷間を擦られて、山本さんは性感を覚えて悦んでいる。俺の拙いピストンがこれまでで一番とでも言わんばかりの褒め言葉で、手前口上だとしても気分が高揚してしまう。

　学内で比肩するもののない美少女を相手に、好き勝手に乳を犯せる立場にあることを自覚して、俺の雄としての支配欲や優越感は高まっていった。しかし、それもすぐに山本さんの母性によって与えられているものだとわかって、俺の陰茎はその包容力に甘やかされてどんどんワガママになっていった。

「んはぁ、あっ、ああっ、山本さんっ……いいっ、めちゃくちゃ気持ちいい……!!　もっと、強く挟んで……あっ、んはあっ、ああっ……イキそう……精子、出そう……!!」

「んふっ、はい……っ、好きなだけ擦りつけて……！　ソトミチくんと、おっぱいでセックスするの……とっても、気持ちいいよ……！」

　正面からガニ股気味に、腰を振って山本さんの乳房に乱暴をする。性欲ばかりが育った悪餓鬼みたいにペニスを擦りつけて、果てには抱っこをねだる赤子が母親に飛びつくように、俺は股間の猛りを山本さんのおっぱいに押しつけた。

「ううっ……うっ……マジで出そう……い、いいんだよな？　このまま、服の中に出して……！」

「あっ……んふっ……そういうのは、女の子に聞いちゃ、ダメっ……」

　山本さんは目で「ソトミチくんならわかるよね？」と俺に返事の意図を伝えてきた。

　そうだった。学校で変態プレイをすることも、制服の中を精液でドロドロに汚すことも、山本さんが許可してくれたからしてもいいなんて、そんな主張を通していいはずがない。

　女の子を辱めるプレイであっても、男として女の子に恥をかかせるようなことはしてはならない。なぜなら俺が射精をしたくてパイズリをさせてもらっているからだ。

　それに射精も我慢の限界にきていて、性欲も最高潮に高まっている。今さらになって出しちゃダメなんて言われたところで、俺はもう止まらない。このまま山本さんのおっぱいを犯して身勝手に射精をするんだ。

「はあっ、ああっ、あああっ……！　山本さんっ……すごい、気持ちいい……！　もう、出るからなっ、いっぱい出すからなっ!!」

「あんっ、ああっ、はあぅっ……だめっ、制服が汚れちゃう……ふんっ、んんんっ……激しいっ……ブラウス、壊れちゃうよぉっ……！」

　ペニスを押しても引いても山本さんのおっぱいが絡みついてくる。引けばブラウスがはち切れそうなほどにおっぱいが膨らんで、押し込めばペニスの先端が谷間から顔を出して、膣内に入れているよりペニスの状態が鮮明にわかることが、よりパイズリという行為を淫らにしていた。

「イクッ……もうイク……！　精子出すから……受け止めてっ、山本さん……！　はあっ、はあぁ、ああああっっ!!」

「ソトミチくんっ……あんっ、ああっ、きてっ、きてぇえっ!!」

「ああっぅあっ……山本さん……!!　中に出すよ……ああっ、あっ、出る…………イクッ……!!」

　どぷっ、どぷっ、どびゅるるっ、どくどくっ、びゅるっ、びゅっ、びゅびゅぅっ──!!

　山本さんの乳に圧迫されながらも、肉棒は膨張と収縮を繰り返して、果てしない解放感と共に精液が尿道から飛び出していった。乳内射精された精液は、その乳圧によって押し出されて、半分は泉が湧き上がるように谷間へと登り、もう半分は岩清水が滴るように腹部へと垂れ落ちていった。

　繰り返す射精に、精液はついに山本さんのブラウスを濡らして、その腰元ではきっとスカートさえも汚れているはずだ。

　雄として、種付けをするのと同等の優越感が全身を満たしていた。俺の遺伝子を美少女に染みつけたことに、罪悪感など霞ませるほどの興奮が俺の心を浮き立たせている。山本さんとセックスをしたら、俺はどれだけ男として自信をつけることができるのか。計り知れない期待がそのまま山本さんを想う気持ちに変わっていった。

「すっごい……あっつい……」

　山本さんは濡れた谷間でまだ脈打っている俺のペニスの拍動を感じて、性感帯など触れられていないのに軽くイッているようですらあった。その姿は、どこか昨晩の美優に重なるようで。俺がこのパイズリですんなりと射精ができたのも、あの美優とのエッチがあったからこそなんだろうなと、焦りもしたが。

　それでも、今日の山本さんとのエッチは、それを上回るほどの安堵があった。山本さんとなら、俺は妹を卒業できる。そんな確信を持って山本さんの顔を見ると、山本さんもそれに応えるように熱い眼差しで俺を見つめ返してきた。

「ソトミチくん」

　山本さんは谷間に浮いた精液を見せつけるように胸を抱きながら立ち上がって、俺が犯した過ちを再認識させてから、片方の手で恋人繋ぎをしてきた。

「女の子をこれだけ汚したんだから。責任は取ってくれるよね」

　それから、耳そばで呟かれた山本さんからのお願いを、俺は聞き入れて、二人で部屋を出た。

　資料室の鍵を俺が返して、こっそりと誰にもバレないように校舎を出てからは、俺と山本さんはまた手を繋いで、恋人みたいにイチャイチャしながら二人で下校をした。











１３．お兄ちゃんの精液と妹の愛情









　山本さんとのエッチを終えて、家に帰ってきた俺は、晴れやかな気持ちのままに風呂へと直行していた。放課後にあれだけ山本さんと居残りをしたので、当然のように先に帰っていた美優がお風呂を入れてくれていたのだ。ただいまの声をかけても美優が姿を現わすことはなく、今でも物音ひとつしないのは気になるが、部屋で勉強に集中でもしているのだろう。

　山本さんとエッチをして、人生で初めての女の子との下校を経験して。セックスの約束まで取りつけられた俺は、山本さんのことばかり考えていた。山本さんはやっぱり可愛いし、そのうえ尽くしたがりなので、一緒の時間を過ごすことがただただ心地いい。二回もエッチしたのにまた次のエッチが楽しみになっている。

　次に会う具体的な日付はまだ決まっていない。俺は風呂から出て、脱衣所に置いてあったスマホにまだメッセージが届いていないことを確認してから、体を拭いて、髪を乾かして、そしてまた通知音もないのに画面を確認するのだった。

　山本さんはバイトをしているらしいので、いずれにしても明日すぐというわけにもいかない。それに、俺もこのところ射精し尽くしで、体が休まる日がなかったからな。山本さんとのセックスは体力勝負になりそうだし、体と精巣を労わる期間が必要だ。

　帰宅してからお風呂に直行したので、着替えはなかった。両親はいないし、美優は勉強中のはずだから、人目を気にする必要はない。だから、俺は全裸のまま自分の部屋に入った。

　制服と、荷物とを床に下ろして、着替えをしようとベッドに置いていたはずのパジャマに手を伸ばした。そのときのことだった。

「うぉおあああっ!?」

　再度となる、前回以上の衝撃の光景に、俺は思わず叫び声を上げた。

「み、みみみっ、み美優!?」

　自分の部屋で静かにしていると思っていた美優が、俺の部屋のベッドで寝ていた。しかも、布団の外から見える限りでも裸で。衣服はパッと目につくところにはなく、また布団の中で脱いだのか、あるいは俺と同じように風呂場から全裸で直行してきたか、そのどちらかしか考えられなかった。

「んっ……ふぁっ……あぁ……うぅん……」

　俺の大声を聞いて、美優が目を覚ました。両手をついて体を起こす美優の艶かしい肌と、重力をものともしない丸みを帯びた乳房が、風呂上がりの速い血流を股間へと集めていく。

　ベッドヘッドには手についた汚れを拭ったと思われるティッシュが丸められていて、もはやいかがわしいことをしていたのは間違いないこの光景を、どう整理すればいいのかを必死に考えた。そのことばかりに思考が奪われていたから、俺自身が全裸であることへの危機感が、追いついていなかった。

「んっ……はれ……おにい、ちゃん……？　……ふえ？　ええっ!?」

　目を覚ました美優がまず目にしたのが、その俺の全裸だった。先ほどまでの俺と同じように、美優はまだ自分の置かれている状況は理解できていない。自分の部屋で寝ていたものと思い込んでいる可能性すらある。

「あのっ、あのっ……お、お兄ちゃん、待って、お、落ち着いて……！　それはまだ、ちょっと、早いと言いますか……！」

　美優は俺に襲われそうになっていると勘違いしている。そうなると今度は、俺が裸だったことを弁明するべきか、美優が全裸だった理由を訊くべきか、その二択が実に悩ましいところだった。

「俺は、風呂上がりで！　美優こそ、なんで俺の部屋で寝てるんだ？　その……そんな、格好で……！」

　一呼吸でまとめて状況を説明して、まずはここが俺の部屋であることを理解してもらった。すると美優は熱湯で茹で上げられたみたいに、全身の血流を活性化させて、それが肌の色味でわかるほどの羞恥に身を包まれることになった。

「これは……あ、あの……えっ、あれっ、な、なんで……？」

　美優は瞳を揺らして、泣きそうになるのを必死に堪えて、知るはずもない俺に裸で寝ていた理由を目で求めてくる。自分が何をしていたのかを美優は思い出したらしく、それと同時に、どうして寝てしまったのかを悔やんでもいる。これまで似たような状況に何度か出くわしたから、そうした感情を俺が読み取ることもそう難しくはなかった。

　しかし、思慮深く何事にも慎重であるはずの美優が、どうしてこんなにもミスばかりを繰り返すのかはわからなかった。バストサイズがＨカップに近づいてしまったことが、それほど尾を引いているのだろうか。

「とりあえず着替えたいんだけど、俺のスウェットはどこにやった？」

　俺はインナー類だけを身につけて、パジャマの行方を探す。夏場でも夜中に汗をかかなければ二日間は使うので、それはベッドに置いておいたはずなのだ。

「え、どこだっけ……もうこの部屋に入ったときの記憶とか全然ないし……」

　美優は朧ろげな意識で布団の中に手を突っ込んで、幸いにもそこに隠れていたズボンを見つけて「あった」と安堵したように引っ張り出した。俺はそれを受け取って、美優のエッチな姿のせいでまた勃ってしまいそうな股間を隠すように、急いでズボンをはいた。

　そのとき、腰まで上げたズボンの一部が湿っていることを、触れた膝が感じ取った。改めてズボンを見てみると、股間を中心におもらしをしたみたいにシミが広がっている。美優が寝ていた布団の中にあったので、どう考えたってこれは美優が原因で濡れたものだ。しかし、生理による血の汚れではないし、おしっこのニオイもしなかった。ということは、この大面積のシミを作り出すものとして、考えられるものは──

「わっ、わあああっ、それっ、あの……!!」

　俺と同じタイミングでズボンのシミに気づいた──いや、思い出した美優が、俺の思考をかき消すように大声を出した。

　しかし、もうこんな状況、どう頑張っても誤魔化しようがない。このシミは、美優が俺の部屋で、俺のパジャマを着て、オナニーでイキまくって、潮を吹いて濡らしたものだ。それ以外には考えられないし、これまでのやりとりも含めて、もう俺たちは腹を割って話すしかないところまできていた。

「なあ、美優。正直に答えてほしい。これは……この状況に至るまでのことは……美優の意志で、してたのか？」

　俺の部屋に間違えて入った、というのなら、それはまだ納得できる。以前のように酷く疲れて、風呂上がりにほとんど無意識で布団に入ったというのなら、まだわかるのだ。そこでオナニーをしてしまったのなら、それもそれで一つの流れだろう。

　だが、美優は俺と普段からエッチなことをしている。美優の言い分はともかくとして、美優は俺に手コキをしてくれて、パイズリもしてくれて、射精後に精液を舐め取ってくれさえもしている。だったら、美優が俺の部屋でオナニーをしたことは、美優の意志でしたことと考える方が自然だった。

「それは、その」

　ごく小さい声で、美優は精一杯の言葉を絞り出す。

「答えられません……」

　美優はこの状況にあっても、すべてを話そうとはしなかった。というより、美優自身でも、すべてを説明できるほど、自分をわかっていないようだった。

「ここがお兄ちゃんの部屋だと認識していたのは、間違い、ないです。お兄ちゃんのベッドだとわかってて、その、ご想像通りのことは、してました。でも、お兄ちゃんの質問には、答えられません」

　それが美優にとって、俺に話せる限界だった。何が合ってて何が間違っているのか、それを理解してやるには回答があまりにも難解で、俺なんかではその言葉の隙間にある意味を読み取ってやることはできなかった。

　それでも、美優には俺の部屋でオナニーをしていた認識があって、その結果として淫汁で俺のパジャマをびしょ濡れにしたのは事実のようだった。それがわかっただけでも美優への理解にまた一歩近づいたことには間違いはないし、俺だって美優を問い詰めたいわけではないので、後のことはまた今後の流れに任せることにした。

「そうか。なら、この件はもうそれでいい」

「……また妹に処理をさせるつもりですか」

「よくわかったな」

　あまりの惨状に美優がいたたまれなさそうにしているので、それも含めて俺の性欲で吹き飛ばすことにした。それが俺にできる唯一の慰めだと思ったからだ。

「飲んでもらえるかな？」

「お兄ちゃんのせいでこうなってるんですけど。それでも飲ませるんですか」

「美優の裸で勃ってるからな」

「ぐぬっ」

　山本さんに二回も射精させてもらったのに、俺の性欲は美優が相手だと壊れた蛇口みたいに際限がない。美優が受け止めてくれるならいくらでも射精できる気がする。

　俺のせいでこうなった、という発言の意味も理解はできていないが、俺の精液を飲んでいることと俺の部屋でオナニーをしたことに関連があることぐらいは察しがついていた。今はもうそれで充分だった。

「まったくお兄ちゃんは。妹をなんだと思ってるんですかね」

「兄のパジャマを着てオナニーする妹としては妥当な扱いだろ」

「わー！　わかりました！　飲みます、飲めばいいんでしょうが、もう、ほら早く」

　俺はついさっき着た服を脱いで、すっかり太まった槍を美優に見せつけた。美優とエッチをするようになってからペニスが立派になった気がする。美優は腕と膝で局部を隠して、俺を睨みつけていた。

「出るときだけでいいから、口でしてもらえたりしない？」

「なんでしてもらえると思うの」

　昨日は美優にお掃除フェラをしてもらえたから。

　……なんてことは、言わない方がいいよな。

「山本さんは、してくれたからさ」

　代わりに、今日のことを話した。あくまでも一つの理由として美優に伝えただけで、それ以上の意図なんて何もなかった。──ここまでは、いつも通りの、微笑ましい兄妹のやりとりだった。

「そうですか」

　俺が今日の放課後にあった山本さんとのラブトークをすると、美優はいつしか冷静になって、いつもの真顔に戻っていた。

「奏さんとのことは応援しています」

　これから山本さんとエッチをして、美優以外でイケるようになって。もしこの問題が精神的なものなら、それで他の子とだって上手くいくようになるはず。だから、俺は山本さんか、それ以外の子か、とにかく美優ではない誰かを、これから一番に好きになっていくことになる。いや、ならなければならない。そのはずなのだが。

「なあ、勘違いだったら申し訳ないんだけど」

　この状況を誰よりも喜ばなければならないはずの美優が、ちっとも嬉しそうにしていない。それどころか──

「美優、俺が山本さんの話をするとき、イライラしてない？」

　俺は妹離れをする必要があるから、山本さんとの進展の具合は望ましいものとして報告をしている。だというのに、妹離れをしろと言った張本人である美優が、その報告をするたびに冷たくなるのだ。

　俺自身でも核心に踏み込んでしまったと、自覚はありながら投げかけたその問いに、美優はベッドの隅で裸を抱き隠したまま口を開いた。

「否定は、しません。お兄ちゃんがせっかく奏さんと上手くいっているところに、非常に申し訳ないとは思っています」

　美優からの回答は、俺が予想していた以上に、予想通りのものだった。俺が山本さんとエッチをすることになって苛立っているということは、それって、嫉妬という感情なんじゃないのか。

「ですが、だからといって、妹がお兄ちゃんに恋をしているだなんて幻想は抱かないでください。別にお兄ちゃんのことが男として好きなわけではないので」

　単純な乙女心でそうなっているわけではないらしい。前にも美優と話した通り、俺は美優に男らしいところは見せてやれていないので、惚れるきっかけがないことはこれまでと変わりない。だから、俺のことが好きなわけではないと言った美優の言葉が嘘とも思えなかった。

　それでも、美優は俺のことが好きで、でも兄妹での恋愛は許されないので、妹離れをさせようとしているのだと、俺は思っていた。美優が精液の処理だけをしてくれるのは、山本さんが言っていたように自分を性処理道具と思い込むことで、兄妹としての一線を越えないようにしていたのではないかと。

　俺が美優と初めてベッドを共にしたあの夜。コンドームを渡した俺がその理由を尋ねられて「セックスをしたら気持ちよさそうだから」と答えたことに、美優は安心した様子だった。あれはきっと、俺が美優にセックスを求める気持ちが、恋愛感情から来ていないことを確認したからだ。

　そうやって俺は美優の言動を俺なりに整理していた。無論、勝手な部分もあるだろうが、正解からそう遠くもないはず。そう考えていた俺に、美優は観念をしたようにため息をついて言葉を継いだ。

「とまあ、ここまで隠せないぐらいなので、私も色々と限界がきていると言いますか。非常に勝手で申し訳ないのですが、お兄ちゃんにわがままを言ってもいいですか？」

「おっ、おお！　もちろんだ。何でも言ってくれ」

　美優からお兄ちゃんにわがままだなんて、そんな可愛らしいおねだりなら、願ったり叶ったりだ。と、ウキウキと返事をしてしまった俺に、美優はほんのりとニヤけた顔で「言ったね？」と確認を取ってきた。美優を相手に「なんでも」という言葉を使ってはいけない。

「じゃあ、はい」

　美優はベッドをポンポンと叩いて、俺にも登るように指示してきた。お互いに全裸なので何かの間違いではないかと思ったのだが、どれだけ目線で確認を取っても、近くに寄れと美優は言ってくる。

　不審に思いながらも、俺はベッドに上がって、股間を布団で隠して美優の隣に座った。すると、美優は俺の正面で正座をして、俺の枕を抱いておっぱいを隠した。その枕は後で何かに使おう。

「妹は疲れました」

　開口一番がそれだった。

「私から始めたことなので、投げ出すつもりはないのですが、これからしばらく休息期間に入ろうと思います。これはもはやお兄ちゃんに私の人生を預けるのと同義なので、決して軽く考えないように」

「お、おう」

　まるで意味がわからなかった。とりあえず、最近になってエッチなハプニングが頻発していたのは、美優の不注意だったということだけはわかった。

「具体的に、今後、どうかなるのか？」

「それはお兄ちゃんによるかな。休息期間なんだから、私は何もしなくなるだけ」

「……えっ!?　それって、エッチに関しての話!?」

「うん。エッチについての話」

　美優の宣言に、俺は、絶望した。これから妹離れをするだとか、山本さんとエッチをする予定があるだとか、そんなことに関係なく目の前が真っ暗になった。

　こんなに突然、美優とエッチができなくなるなんて。そりゃあ、美優は俺との行為をエッチだとは思ってなかっただろうし、精液の処理だっていずれはしなくなると言っていた。でも、だからって、こんなにも急に終わるだなんてあんまりだ。

「最後に、一回だけ……とか、でも、ダメか？　今、この分だけとか……！」

　俺は布団を剥いで床に落とし、勃起したペニスを晒した。せめて、この気持ちの昂りだけは、美優に受け止めてほしい。それが最後になるというのなら、俺も、いよいよ覚悟を決める。

「何を勘違いしているのかわからないけど」

　美優は膝立ちして、枕を床に投げ捨てて、生まれたままのその姿で、俺と正面で指を絡ませ合った。

「私がエッチに関して何もしないっていうのは、頑張ることを何もしないって意味だから。あとはお兄ちゃんが頑張ってね」

「ん？　なにが……？　……って！　おっ……おおっ、おい、美優！　まっ、ちょっ、すとっ……待て待て待て！」

　俺は美優に押し倒されていた。お互いに裸で、美優のおっぱいは丸見えで。俺は美優のお腹に挟まれたその隙間で勃起したペニスを立たせていた。

　美優のむっちりした肌の感触に包まれて、肉棒の血脈が心臓と一緒に拍動する。座高差のせいでほとんど性行為の直前に近いその重なりに、俺の生殖機能は美優の女性器の入り口に向けてビクビクと射精運動さえ始めていた。

「おっ、おっ、ああっ……ま、マズいって、美優……！」

　射精したい。挿入したい。中出しして孕ませたい。美優への淫らな感情が、とめどなく押し寄せてくる。

「お兄ちゃんは以前に言ったよね？　私とエッチがしたいって。セックスもしたいって」

「い、言った、けど、し、していいの!?」

　慌てる俺に、なおも冷静なままの美優──しかし、その頬は上気して緩んでいる──は、キスでもしてきそうなぐらいの顔の近さで、俺の顔を両手で挟んできた。

「いいわけないでしょ。何を考えてるの。私たちは兄妹だよ。私のことを孕ませて、お兄ちゃんは責任が取れるの？」

「取れない……取れない、けど……っ……こっ、こんなの……ッ！」

「なら中出ししない。射精しない。そもそも興奮しない。妹に裸を押しつけられたぐらいで欲情して、お兄ちゃんはお兄ちゃんとしての自覚が足りません」

「待て！　待って！　美優っ、あっ……そんな、ことっ……、あっ、あっだめだっ……!!」

　美優は片足を上げて膝で押し潰すように俺のペニスを圧迫してきた。まるで容赦のないその蹂躙に、俺は早くも射精をして、しかしそんなものはまだ予行練習でしかなくて。急速に作り出されていく精液は、金玉の中で今か今かと射出のときを待ち侘びて、俺にさらなる刺激を要求してくる。

　それは美優の膣に生のペニスを擦りつけるということ。まだ男を知らない美優の蜜穴に、入りきるかどうかもわからない剛直を差して、その膣の中でイキ果てるという至高の快楽を体が求めていた。

「美優っ、これ、ヤバいって……！　ほんと、で、デキちゃうから……！」

「デキちゃうのはお兄ちゃんのせいでしょ。お兄ちゃんが射精さえしなければ私は妊娠できないんだから」

　美優は全身から力を抜いてまたダイブするように体重を預けてきた。美優の「頑張らない」は、俺とのエッチの関係を深めないための頑張りをやめるということだった。現実にあり得るなんて考えもしなかった美優が上になってのまぐわいに、俺の勃起の先端はもう美優の膣口に入りかかっていた。

（挿れたい……中出ししたい……美優に中出ししたい……!!）

　美優と生で繋がっている。雄と雌の生殖器で触れ合っている。セックスがしたい。中出ししたい。でも、俺の精液を膣内に出したら美優は一発で妊娠する。そんな確信めいた直感が働いている。

　これではお風呂での暴走の再現だ。一つ違うのは、美優がもう止める気がないので、今度は俺がこの精神の昂りを止めなければならないということ。膣内射精がしたいこの欲求をどうにか鎮めないと取り返しのつかないことになる。

　受験生の美優は妊娠なんてしたら進学どころではなくなるし、家族内での俺の立場は当然の如く地獄の底に落ちる。何があっても耐えなければ。この性衝動に負けたら人生まで終わるんだ。せっかくこれから山本さんと妹離れのエッチをするのに、ゴールの目前でリタイアをすることなんて許されない。

（中出ししたい！　美優とセックスしたい！　金玉が枯れるまでペニスを擦って美優の膣内に精液を注ぎ込みたい……！　　美優の卵子を俺の精子で受精させたい……！）

　脳を支配するのはそんな思考ばかり。今すぐにでも美優の腰を持ち上げて、生セックスをして美優の膣に猛ピストンをかけたい。その衝動だけが俺の内部で働いて、体はなんとか静止している。

　しかし、ペニスはビクビクと脈打って、入り口でもいいから精液を吐きかけてしまえと射精の堰を切った。もう脳から命令まで出されていて、これだけはどうあがいても止めることはできなかった。

「美優……美優ぅっ……ご、ごめんっ、ごめん……ッ！　ああっ、あああぅあっ、ああっ、あああっ……美優っ、出るっ！　もう出るからっ……射精、するぅっ……うっ……うううっ!!」

　どびゅどびゅびゅるるるっ、どぷっ、どぷっ、びゅるるるっ、びぐっびぐっ、びゅっ、びゅっ──!!

　手の中に含んだ水を強い圧力でビッュと飛ばすように、精子をたっぷりと含んだ精液の塊が、精巣の底の一滴までを絞り出すように肉棒から射出された。

　俺は射精の寸前で美優の体を押し退けて、美優のアソコにぶっかけることだけは避けて自分のお腹へと射精をした。すでに二回も射精したとは思えない特濃の精液が、妹に向けた俺の感情を物語るように広がっていた。

「擦ってもいないのに射精するなんて、ほんとどうしようもないよね」

　美優は最中も事後も余裕にしていて、それは頑張ることをやめた結果なんだろうが、落ち着き払った様子で髪をかき上げて精液をペロペロと舐め取ってくれる美優はめちゃくちゃエロかった。

　頑張ることはやめても精液は飲んでくれているので、逆に考えると、美優にとって精液を飲むことは頑張ることには含まれていなかったらしい。これについては朗報だった。

　いや、馬鹿か。俺は、まだ美優とエッチすることを……。

「なあに？」

　精液を舐めて吸い取っている美優を眺めていたら、美優はどうにも俺の視線が気になったらしい。

「山本さんに、俺の精液はオタマジャクシを口に入れられたぐらい、反射的に吐き出したくなるって言われたんだけど。そうなの？」

「私はそういうのはないよ。ただ不味いだけ」

「そうなのか。なんでだろうな……」

「相性じゃない？」

　美優は精液をキレイに舐め取って、なぜだか得意げになった顔を上げて、ふうと息をついた。

「なあ、美優」

「はい」

「俺のこと好き？」

「お兄ちゃんとしては好きだよ」

「男としては？」

「ただの甲斐性なしではないですか」

　そうだな。

「さて」

　話とエッチがひと段落して、美優はベッドから下りた。全身にまっさらな肌を晒して、腰近くまで艶のある黒髪が伸びていて、鼠蹊部の窪みと、子宮の存在を感じさせるお腹の膨らみをさすり、満腹そうにしているその姿が、美しく淫らだった。

「私は満足したので、今日のところは自分の部屋に戻ります」

「きょ、今日のところは、って……？」

「遥と旅行して帰ってくるまでは休息期間にするつもりだから。その間はお兄ちゃんが頑張ってね」

「頑張るよ、頑張るけど。またエッチなことになったりするの？」

「別に私はエッチがしたいわけではないのですが」

　嘘だろうあんな大胆なスキンシップを取っておいて。

「むむっ」

　美優は不満そうに、俺をベッドから立たせて、そして、正面から抱き合ってきた。せっかく小さく縮まったペニスが、また元気を取り戻してしまう。

「美優、また、そんなことして……！」

「私はエッチがしたいわけではないからね。そこだけは勘違いしないで」

「うっ……ぐっ、わ、わかった！」

　何が違うんだ。何もわからん。裸で抱き合ったらもうセックスだろ。

「私とお兄ちゃんは血の繋がった兄妹だという認識はあるものとしてお話をしますが」

「もちろんあるとも」

「まさか兄妹でセックスをしていいだなんて思ってないよね」

「兄妹でセックスするのはいけないことだな」

「お兄ちゃんは私を妊娠させたら責任を取れますか」

「と、取れません」

「なら妹を孕ませたらダメだよね」

「ダメだな。当然のことだ。絶対に、美優に手を出したりはしない」

「絶対だね？　私はちゃんと確認したからね？」

　また余計な約束をしてしまった。しかし、妹を妊娠させてはならないというのは全人類の持つべき常識だ。何があろうと暴走はしない。たとえ美優がどれだけ頑張らなくなったとしてもだ。

「じゃあさ」

　美優が裸でギュッと抱きしめてくる。美優が俺を見上げて、熱のこもった視線で見つめてくる。

「私がお兄ちゃんとセックスしたいって言ったら、どうする？」

　完全に想定外だった質問に、俺は一瞬で勃起した。それが俺の体からの答えだった。美優がしたいなら、俺もしたい。だってそれはきっと、ずっと本心を言えずにいた美優からの、一世一代のおねだりだったからだ。

　やっぱりそうだったんだ。曖昧な言葉で本心を隠して。その奥では、美優は俺のことを、男としても好きで。山本さんとのことが予想外に上手くいってしまったから、嫉妬に燃える感情を制御できなくなって、こんなにも焦れったい愛情表現で俺に迫ってきたんだ。

「むぅ……」

　俺の思考回路が超高速で完璧に誤った解答を導き出している間に、乙女みたいに可愛らしかった美優の表情が、また怪訝な顔へと変わっていった。

「わかってない……」

　そして、美優は俺の体を押して、密着していた距離から離れた。

　これも俺の理解を確かめるための美優の罠だった。

「あっ、ああっ、ちがっ、違うんだ！　わかってるから！　美優にセックスがしたいって言われても俺が止めるから！　何があっても、力ずくでも！　絶対に!!」

　俺は手を伸ばして、部屋のドアから遠くへ行ってしまいそうな美優に最後の望みを繋いだ。その想いが届いたのかはわからなかったが、振り向いた美優はニュートラルな表情に戻っていて、最後にドアの向こう側から俺と顔を合わせてくれた。

「じゃあ、頑張ってね」

　それだけ言って美優は自分の部屋に行ってしまった。

　予想外のことが立て続けに起こって、頭は混乱していたけれど、そのワケのわからないツギハギの言動が、なぜだか俺の中では腹落ちしていて。

（美優……あれは……本心じゃなかったのか……？）

　最後には有耶無耶にされた美優の本音も、そのどこかには真実が紛れ込んでいるように思えた。頭では整理ができていなくても、俺はこれまでの触れ合いで少しずつ、肌で正解がわかるようになってきていた。

　妹離れを前に、俺にどれだけの猶予が残されているのかはわからないけれど。これまで矛盾だらけだった美優の謎行動の、その真意を理解するためのピースが、今ようやく一つずつ噛み合い始めた気がした。
















俺の妹が最高のオカズだった〜妹と同級生、二人の巨乳に挟まれる背徳の大量射精〜
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